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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──それは、長い夏休みも終わりに近くなった日の深夜のことです。

　あれだけ猛もう威いを振るっていたアスファルトを溶かすような太陽の熱視線は、夜よ闇やみの暗幕に包み隠かくされていて。

　しぶとく残っていた昼の余熱も、夜が深まるにつれて段々と姿を見せ始めた秋の気配に覆おおわれています。

　薄うす雲ぐもが僅わずかに漂ただようだけの空には大きくて丸いお月様が、黒く澄んだ闇の中をのんびりと泳ぎながら、優しい光を白はく麗れい陵りようにも降り注いでいました。

　これといって、特に変わり映えは無い、蒸し暑さがやや薄れた夏の夜──

　なのに──いつもの夜とは、何かが違いました。

　例えば、いつもよりほんの少しだけ風が優しく吹いていたり、

　空を舞う星々が、昨さく夜やよりちょっとだけ多く感じるような、

　月の光をたっぷり含んだ噴ふん水すいが水面に灯ともす、ささやかな明かりとか、

　ひとつひとつは、特に気を留める人もいないくらいの、僅かな違い。

　けれどそこに流れる空気は、日常とは違う何かを確かに孕はらんでいて……

　──そんな中、日ひ野の秋あき晴はるは何かに導かれるように、構内にある林道を歩いていました。

　ちょっぴり不思議で、ささやかな出会いが待ち受けているということも知らずに……




　──まー、そんな訳で。

「にゃお──────────────────っ!?」

　猫ねこっぽい叫び声と共に、空から魔ま法ほう少女が降ってきたりした。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　──そんな意味不明な状況になる数分前、秋晴は後悔の真まっ只ただ中なかにいた。

「あー、くそ、どうして探検気分なんか出しちまったんだか……」

　ちょっと夜遅くにランニングなんぞをしていたところ、『今日は気分を変えていつも行かない所に行ってみようかなー』と裏山方面にある林道に入ってみたら、奥はびっくりするくらい暗くて──うん、今は後悔で一杯です。

　ただでさえ夜の学校っていうのはどうにも不ぶ気き味みで、しかも名門で金掛かりまくりな白麗陵にはわざわざ海外から移築してきたっていう古い建物が建ち並んでいて雰ふん囲い気き出しまくっている。昼はメルヘンランドだけど、夜に見てみると、下へ手たな墓地より怖かったりする。

　おまけに月の光も殆ほとんど届かない林の中だと、恐怖は倍増というか、最も早はやビビらずにはいられないレベルというか……

　秋晴がそれでも先へ進んでいるのは、ここまで来たら戻るよりも突っ切った方が早いからだ。確かこの林道は小さな池に繋つながっていて、そこからさらに進むとすぐに林は終わって裏山へと続く道に出るはず。

　……そうと分かっているのに、やっぱり気は重い。

　月明かりが届かなくて外がい灯とうも無いから、光量はゼロに近いわけだ。そりゃまあ暗いのは当たり前だけど、まさか心臓が縮まりそうなくらいの暗さになるとは思わなかった。走っていると二メートル先すら見えなくて、さっきも木にぶつかりそうになったし。

　あの時は本当にビビった。しかも一度恐怖心を煽あおられると、茂みや木の陰から蛇へびでも出てくるんじゃないかと思ってしまって……

　おかげで今はそろそろと、おっかなびっくりな感じで歩いていた。

「……ま、あと少しの辛しん抱ぼうだし、幽ゆう霊れいの正体見たり何とやら、って言うしな」

　前も後ろも右も左も真っ暗という状況に不安はどうしようもなく湧わいてくるけど、無理矢理気を紛まぎらわすようにして秋あき晴はるは笑みを作ろうとし、




「────────────」




「…………なんか聞こえたよおい……」

　どこからか人の声のような音が聞こえ、笑っているのか泣きたいのか分からない表情になってしまう。……というか、心の中では既すでに泣いている。

　つい右耳の安全ピンに手を伸ばして少しでも安心感を得ようとしながら、秋晴はそわそわと視線を走らせて周囲に誰もいないことを確認し、

「……いや誰もいなかったらむしろ駄だ目めだ……！」

　ぶるっと背せ筋すじに震えが走り、過よぎった想像を否定するように首を横に振る。

　夏で、夜で、ちょっと湿しめった暗くら闇やみの中──アレが出る条件は十分に整っているからこそ、誰もいないっていうのはまずい。人がいないのに人の声がしたら……そんなのもう、認めちゃいけないモノが存在するってことになってしまう。

「違う、ちゃんと誰かいるはずだ……どこかに、絶対どこかにいる……！」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやきながら、秋晴はそろそろと声がしたはずの方へと歩く。相変わらずの暗さの中を行くのは怖いけど、確認しないままの方が怖い。

　こうなったら一刻も早く原因を探してやろうと、早足になって林の中を進む。ただしどこから聞こえたのかは分からなかったので、ルートは池というか出口へ向かうままで固定。もし見つけられないまま林の外に出てしまったら、それはもう仕方ないということでダッシュで寮りように戻ることにしよう。や、夜も遅いし明日あしたも早いしね、あんまり遅くまで起きていると健康にも悪いことだし！

　そんな風に自分への言い訳をしまくっていると、

「……お？　明るく……？」

　何メートルか先、それまで殆ほとんど効かなかった視界が急に戻ったように景色が見えていた。外がい灯とうがあるわけじゃなくて、木々が途と切ぎれて月明かりが遮さえぎられなくなっているからだと気付き、




「──『小さな胸に秘めた乙おと女めな想いも　日頃溜ため込んだストレスも　全部まとめてポイッと投とう擲てき！』」




　……変な声が、よもやの方向から。

　驚きつつも、秋あき晴はるはそれに眉まゆを顰ひそめ、頭上を見やる。

　自分でも恐怖で聴覚がやられた可能性が否定出来ないけど……今の声、どーにも上の方から聞こえて来たような気がしてならない。

　暗いけど、木の枝や葉の隙すき間まから差し込んで来る月明かりで少しは視界が利く。

「…………お？」

　そうすると一際大きい表面がでこぼことした木の上、何やら人影があるよーにも見えて、

「『愛と勇気を暴力に乗せて　イマドキパワフルな魔ま法ほう少女、マジカルディーバ！　今日も元気にアナタへ、』──ぅにゃっ!?」

「…………おお？」

　その人影が随分と可愛かわいらしい声で何かよく分からないことを言い出して、

「にゃお──────────────────っ!?」

　……そしてそのまま、落ちてきた。

「──おおおおおおおおおぉぉっ?!」

　何だか白っぽい塊かたまりが落ちてくるという異常事態に、秋晴は反射的にそれ受け止めようと両腕うでを伸ばす。避けるべきなのかもしれないけど、人間っぽいシルエットにも見えるし──どうにしろ今からじゃ対処を変えるには遅すぎだ。

　幸か不幸か、白っぽい影は秋晴の伸ばした腕の中に落ちてきて、

「ぅお、ぐっ、重っ……?!」

　両腕が肩かたから引っこ抜かれるんじゃないかと思うくらいの衝しよう撃げきが来た。くぅ、昔見たアニメで似たようなシーンがあったけど、あれと違ってこの塊は重力の加護を受けまくっていて、肩が勢いよく伸びて腰こしが折れてしまいそうな凄すさまじいダメージが……！

　やば、今、ボギって、それとミギゴって、聞いたことも無い音が関節から……!?

「…………っく、の……っ！」

　それでも何とか踏み止とどまって、秋晴は安あん堵どの吐と息いきを吐はいた。やれやれだ、本気で腰がいくかと思ったけど、ギリで無事だったらしい。

　念の為ために秋晴はゆっくりと腰を伸ばすようにして体を起こし、それから改めて落ちてきた『何か』を確認して……

「……………………おー……」

　そこにいたのは、紛まごう事なき魔ま法ほう少女だった。

　白いレオタードを改造してフリルとスカートを付けたような服とか、しっかり手に握ったステッキとか、明らかに魔法少女なアイテム。しかもステッキの先せん端たんがなんかハンマーっぽくなってるし。

　おまけにギュッと目を閉じた顔は乏とぼしい月明かりでも分かるくらい整っていて、肌はだなんて白はく磁じよりも白くて綺き麗れいだ。北ほく欧おう系の顔立ちといい、二つに分けて括くくられた銀ぎん髪ぱつといい、そもそもさっき自分でそう言っていた気がするし、この少女はどこからどう見ても魔法少女──

「……いやいや、んなわけねぇって」

　自分で勝手に盛り上がっておいてあれだけど、魔法少女て。いくらメイド教師やらハイパードジっ子やらマーダー侍じ女じよやらがいる白はく麗れい陵りようとはいえ、魔法少女はないな、うん。妖よう精せいみたいな容姿だけど、その線もまずない、と。

　…………な、ない、よな……？

「…………ぅ…………ぬ……？」

　腕うでの中で縮こまっていた少女の目が、ぴくりと動いた。

　良かった気が付いた、と思いながら秋あき晴はるが見守っていると、固く閉ざしていた目をそろそろと開く。

　やや吊つり上がって赤味がかった瞳ひとみがパチパチと瞬しばたたき、

「ぬぅ……？　…………痛く、ない……？」

「大丈夫みたいだな。怪け我がは、ないよな？」

「ぬっ──!?」

　念の為にした質問でようやくこっちの存在に気付いたようで、彼女は息を詰めた様子で見上げてきた。

　警戒心丸出しなその目に、秋晴はどうしたもんかと考える。残念過ぎることに自分の顔は笑ったとしても安心感を与えるタイプじゃないし、相手は年下の小さな子だ。しかも名前すら分からない。妖精みたいな容姿でどう見ても純血の日本人じゃないけども、かろうじて日本語が通じるっぽいという点だけが唯一の救いか。

　そんな困った状況に、秋晴は考えに考え、気まずい無言の時間帯を突破して……とりあえず、訊きいてみた。

「あーっと…………魔法少女って、何？」

「っっっ──?!」

　ジャブのつもりだったのに、効果は覿てき面めん。

「あっ……ぅ、ぬ、こっ……」

　あからさまに狼狽うろたえた自称魔ま法ほう少女は、手に持ったハンマー風ステッキとか着ている改造レオタードとかを何度も見返し、暗い中でも分かるくらいに顔を赤らめて……

[image: ]

「ふにゃ──────────────っ!?」

　猫ねこみたいな叫び声をあげ、これまた猫のような身のこなしで腕うでの中から飛び降り──そのまま、林の中を猛もうダッシュで駆かけていった。

　その様を、秋あき晴はるはどうすることも出来ずにただぼけっと眺ながめていた。あまりに見事な逃げっぷりに、声を掛ける暇ひますらなかった。何な故ぜか木の上にいたことといい、本気で猫みたいな魔法少女だ。

　つい無意識に彼女が消えて行った方向にひらひらと手を振りつつ、

「……白はく麗れい陵りようは春じゃなくても変なのが良く出るよなぁ……」

　しみじみと呟つぶやき、すっかり闇やみの恐怖なんか忘れて、秋晴は林の外へと向かって歩いた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　九月になって数日経たち、ようやくで私立白麗陵学院も二学期始業の日を迎えた。

　初日は始業式だけで授業は無し。……とはいえ、式っていうのが在あり来たりな挨あい拶さつだの訓くん辞じだのを並べるだけで終わらず、多目的ホールに海外で活躍しているプロオーケストラを招いての演奏会までやる辺りが白はく麗れい陵りようらしさだ。普通ならせめて吹奏楽部が夏休みの成果を見せるとかだろうに。あのオケの人達も、生徒教員の関係者全部合わせて四百人足らずなんて少ない客相手に演奏するのは珍体験だったに違いない。

　そんなこんなで派は手でで優雅な初日、従育科だけは昼前にミーティングがあるとのことで、式が終わった後いつも使っていた教室に集合して、夏休み明けのせいかちょっとだらけた空気の中で軽く話に花を咲かせていた。

「……しかし二学期初日っつっても、新鮮味なんてどこにもないな」

　教室に揃そろった連中の顔を見ながらの秋晴の言葉に、隣となりにいた大だい地ちも同意するように頷うなずいて、

「そうかもしれないな。今け朝さも食堂で顔を合わせていたし、大体の面子メンツは一週間くらい前から入寮していたみたいだからな」

「夏期休暇ゆうても後半になれば暇ひまを持て余すようになるもんやしなぁ。バイトや宿題があれば別やけども、白麗陵通いやとどっちも無しが普通やし。ただし持て余すのは時間だけやなくて思春期な体もやけどな！」

「よし相変わらずうざいな轟とどろき、殴なぐるのも面倒だから適当にその辺の角に頭打ち付けて黙れ」

「その扱いは酷ひどすぎやであっきー。せめて豆とう腐ふでも出して『これの角に頭をぶつけて死にさらせ』くらいのネタをやな──」

「僕の場合は家の手伝いだから……でも、確かに忙しかったなぁ」

「ちょっ、ミケ!?　人のネタ振りの最中に、そないなどうでもいい報告を──」

「家は旅館経営してるんだっけか。じゃあ執事にならなかったら将来は若女将おかみだったわけだ。それはそれで大変だな」

「……あの、日ひ野の君……どうして若旦だん那なじゃなくて、若女将おかみ……？」

　三さん家けが半笑いにもなってない微び妙みような表情で問いかけてくるのを、秋晴はそっと聞こえないフリをした。そっちの方が似合うと思ってナチュラルに言い間違えた、なんて言い訳はしない方が互いの為ためだろうし。あと声も出さずに泣く振りを始めた轟はやっぱり無視。

　そんな風に、休み明けでもまるで違和感なく男グループで雑談していると、不意に小さな音を立てて教室のドアが開き──

　そしてドアが閉まった時には、適当に散らばって仲の良い友人達と話していた従育科生は一いつ斉せいに着席していた。素早くしかも立てる物音は最小限という訓練された動きだけど、理由がお仕置きを恐れてっていうのが駄だ目めすぎる。

　ともあれ、藍あい色いろのメイド服を着た深み閑かんの登場で一気に夏休みボケは吹き飛んだ。軍隊ってきっとこんな感じに違いない。知的な眼鏡めがね美人が教官役っていうのはまだマシな要素なんだろうけど、拳げん骨こつで殴なぐられたり放送禁止用語で罵ののしられたり無理な距離を走らされたりする方が全然マシって思える地じ獄ごくを与えてくれるのも彼女なので、ちっとも安心出来ない。

　今も深閑が教きよう壇だんに立っただけで久しぶりの緊張感が疼うずきだして、秋晴は一度視線を外してこっそり深呼吸してから、再度メイド教師を見上げる。

　相変わらずクールに光る冷れい凍とうみかんっぷり全開な目でさっと教室内を見渡すと、深み閑かんは自然な仕し種ぐさで細フレームの眼鏡めがねの位置を直し、

「こうして皆さんと顔を合わせるのは休み中の合宿以来ですが、一人も欠けず健康面の問題も無く揃そろったことを嬉うれしく思います」

　この手の挨あい拶さつは新学期の常じよう套とう句くのはずだけど、普段あれだけ無む茶ちやな授業をさせている深閑が言うとかなり怖い。

「さて、新学期が始まるにあたりミーティングをするという名目で集まって頂いた訳ですが、大して時間は取らせません。二学期以降の授業内容についての説明、それに関する心構えを伝えるだけですので、ものの五分程度で済みます」

　前置いてから、深閑はもう一度教室内に並んでいる顔を見回して、

「一学期の間は基礎体力強化と緊急時に於おける生存及び救助訓練を行っていた訳ですが、二学期からは他ほかの内容も取り入れていきます。具体的に言えば、これまでと同じ傾向の授業を行うのは週の半分だけになります」

　聞いていた秋あき晴はるが思わず隣となりに座る大だい地ちの顔を見ると、タイミング良く目が合い、互いに似たような疑問を抱いだいたのを確認する。

　今までの授業が半分になるってことは、週に三日は何か別のことをやるってことだ。そこでどんなデスマーチ授業が行われるんだろうと、胃いに軽い負担を感じながら秋晴は深閑の次に発する言葉を待ち……

「二学期以降は使用人としての基礎技術を習得する為ため、まず一時間の座学授業を行った後に実技訓練に移ります。基本的に座学は毎日ですが、授業の後半が体力強化の日は語学中心になりますので、辞書の用意を忘れないようにして下さい」

　──全く予想だにしていなかった内容に、何も反応出来なかった。

　不意打ちのように告げられて、秋晴だけでなく、生徒一同揃そろってポカンとしてしまう。

「…………あの、深閑先生。それって、つまり……？」

　恐る恐る沈黙を破り捨ててそう訊たずねたのは、従育科女子の中でもリーダー格の岡おかだった。地味めな顔立ちがらスタイルも良くて性格も明るく前向きと、普通の学校にいたなら何人もの男子生徒に騒がれそうなものなのに、女子ばかりな上に美人多すぎ個性溢あふれすぎな白はく麗れい陵りようだと埋まい没ぼつ気味だったりする。

　押し出されるような形で質問した岡に、深閑はデフォルト装備の冷凍視線を向けてさらに緊張を煽あおってから、

「まだ十分とは言えませんが、第一段階は達成したということです」

　にこりともしないで「おめでとうございます」と続けられ、またしても秋晴は呆ぼう然ぜんとして口を半開きにする結果になってしまった。

　そんな急に、しかも無表情のままで言われても。せめてクラッカーを鳴らすとか盛大にタンバリン演奏するとか……いやそれだとむしろ怖さが倍増するか。落ちてきた紙テープなんかを頭から被かぶった姿なんか絶対に直視出来ないだろうし、タンバリンなんか鳴らされても。

　……よし、変な想像したらちょっと冷静になれた。手法としてはかなり問題があるだろうけど、この短い時間ならいくらあの氷の眼まな差ざしでも見み透すかせまい。ならセーフだ。

　度たび重かさなる理り不ふ尽じんやら無む茶ちやな事態やらのおかげで鍛きたえられた精神力を遺い憾かんなく発揮していち早く現実と向き合うことに成功した秋あき晴はるは、軽く手を挙げて深み閑かんの注意を向けて、

「とりあえず、第一段階ってなんだよ？」

「根幹となる体力の強化と、頑がん強きような精神力の会え得とくです。非常時に於おける様々な事態の解決は勿もち論ろん、これから行う技術訓練にも必ひつ須すになりますので、第一段階という訳です」

「ほんなら、これから第二段階っちゅうことかいな？　えらく段差が急やな」

　おお、珍しく轟とどろきが真まっ当とうな疑問を口にしている。てっきり馬鹿なことかセクハラなことしか言えないと思っていたのに、これは新学期の奇き跡せきだろーか。

「……うん？　段差が急……？　角度が大きければ大きい程ほど、下からの位置でスカートの中身が偶然見えてしまう可能性も高くなるっちゅう奇跡の連立方程式があるくらいやし、それはそれで……」

　──うん、やっぱあいつはただの犯罪者予備軍だ。マジな顔でぶつぶつ呟つぶやいているのを見ると、冤えん罪ざいでない痴ち漢かん逮たい捕ほを食らう日も遠くない気がする。そんな方程式を掲げだした変人と一緒に留置場旅行へ招しよう待たいされてしまえ。

　まあ、轟のことは、かなり本気でどうでもいい。

　問題とすべきは、今後の自分達だ。

「……んで、これからようやく執しつ事じやメイドっぽいことを教えてくれるわけか？」

「そう捉とらえても間違いではありません。尤もつとも、本来貴方あなた達が目指すべき立場は一々雑事をこなすのではなく指示する側なのですが、的確な指示を出すには自らも相そう応おうにこなせなければなりません。これは以前から言っていますね？」

　秋晴だけでなく生徒の殆ほとんどが頷うなずくと、凍こおった表情のまま深閑も頷き返し、

「覚えなくてはならない事は多た岐きに亘わたり、勉強をするにも体力と集中力は必ひつ須すです。そして細やかな配慮を続けるにも。一学期の間、過か酷こくな授業を耐えた皆さんにはそれなりの体力と精神力が備わっているはずです」

「……俺おれ、途と中ちゆうから編入して来たんだけど」

　余計なことかもなー、と思いつつ秋晴が自己申しん告こくすると、深閑は静かに首を横に振った。

「問題有ありません。スタートが遅かった為ため、まだ皆さんに比べて体力面で劣おとる部分もあるかもしれませんが、それでも篩ふるい落とされることなく努力を続けたという意味では日ひ野のさんも十分に合格レベルに達しています。今後も十分に励んで下さい」

　静かな口調で、特に感情を混ぜることなくそう言われた。

　……あれ？　もしかして今、褒ほめられた？

　平へい坦たんで起伏のない言い方だったけど、並べられた単語の意味とか他ほかの生徒のちょいとびっくりした顔とかを考慮するに、やっぱ褒められたんだよな？　あの『皆で徹夜して作った仕掛けドミノを無表情のままぶち壊こわしそう』と主に轟とどろきだけが囁ささやいているくらいのクール仕様だから、かなり読み取りにくいけど。

　……ヤバ、かなり嬉うれしいかも。まだまだ足りない部分は多いだろうけど、あの深み閑かんに一応は認められたっていうのがポイントだ。

　湧わき上がる感動に胸を躍おどらせて、秋あき晴はるはやる気も新たに深閑を見つめ返し──

「ただし日ひ野のさんは私生活、特に女性関係で少し問題がありますので注意して下さい。余り学生間の交友関係に関して口を挟はさみたくはありませんが、事故や不注意を含め看かん過かし続けるのにも限度があります。以後、生活態度と言動には気を付けて下さい」

「………………………………いえっさー」

　ちっとも誇れない事実を突き付けられて、そのままがくりと顔を落とした。




「それにしても、ようやくって感じだね」

「そうやな、いよいよっちゅう感じやな」

　声を弾はずませた三さん家けが嬉うれしそうに表情を綻ほころばせ、轟も同意してにやけ顔になる。

　それを見ながら秋晴も頷うなずいて、

「まずは掃そう除じから、か。洗剤の種類と正しい用よう途とを覚えるだけで一週間っつーのを聞くと、やっぱ先は長いって気もするけどな」

　そろそろ昼なので男グループで固まり食堂へ向かいながら、会話は自然とミーティングに関する内容になっていた。

　料理や洗せん濯たくはまだ後で、冬にはボディガードの為ための武術訓練もあるらしい。さらには経営学や株の流れも今年度中に初級レベルまで覚えないといけないとか。それはそれでかなり大変そうだけど、秋晴としても夢と希望に直結する授業になるっていうのは凄すごく嬉うれしい。

　まあ、実際には基礎訓練も週に三日はあるというから、地じ獄ごくはまだ続くけど……

　どうにせよ、だ。ある意味これからが本番っていうのに間違いない。

「今まで以上に気を引き締めていかないとな。命の危機に晒さらされずに済むからって平和ボケしないように」

「……日野君、その発言は正しいんだけど、一般社会的にはかなりの間違いだと思うよ？」

　良いことを言ったつもりなのに三家に突っ込まれてしまい、秋晴は喉のどを詰まらせるように唸うなってしまう。やばい、今までこいつに突っ込まれるのはセクシャルエロハンター轟の役目だったはずなのに、今日二度目だ。あれとは方向性が違っても同列っていうだけで嫌いや過ぎる。

　危機感に煽あおられて秋あき晴はるが言い訳の言葉を探していると、それまで黙っていた大だい地ちがこっちを見ながら口を開き、

「ここは白はく麗れい陵りようだから問題はないだろう。それより日ひ野の、お前は深み閑かん先生の言う通り、私生活を改めろ。女関係にだらしないのはどの社会でも間違っている」

「……と、言われてもなぁ。俺おれとしては特に自分から何かした記き憶おくが無いんだけど、気が付いたら巻き込まれているというか……それってどうやれば回かい避ひ出来るんだ？」

「簡単だ、女生徒と関わらないようにすればいい」

「……いやこの学校、生徒の殆ほとんどが女子だぞ？」

「そうだね、ちょっと無理があるよ」

「そやなぁ。女のケツ追いかけてしまうんは男の性さがやし。それも出来るだけ低い位置から追いかけるんは本能やから、あっきーもそこんとこ認めでるぉっ?!」

「誰がお前みたいなエロ目的で女子を追ったっつーんだ……ったく」

　顎あごをかち上げる感じで掌しよう底ていを食らわせ、轟とどろきを黙らせる。

　……やっぱこんな馬鹿と同列っていうのだけは避けたい事態だ。まだ付き合いのある従育科女子はともかく、普段まるで話すことのない上育科女子には傍はた目めからの印象しかない訳だし、ここらでイメージ変えていかないとまずいのかもだ。

　前まえ髪がみを摘つまんで弄いじくりながら秋晴がそんな検討をしていると、にやにや笑いを浮かべている轟に肩かたを叩たたかれた。

「まっ、ええやんか。元お嬢じよう様さま学校に編入して異性問題で辞やめる羽は目めになるて、外の世界では勇者として祭まつり挙げられること確定やで？」

「何も良くねぇっ！　……つーかな、辞めるっていう意味では自分の方がやばいって理解してないだろ、お前」

　睨にらんでやると『ほぇ？』って感じのアホ面づらになる辺り、やっぱり轟は何も分かってないらしかった。

「セクハラ問題もそうだけどな──それ以上にお前、従育科試験の単位がやばいだろ。今年度中にあと何回やるのか知らないけど、次も不参加なら相当ヤバイぞ」

「…………おおぅ、そういやそないな問題もあったか……」

「本当に気付いてなかったんだね、慎しん吾ご君……」

「……らしいと言えばらしいが、本当にどうしようもないな」

　今いま更さらなのに驚きよう愕がくの事実を知ったような轟の反応に、三さん家けと大地もこの世で最低ランクの生き物を哀れむように似え非せ関西弁の伊だ達て馬鹿を見る。よし、これでようやく駄だ目め人間ヒエラルキーのトップは確定だな。

　自分の地位が少しはマシになったことに秋晴が地味な喜びに浸っていると、不意に三家が足を止めた。

「…………うん？　あれって……」

「どうしたよ……って、何だ……？」

　疑問に反応が返って来る前に、秋あき晴はるもそれを見つけて足を止める。

　何やら視界の端はしから赤っぽい影が走って来る。前方を横切るルートで移動するそれは、よく見れば上育科の腹黒首席の彩さい京きよう朋とも美みだった。

　どーも急いでいるみたいだけど、朋美が本気で走ればあんな速度じゃない。走り方だって、スカートの端はしをちょっと摘つまんでパタパタと足を動かすようなお嬢じようっぽい感じだし、本当に急いでいるなら地味にストレス溜たまるな、あれは。

　優等生ぶるのも大変だなー、と思いながら、秋晴は黙って幼おさな馴な染じみの走りっぷりを見つめた。ただし、あくまでも見るだけだ。ついさっきまで『女生徒に関わらない方が良い』と言われていた直後なんだ、自じ重ちようしないと。ただでさえあいつに関わるとえらい目に遭あう可能性激げき高だかなんだし。

　秋晴が幼馴染みの危険性を改めて認識していると、朋美の方もこっちに気が付いた。そりゃまあ遮しや蔽へい物が殆ほとんど無い所にモーニングスーツを着た黒っぽい連中がいたら目立つか。

　まー、急いでいるならこっちはスルーなんだろうと、秋晴は気軽に考えて、

「秋晴くんっ。手が空いているならちょっと来てくれませんか!?」

　……物もの凄すごく浅はかな考えだったんだなー、と痛感です。

　わざわざ足を止めてこっちを見ている朋美は、それなりに焦あせってる表情ではあるけど怖い顔じゃない。……でもあれ、断ったら表面的には変わらない癖くせに内面では恐ろしい変化が起こるんだろうなぁ。そして結果的に『蛇へびの生殺しっていうか蛇はしぶといからかろうじて生きてるんだよ？』って感じの目に遭う、と。何だろ、泣いてもいい場面かな、これ？

　仕方ない──と諦あきらめのため息を吐はき、秋晴は自分に注目する大だい地ち達に、

「悪い、先に食堂行っててくれ」

「……二学期早々もう退学か」

「不ふ吉きつなこと言うなっ。何ならお前等も来るか!?」

「そうは言っても、僕と大地君は奉ほう仕し活動の当番だから行けないし……慎しん吾ご君は、良く分からないけど連れて行かない方がいいと思うよ？」

　冷静な三さん家けの言葉に、秋晴はもう即座に頷うなずき、

「──そうだな、やっぱ一人で行くわ」

「ちょっ、決断早過ぎやであっきー?!　それにミケもナチュラルに酷ひどいで、オレの繊せん細さいなハートを粉こな微み塵じんになるまでブロークンする気──」

「んじゃ、二人とも頑がん張ばれよー」

「うん、日ひ野の君もね」

「下へ手たな真ま似ねはしないように気を付けろ」

「待っ、聞けって!?　お願いやから聞いてくれって──ああっ、行くなやあっきー!?　まだ途と中ちゆう、オチどころかボケきってもないがなっ?!」

　んなこと知るか、と心の中で呟つぶやいて。

　じぃ〜〜〜っとこっちを見ている朋とも美みの視線に急せかされ、秋あき晴はるは小走りで幼おさな馴な染じみの優等生もどきの横に並んだ。

　近くに行くとやっぱり不満顔だった朋美はすぐに走り出し、それからちらっとこちらに視線をやって、

「もうっ、遅いわよ！」

「悪い。……でも、よくよく考えると俺おれが怒られるってなんかおかしくないか？」

「おかしくないわよ、男は約束通りの時間に来ても女性を待たせただけで怒られる対象に成り下がるのよ？」

　……なんかとんでも理論が出たけど、どうしてだか否定しきれない何かがあるから不思議だ。ホワイトデーのプレゼント三倍返し伝説もそうだけど、この不平等っぷりを何とかして貰もらえないもんだろーか。

　やれやれだと息を吐はき、それから秋晴は隣となりを走る朋美の横顔を見て、

「んで、何なんだよ？　そんな走り方でも急いでるんだろ？」

「一応ね。本当はわたしが行くような事じゃないはずなんだけど、これでも一応首席だし、いつの間にかそんな役割に当てられちゃったみたいな部分もあるし」

「いや意味不明も凄すさまじいっつーか、説明する気あんのかお前？」

「ついでに言えば秋晴がいても役に立つ可能性は殆ほとんど無いのよね」

「…………俺おれ、本気でどんな扱いなんだ……？」

　あまりにあんまりな朋美の言い様ように、もう突っ込む気力も湧わかずに秋晴はぽつりと呟つぶやく。人生に迷う時ってこんな感じだろーか。存在意義ってなんだろうな？

「──ちょっとね、中等部に問題児がいるの。性格的にも立場的にも難しい子で、わたしでもかろうじてコミュニケーションを取るのが精一杯で……まあ、本音でぶつかり合えば違うとは思うんだけど……」

　少し後ろめたいところでもある様な言い方は朋美らしくないけど、その意味するところはすぐに分かった。

　あれだ、野生の動物に好かれるには自分も全すべて晒さらけ出さないといけないっていう例の理論だな。勘かんの良いヤツなら、朋美が演技していることまでは見抜けなくても何か隠かくしているのは悟さとるかもしれない。

　けど……そんな厄やつ介かいな相手に、自分はどうしろと？　絶対にやれることないだろ。本当に数合わせというか賑にぎやかしにしかならないぞ？

「……存在意義…………俺の存在意義が……」

「ちょっと、走りながらぼやくなんて不審者みたいだから私が側そばにいる時は止やめてね」

「お前が無意味に俺おれを呼びつけるから人生の迷路に嵌はまる羽は目めになったんだろーが!?　責任取れとまでは言わないけどもう少し労いたわりの精神を見せられないものですかっ?!」

　思わず叫んで──しかしすぐにがくりと顔を伏せて、秋あき晴はるは大きくため息を吐つく。

　素すで不思議そうな顔をしている辺り、どうも今回は朋とも美みも悪気や悪巧だくみがある訳じゃなさそうだから、もうどこにぶつけていいのやら。

「む、見えたわね」

「…………おお？　講堂前のアレか？」

　いるのは、六人。その内、四人は上育科の女子制服を着ていて、もう一人似たような感じでパターン違いみたいな、中等部のものらしき制服を着た女生徒がいた。

　そして残る一人は、遠目でも映える白い衣い装しようを着た男。

「……あれ、大だい吉きちだよな。何やってんだ、あいつ」

「ああもうっ、選よりに選って相手は風かざ祭まつりくんかあ……収拾が難しくなるじゃないの」

　露ろ骨こつに顔を顰しかめると、朋美は顔だけこちらを向けて、

「良かったわね秋晴、仕事が出来たわ。風祭くんの気を惹ひいて、こっちの会話に噛かませないように頑がん張ばって」

「いやそれだけじゃちっとも……お？」

　人をこき使う癖くせに多くを語らない幼おさな馴な染じみに文句を言う途と中ちゆう、秋晴はあることに気が付いて眉まゆを顰ひそめた。

　大吉と向かい合っている、高等部のそれとは少しデザインの違う制服を着た、どう見ても異い邦ほう人じんな女生徒。

　走り続けて距離が近くなったから顔が分かるようになったけど……髪かみの色といい、猫ねこっぽい目といい、あれはこの間の夜に見た──

「なあ、大吉と対たい峙じしてる子は……」

「あの子が問題の子！　中等部の──って、もう説明している時間は無いわ！」

　そう言うが早いか、朋美はお嬢じよう様さま走りのまま向かい合う二人の間に割り込んでいく。状況に付いていけなかった秋晴はそれに遅れて、よく呑のみ込めていないこともあってやや遠巻きの位置に移動する。

　近くで見ると、大吉と対峙しているのは……やっぱりだ。

　あれはこの前の夜に見た魔ま法ほう少女。しかも大吉の奴やつがナルシズム全開で胸が開いたスパンコールシャツを着ているのに対し、彼女は頭にティアラなんか乗っけているという、突っ込み待ちかと訊ききたくなる格好だ。

　これはどこの舞台ですかって訊きたくなるくらいおかしな空間が出来ていて、なのに背景が白はく麗れい陵りようだと違和感があんまり無いっていう……やー、本当になんだろうな、この状況。

　ちっとも関わり合いになりたくない構図を前にして秋あき晴はるが尻しり込ごみしていると、

「ごきげんよう、エストーさん。……と言っても、またご機き嫌げん斜めのようですね？」

　優等生な態度で微笑を浮かべた朋とも美みが、すっと入っていった。慣れているのかもしれないけど、よくもまああそこに躊躇ためらいなく突っ込めるもんだ。

　半ば感心しながら秋晴が見ている前で、妖よう精せい少女は大きな吊つり目をさらにきつく吊り上げて、

「ぬうう、またそなたか。相変わらずお節せつ介かいにも程ほどがあるのじゃ」

　……なんか変な喋しやべり方をし出した。

　いやもう白はく麗れい陵りようにも大分慣れたから、今いま更さらどう見ても外人な子がナチュラルに日本語喋しやべっても驚きはしないけど……ナチュラルじゃないどころか時代を間違えた喋りっつーのは、かなり予想外だ。『そなた』って。語尾に『〜じゃ』って。

　ポカンとする秋晴に対し、朋美は微笑ほほえみを絶やさず口元に手をやり、

「はい、まだ校風に馴な染じんでいないエストーさんのことを心配していますから。それで、今日はどうしたんですか？」

「どうもこうもないわっ！　この気き障ざ男が妾わらわを侮ぶ辱じよくしたのじゃ！」

　言って、ビシッと勢いよく大だい吉きちを指差すと、

「少しばかり背の丈たけが長いからといって、妾を見下すような……！」

「ふっ……それは勘かん違ちがいというものだよ、レディ。この風かざ祭まつり灯とう一いち朗ろうの背が高く、誰もが羨うらやむ美の体現者だということは確かに君の言う通りだが、僕は『小さな体たい躯くに長い銀ぎん髪ぱつというのはとても愛らしい組み合わせだね』と褒ほめ称たたえたはずだよ」

　ぼけっと聞いていた秋晴は腕うで組ぐみをしたまま、大吉にしてはまともなことを言ったもんだと頷うなずいた。明らかに途と中ちゆうで事実とは異なる妄もう想そうが混じったけど、これくらいなら許容範囲だ。普段が普段なだけに、まだ許せるというか。

　けども許せない人物もいるようで、それに該がい当とうする少女は威い嚇かくするように歯を剥むいて、

「誰が小さいと言うのじゃ、誰がっ!?　妾は、その、少しばかり成長期が遅いだけじゃっ！　高等部に入る頃には百八十センチ越えの『すーぱーもでるばでー』になっている予定なのじゃぞ！」

「──いやそれは無理だろ、常識的に考えて」

　随ずい分ぶん無茶なことを言い出したので、秋晴はつい、条件反射で突っ込む。

　だってどう見ても百五十センチ無い子が、長く見積もっても三年以内に百八十越えて。白人系って黄色人種より成長が早いような気がするし、何となく大人おとなびた印象があるはずなのに、目の前にいる少女は童顔でちびっこいし。あとどうして英語の発音があんな野や暮ぼったいんだろうな？

　そんな様々な疑問と突っ込みポイントの多さに、白麗陵で磨みがかれた突っ込みスキルが発動してしまった結果、

「なっ──誰じゃ誰じゃっ!?　妾わらわの希望に溢あふれる未来を切り捨てよった輩やからはっ」

　やっぱりというか、某ぼうドリル並みに沸点が低そうな彼女の怒りに触ふれてしまったようで、凄すごい勢いで睨にらまれて……

「────────っ!?」

　バチッ、と目が合ったので、フランクに手を挙げて挨あい拶さつすると、

「おっ、の、なぬ、ゆっ……」

　秋あき晴はるを指差しながらパクパクと口を動かすも、上う手まく言語化出来ないようでちっとも要領が掴つかめない。

　ただ、この邂かい逅こうが予想外過ぎて驚いていることだけは伝わった。まあ、あんな陸揚げされた深海魚顔負けのパフォーマンスは上育科のお嬢じよう様さまとしてはどうなのかという問題はあるけど、それは置いておくとして。

　朋とも美みが不審な目でこっちを見ているし大だい吉きちが無む駄だにポージングを取り出したし、そろそろ初対面じゃないことを他ほかの奴やつ等らにも伝えないと。このままだと勝手に妄もう想そうされて、しかもそれが噂うわさになって誤認されるという、過去にもあった駄だ目め展開になってしまう。

　なので秋晴はなるべく周囲を刺激しないように、まだショックから抜け出せずにいる少女に慎しん重ちように声を掛ける。

「よう、また会ったな。えーっと……」

　そこまで言って、肝かん心じんの名前が出て来ないことに気付く。さっきから朋美がなんとかさんって呼んでいたみたいだけど、それが思い出せない。

　えーと、確か、あの夜に名乗っていたのは──

「…………マジカルディーバ？」

　口に出してみると、こう、今まで閊つかえていた物が取れたというか、見事雪解けして小川が流れ出したような爽そう快かい感が。

　けど正解なはずの答えに対し、魔ま法ほう少女はくわっと大きく赤い瞳ひとみを見開いて、我慢の限界って感じで足をばたつかせ、

「ふにゃ───────────────────っ?!」

　大音量の奇声を上げ──そしてそのまま逃げ出した。

「えっ、エストーさん!?　あっ、秋晴──くん、エストーさんを！」

「っ、了解！」

　慌あわてた風に叫んだ朋美の声に秋晴は瞬しゆん時じに反応、遠ざかろうとするマジカル少女の背中を追いかける。

　この間は夜で林の中に逃げ込まれたから追えなかったし、そもそも追おうと思いつきさえしなかった。

　けど、

「二度も三度も逃げられると思うなっ」

　先に走り出した少女は割と速いけど、それでも本気を出した朋とも美みの方が速いって程度だ。

　なら、明るくて見晴らしの良い構内で逃すなんてヘマはしない。

「ぬぁぁっ、追ってくるでないわ───！」

「じゃあ逃げるなっ。そうしたら追わずに済むだろ！」

「そっ、そんなわけにはいかんのじゃっ！」

「なんでだよ?!　ったく、仕方ないな──」

　そう呟つぶやいてさらに加速した結果、講堂前からスタートして数十秒、秋あき晴はるは図書館の近くで少女の前に回り込むことに成功した。

　ぎょっとした彼女が慌あわてて方向転換するけど……もう遅い。

「よっ、と」

　背を向けたところをさくっと後ろから羽は交がい締めにして、ついでに身長差があるので宙ちゆう吊づり状態に固めてみた。よし、見事に捕ほ獲かく成功だ。

「は、離せっ!?　このっ、離すのじゃ！」
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「いやー、折せつ角かく捕つかまえたのにすぐ離すってのもなぁ。まあ、どうして捕まえなきゃいけなかったのかは俺おれもよく理解してないけど」

「なら離せっ、今すぐ離すのじゃー！」

　わさわさとツインテールを揺らしながら猛もう抗議されるけど、当然ながら秋あき晴はるは従わない。それにじたばたと足を動かす少女に蹴けられて地味に足が痛いから、余計に逆らいたくなるし。

「まあ落ち着け、悪いようにはしない。……たぶん」

「たぶんってなんじゃっ?!　余計不安になるじゃろーが！」

「いや、俺おれは何もする気ないけど、あの腹黒が何を考えているかまでは分からないからなぁ……まあ、いざとなったらマジカルパワーで何とかしてくれ」

「あああああっ、やっぱり嬲なぶるつもりじゃろ?!　そうやって妾わらわを、じりじりと心身共に消しよう耗もうさせて嬲るつもりじゃろうっ!?」

「嬲る嬲るって人ひと聞ぎき悪いぞ、イマドキでパワフルな魔ま法ほう少女」

「ぐにゃ─────────っ!!」

　最も早はや怒りで言葉を忘れたのか、マジカルさんは肉食動物っぽい声を上げて暴れるまくる。もうこうなると印象が違ってしまって、ちっとも妖よう精せいっぽくないなぁ。……いやでも妖精って本当は無む邪じや気きで残ざん虐ぎやくだって説もあるし、これはこれでらしいのか？

　そんな風に考えながらも秋晴は戒いましめを解かずに、さてこれからどうしたもんかと悩み、

「…………おや？」

　ふと周囲に目を向け、そこで初めて気が付いた。

　図書館から出て来たのか、はたまた近くにいたのが寄って来たのか、いつの間にやら十数人の女生徒に見つめられていた。

　それは、まあ、いいとして──どうして皆、青ざめた顔になってるんだろうな？

　おっかしいなー、と秋晴が思っていると、遠巻きに囲んでいる内の一人が唇くちびるを震わせながら口を開くのが見えて、




「お…………王女様が、暴漢に捕つかまって……!?」




　──そんな意味不明な声を、皮切りに。

　見つめていた殆ほとんど全員の口から、悲鳴のハーモニーが響き渡った。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「……貴方あなたは、先さき程ほど私が言った忠告を何だと思っているのですか」

「……………………」

　いつもより二十倍は冷たい深み閑かんの視線が痛すぎて、秋晴は沈黙したまま頭を下げた。椅い子すに座ったままそうしているけど、精神的には完かん璧ぺきに五体倒とう地ちしている。

　寒さむ気けがする程ほどのプレッシャーがあるからっていうのもそうだけど、それ以上に説教の内容がぐさぐさと体に突き刺さって、もう本当に面めん目ぼくない。

　──あれからすぐに朋とも美みが追いついてきたものの、騒ぎは収まらず。そこに深み閑かんが現れ、秋あき晴はるは強制で指導室へ連行される羽は目めになった。だけど、それも当然だ。

　相手が中等部の生徒とはいえ、女の子を羽は交がい締めにしている場面を何も知らない人が見ればどう思うか、ちっとも想像していなかった。気分的には猫ねこをとっ捕つかまえるのと同じだったけど……そうだよなぁ、襲ってるように見えなくもないよなぁ。

　ちなみに被害者側の銀ぎん髪ぱつツインテールなマジカル少女も同室にいて、大きなソファに身を沈ませながらこっちを睨にらみまくっていた。あれは間違いなく、猫科の肉食獣じゆうの目だ。しかも『余計なことを喋しやべったらコロス』と訴えまくっている。

　この場で彼女に騒がれたら本気でまずいし、反省を求められる身で関係無さそうな発言をしたら深閑からフルコースの地じ獄ごくを見せられそうなので、秋晴はお口にチャックで黙だんまりを決め込むことにしていた。

　静かながら重たい空気が占める中、深閑は少女と秋晴を交互に見つめ、いかにも苦労を感じさせる吐と息いきの後でこう言った。

「それで、貴方あなたは彼女が誰なのか、どのような立場にいるのか知っているのですか？」

「…………いや」

　まさか正直に『自称魔ま法ほう少女としか』とは言えないし。

　すると深閑は少女の方へ向き直り、

「エストーさん、自己紹しよう介かいをお願い出来ますか？　それとも僭せん越えつではありますが、私の方から紹介しましょうか？」

「……よい、名乗りくらい自分でする」

　それに頷うなずき、「ではお願いします」と一歩退く深閑の態度に、秋晴は思わず眉まゆを顰ひそめた。

　上育科の生徒は勿もち論ろん、従育科の生徒にも丁てい寧ねいな口く調ちようで対応する人だから、いつも通りと言えばそうなんだろう……けど、それにしたって丁寧過ぎるというか、気の遣つかい方が普通じゃないように感じられた。立場っていう発言も気になるし。

　頭に疑問符を浮かべまくりで秋晴が見つめる中、マジカル少女は不ふ機き嫌げんさを隠かくさずに立ち上がり、ジロッとこちらを睨にらんだまま少し顎あごを引いて、

「──スフォル王国第一王女、ピナ＝スフォルムクラン＝エストーじゃ。アジアではあまり広く知られておらぬが、北ほく欧おうの島国スフォル王国の、王位継承権では第四位に当たる立派な女王候補なのじゃ」

　むすっとしたまま、それはもう偉えらそうに言い放った。

　秋晴はそれを聞いて、数秒の時間を掛けて言葉を呑のみ下し、

「…………え？　ギャグ？」

「誰がこのような冗じよう談だんを言うのじゃっ!?」

「それでスフォルっていうのはどこの魔ま法ほうの国なんだ？」

「ぬっ、う、う〜〜〜〜〜っ！」

　純粋なこちらの疑問に悔くやしそうな唸うなり声をあげるマジカル──もとい、ピナとやら。

　一方、深み閑かんは相変わらず凍こおり付いたような無表情のまま、

「私には日ひ野のさんの言っている意味は分かりませんが、エストーさんが実在する国の王女であることは確かです。スフォル王国は日本では馴な染じみのない国ですが、姉妹都市として提てい携けいを結んでいる街もありますよ」

「そうなのか……てっきり、脳内設定か何かと……」

　呟つぶやいて、少し反省する。この間の口こう上じようと頭に乗っけたティアラからつい、想像力が逞たくましすぎる子で、なんとなく孫まご娘むすめを見守るお祖じ父いちゃんみたいな目を向けないといけない相手なのだとばっかり思ってしまった。

　けど深閑が言うなら本当なんだろう。このメイド教師まで妄もう想そうトークに参加しているとしたら、それはそれで衝しよう撃げきの展開だけども。

　ともあれ──あの銀ぎん髪ぱつ少女は王女様、と。

　自分が羽は交がい締めにしていた相手は王女様と。

　……………………………………………………………………………………なるほど。

「それって、つまり、なんっつーか……俺おれがしたことって、相当ヤバイ？」

「そうですね、普通に考えればかなりの国際問題です。勿もち論ろん、知らなかったで済むことでもありません」

「あー……やっぱそうなのか……」

　のっそりと呟いて、秋晴は後頭部を掻かき……

　それからピナへと、姿勢を正して向き直り、

　──そのまま、キチンと頭を下げた。

「悪かった、謹つつしんで謝罪させてくれ。土ど下げ座ざでも罰則でも言う通りにするから、他ほかの連中には被害が及ばないようにして貰もらえると助かる」

「…………ふん」

「どうやら理解したようですね。少し遅くはありますが、賢明です。ただし、謝罪の言葉を述べるのであればもっと言葉を選んで下さい」

　聞きようによっては辛しん辣らつな深閑の言葉だけど、これは全然優しいセリフだと秋晴には分かる。それが分からないくらいなら謝罪だってしていない。

　前にセルニアと口論になった時、『上育科と従育科の違いはあっても、同じ生徒の立場でいる時は譲ゆずらない』みたいなことを言ったことがあるけど、今回はそれと別次元の問題だ。

　相手がただの貴族の家系じゃなくて王族だからビビッた……って訳じゃない。

　ドリルの場合はどれだけこっちが悪くても個人の問題で済む。

　けど、この銀ぎん髪ぱつツインテールは個人のレベルじゃ済まない。最悪、国同士の問題になるし、そこまで行かなくても『所属する生徒が問題を起こした』ということで、従育科全体の問題にされて取り潰つぶしになってしまう可能性だってある。白はく麗れい陵りよう自体は歴史と伝統があるから大丈夫でも、従育科は別だ。

　本当なら、相手が他国の王族でも、それだけの理由で頭を下げる気は無い──けど、自分のせいで他ほかの皆に迷めい惑わくがかかるとなれば話は別だ。

　深み閑かんがいつもより怖い気がしたのも、その為ためだろうし。従育科を任されている責任のある立場だからっていうのもあるだろうし、これでもフォローはちゃんとしてくれる生徒思いなところもある人だし。……いやまあ、その分スパルタ教育が待っていたりするんだけど。愛情が重いってのはこーいうことなのか……？

　ともあれ、婚こん約やく騒ぎの時を遙はるかに越える大問題に、秋あき晴はるは真剣な目を王女様へと向ける。

　むすっとした表情のままのピナは、慌あわてず騒がず、ただプイッと顔を背そむけ、

「ふん、妾わらわはそこまで狭きょう量りようでは無いわ。それに白麗陵に入る際、治外法権など効かさずに良いと前もって宣言したことは──深閑、そなたも知っておるはずじゃぞ」

「はい、勿もち論ろん覚えています。しかしエストーさん、例え血判状を作っていたとしても実際に『何か』があればいくらでも覆くつがえすことが出来るということは、一国の王女として育った貴女あなたならば理解しているはずです」

「だから『狭量ではない』と言っておるのじゃ！　大体、このような雑な出来の男に少しばかり無礼を働かれたといって怒りを覚える妾ではないのじゃっ」

　そう言いながらバッチリ怒りまくっているピナに、秋晴は一つ頷うなずいて、

「それはとても有り難い──おいそこ、中等部の発育不良系魔ま法ほう少女。もう少し先せん輩ぱいを敬うやまって言葉遣づかいに気を遣え」

「ぬあっ、あっさり態度を翻ひるがえしおったじゃと?!」

「そっちが自分の特権を持ち出さないなら、こっちも相そう応おうの態度をするまでだろ。……まあ、度量が広いのは認めるし、敬意は払うけどな」

「その態度でかっ!?　おのれ、妾の厚こう意いを利用しよって……！」

「だから敬意は払うって。お前がそうしろって言うなら言葉遣いは正すし、それ以外にも言うことを聞く。今のこれは素すの状態ってことだ、改めろっていうならいくらでも聞くぞ」

　目を見てハッキリ言い切ると、今にも噛かみ付きそうな表情だったピナも唇くちびるを結んで難しそうな顔になった。

　秋晴だって何も考えて無い訳じゃない。恩おん赦しやに応こたえて特別な態度を取るのだって、自分のしたことを考えればあまり苦にならない。

　けど、それは相手がそんな風に接するのを望んだ場合だ。この生意気な王女様が自分から求めない限り、わざとらしく謙ゆずって接するつもりなんて毛もう頭とう無い。

　たぶんその意図は通じている。ピナが眉まゆ根ねを寄せてこっちを睨にらんでいるのに、すぐに命令を下してこないのがその証しよう拠このはずだ。

　……ややあってから、

「──言うたはずじゃ、妾わらわは狭きよう量りようではないぞ。そなた相手に払う敬意など無いが、逆に敬うやまえと強要もせんのじゃ」

　鼻を鳴らして宣言され、秋あき晴はるは苦笑に近い笑みで返した。個人的にはどっちに転んでも構わなかったけど、やっぱりこうなったかって感じもする。某ぼうドリル娘むすめもそうだけど、白はく麗れい陵りように来る貴族系の人間は骨太なところがあるみたいだ。いやまあここ以外で貴族なんかと会ったこと無いけど。

　どうやら丸く収まりそうな雰ふん囲い気きに、秋晴は良かった良かったと気を緩ゆるめつつ退室しようと椅い子すから、

「そちらの問題が解決したのなら──次はエストーさん、貴女あなたの番です」

「ぬぅ？」

　……立ち上がろうとした時、不意に深み閑かんが矛ほこ先さきを変えたので、立ち去るタイミングを逃してしまった。

　なんだろうと思いながら浮かしかけた腰こしを落とす秋晴が見守る前で、ソファに座ってふんぞり返っているピナへと体を向け直した深閑は鋭く凍こおり付いたような目をして、

「──また揉もめ事を起こしたようですね？」

「ぬぅぅ……その件か」

「今春より白麗陵に籍せきを置いて、これで何度目ですか？　王族である貴女が他国の文化に馴な染じめないのは致し方ないことではありますが、他ほかならぬ貴女自身が特別扱いを拒こばむ以上、他の生徒と上う手まく接して貰もらわねば困ります」

　その口振りで、秋晴は一つ確信を持った。

　そうだろうとは思っていたけど、やっぱりこの小さな王女様がさっきみたいな揉め事を起こすのは珍しいことじゃないのか。国際交流や政治が分かっているはずの白麗陵の生徒が自分から突っ掛かっていくとは思えないから、仕掛けるのはいつもピナの方だろうな。……まあ、今回は大だい吉きちというイレギュラーなナルシストが原因だけど、あれはあれで突っ込み待ちみたいな存在でもあるしなぁ……

　ともあれ、王女様がわざわざ因いん縁ねん吹っ掛ける理由は良く分からない…………けど。

　深閑が喋しやべっていた時、不意にピナが苦虫を噛かみ潰つぶしたような不ふ機き嫌げん顔になったように見えたのは、たぶん気のせいじゃない。

　その証拠に、沈静化しかけていたはずのピナが勢い良くソファから立ち上がり、気性の荒い動物のような目で深閑を威い嚇かくして、

「ええいっ、その話は聞き飽あきたのじゃ！」

「しかしエストーさん、原因を話して頂けなければ解決は──」

「言うても、どうせそなた達には分からん！」

　断定するように言い放つと、ピナは飛び出すようにして指導室から出て行った。深み閑かんが呼び止める暇ひますらない、本当に肉食系小動物みたいなすばしっこさだ。

　乱暴にドアが閉められる音が部屋に響き……それが消えてから、ようやく秋あき晴はるは息を吐はいて立ち上がった。

　やれやれだ。新学期も初日から、随ずい分ぶんと色々起こってくれる。

　教師も大変だなー、と思いながら深閑を見てみれば、珍しいことに少し沈んでいるっぽかった。とはいえ、相変わらず表情は無いに等しいんだけど。

　声を掛けるべきかどうかと秋晴が悩んでいると、身を引くような動作でこちらを向いた深閑が静かに口を開き、

「──一つ頼みたいことがあるのですが、宜よろしいですか？」

　何となく次に言われることは予想がついていたものの、秋晴が小さく頷うなずくと、
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「エストーさんの事ですが、彼女から話を聞いて貰もらえますか？　方法は、貴方あなたに任せます」

「任せるって……いいのか？」

　ついさっき自分が王女様にどんな口の利き方をしてどんな扱いをしていたかはちゃんと見ていたはずなのに、よくも任せるなんて言葉が出て来るものだと感心する。

　秋あき晴はるがまじまじと見つめると、視線を意に介かいさないように受け止めて深み閑かんは言う。

「外見こそ幼おさなく直情気味ではありますが、エストーさんは頭の良い子です。彼女が分からないというのであれば、私には本当に分からないことなのでしょう。或いは分からないと思い込んでいるだけという可能性もありますが……どちらにしろ、日ひ野のさんの方が適役のはずです」

「いまいち理由が分からないけど……まあ、ついでだしな」

　口の中で呟つぶやいて、秋晴はそのまま指導室から出るべく歩き出す。

　飛び出て行く前の表情を含め諸もろ々もろ気になることがあったし、わざわざ頼まれなくても近い内に改めて話をしようと思っていたはずだ。深閑がどういう意図で自分に期待しているのか分からないけど、午後の予定も特にないし、少しくらいお節せつ介かい焼いてもいいか。

　さてあのお姫ひめ様さまは果たしてどこに行ったんだろーかと予測を立てながら、秋晴は指導室から出て、後ろ手でドアを閉め、

　──瞬しゆん間かん、顔のすぐ横を何かが切り裂いていった。

「ぉうあっ!?　な、なに……？」

　思わずぎゅっと身を縮こまらせて、両手を胸に当てながら、秋晴は恐る恐る『それ』を確認する。

　室内でかまいたち発生かと思うくらいの細く鋭い風切り音の後で、ガスッという放送上不適切な物騒すぎる効果音を立てた『それ』は、目の前の壁に突き刺さっていた。

　──藍あい色いろの、一目で高級と分かる万年筆。

　…………へー。万年筆って、壁に刺さるんだぁ……

　現実逃とう避ひ気味にそんな感想を抱いだきながら秋晴が振り返ると、当然自分が閉めかけていたドアが目に入る。もう殆ほとんど閉じていて、隙すき間まは幅にして五センチくらいしかないっていうのに、どうやらそこを擦すり抜けるようにして飛んで来たらしかった。

「──退室時に挨あい拶さつをするのはマナーです。それからドアを後ろ手で閉めるような行ぎよう儀ぎの悪い真ま似ねは平時からしないように心がけて下さい」

「…………し……失礼、しましたぁ……」

　深閑からの有り難すぎる忠告に、カタカタと震えそうになりながらちゃんと正面からドアを閉めた後。

　足音を立てないように気を付けて、秋晴は猛もう然ぜんとダッシュ。いやこれは逃げてるんじゃない、怖いから一秒でも早くあの部屋というかあの怖すぎる教師から遠ざかりたいってわけじゃなくて、先に部屋を出たピナが遠くに行く前に捕つかまえる為ためであって……！

　第二校舎から出たところで、ここまで来ればもう安全圏だろうと速度を落として一息吐つく。やっぱりあのメイド教師は恐ろしいと心に新たな上書きをしておいて──

「さて……問題は、どこに行ったかだけど……」

　普通に考えれば、寮りように戻ったんだろう。でもそうだとすれば、従育科生でしかも男な秋晴は追いかけることが出来ない。一度自分の部屋に戻って携帯を駆く使しして朋とも美みかセルニアに頼むっていう手もあるけど、出て来いって言ってもそれに応こたえてくれる可能性は少ないし。

　はてさてどうしたもんだろーかと思いながら、まだまだ夏を感じさせる強い陽ひ射ざしに目を細めていると、

「あっ、良かった。大丈夫だったみたいね」

「……お？　どうして、朋美がここに……」

　早足気味に校舎の方へと向かって来る朋美に秋晴が思ったままのことを口にすると、幼おさな馴な染じみな優等生はむっとしたように唇くちびるを尖とがらせて、

「流石さすがに問題が大きくなりかねなかったから、いざという時はフォローしてあげようと思って来たのよ。原因はわたしにもあるわけだしね」

「……そーいや、お前に追えって言われたからやったんだっけか……」

　呟つぶやいて、秋晴はげんなりとして肩かたを落とす。別に朋美のせいでこうなったとかそーいう恨うらみ言ごとがあるわけじゃなくて、そんなことより追えと言われて即そく追った自分に気付かされたことが哀かなしくなっただけだ。お前どこの犬だって感じの行動だよ。いつの間にこいつに調教されてたんだ、自分。

　ショックに打ち拉ひしがれる秋晴に朋美は少し眉まゆを顰ひそめ、

「どうしてそんな反応するのか分からないけど……人生に絶望したような表情じゃないし、大事にはならなかったのね？」

「あー、まあな。あのちびっ子プリンセスが寛かん大だいな態度で──って、お前あいつがどこに行ったか見なかったか!?」

　朋美がいつから待っていたのかは知らないけど、ピナと自分が指導室を出たのは時間で言うと二分程度しか変わらない。なら、朋美がついさっきここに来たとしても、姿くらい見ていてもいいはずだ。

　期待を込めての問いに、朋美はすぐに頷うなずいて、

「ええ、見たわよ。でもどこを目指しているのかまでは分からないかな。あっちの方に走って行ったけど……」

　言いながら指差した方向を見て──秋晴はガッツポーズを取りたくなって、

「っし、サンキュな！　この礼は覚えていたらいつかしないでもないっ」

「はい……？　ね、ちょっと、秋晴っ?!」

　なんか良い風が吹いているっぽい勢いそのままに適当なことを口にすると、秋晴はさっさと走り出した。後ろから朋美が何か言っている気がするけど、まあ無視で。

　朋美が示した方向に上育科寮りようは無い。それどころか建物が殆ほとんど無い、見る物も殆ど無い裏山の方だった。

　けど自分は知っている。向こうには鬱うつ蒼そうとした林があって、その中心には池があって、あの小さな王女様がその辺りの木に登って何やら妙みような名乗りをあげていたのを。

　絶賛逃亡中の彼女がそこに向かってくれているのを祈りつつ、秋あき晴はるは会った時に何を話すかと考えながら走り続けた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　明るい昼に見る林道や池の印象は夜とはまた違って、落ち着いたイメージが強かった。

　そんな中、ピナはぴょこっと元気よく両サイドに跳はねた銀ぎん髪ぱつとは対照的に、ちょっと切ない感じで岩の上に座っていた。

「今日は木の上じゃなくて岩の上か。落ちる危険度は大分下がったな」

「……ぬぅ、そなたか」

　ちらりとこっちを見て不満そうに呟つぶやいた後、王女様は体育座りする。もうどこから見ても拗すねた子供だけど、素直に口に出すとまたぶち切れそうだからここはひとまず黙っておくことにする。

　代わりに秋晴は軽く手を挙げ、

「今日はあの妙みようなステッキは無いんだな。まあ、制服姿だと凄すごい違和感だろうけど」

　彼女の座る岩に近付きながら茶ちや化かすように言うと、ぷいっと顔を池の方に向けて不ふ愉ゆ快かいアピールをされた。けどまあ、逃げられなかっただけマシなのかも。

　秋晴はポジティヴに考えることにして、小さな体をさらに縮こまらせているピナの横まで行き、とりあえず一番訊きいておきたかったことを口にしてみた。

「──で、結局この前のアレはなんだったんだ？　魔ま法ほう少女か王女様なのか、ハッキリさせて貰もらいたいんだが」

　個人の事情も色々とあるんだろうけど、何よりもまずこれが気になる。予想しろって言われればいくつか解答は出せるけど……ドリルな髪かみ型がたの貴族娘むすめとかマーダー侍じ女じよ付き宗教娘とか万年筆を投げてくるメイド教師とか、これだけイロモノ揃ぞろいな白はく麗れい陵りようなら、魔法少女くらい居てもいいような気がしないでもないし。この豪ごう華かメルヘン学校で自分の常識が通用しないってことは嫌いやって程ほど思い知らされてもいることだし。

　非現実的ではあるけどもしかしたらという期待に秋晴が胸を膨ふくらませて待っていると、ピナは再度ちらっとだけこちらを見て、

「…………マジカルディーバは、今期放映中のアニメのヒロインじゃ」

　ぽつりと、苦々しげに呟つぶやいた。

「ディーバっつーと、あれか。歌うた姫ひめか」

「そうではない。ドメスティックバイオレンス──つまりＤＶをいい具合に略した名前じゃ。普段は恥ずかしがり屋で気立ての良いおなごなのじゃが、魔法の世界でヤクザのようなことをやっておる父親と組員には内うち弁べん慶けいを爆発させて、手当たり次第に色々な物を魔ま法ほうで強化して投げつけるのじゃ！」

「……………………それはまた、コアな……」

　魔法少女がＤＶ爆発って、なんだそれ。愛と正義とかを建たて前まえに悪と戦う存在じゃないのか、魔法少女……

　まあ、つまり、それの真ま似ねをしていたわけか。だとすると改造レオタードみたいな服はそのアニメキャラの格好か何かで、感じとしては変身シーンを演じていたと。

　短い言葉から数秒かけてそこまで読み取った後、秋あき晴はるは腕うで組ぐみをして言った。

「俺おれはその手のことにあんまり詳くわしく無いんだが……あれか。つまりお前は王女様で、コスプレとアニメ大好き少女だと」

「うむ。その通り、オタクじゃ」

　そう応こたえて座ったまま偉えらそうにふんぞり返るピナに、秋晴は眉まゆを顰ひそめ、

「……え？　何な故ぜそこで誇らしげに？」

「当然じゃ、海外ではオタクというのは一種の名めい誉よ称号じゃぞ。何を恥じる必要があるというのじゃ」

「でも、この前は逃げたよな？」

「ぅぐっ…………それは、その……」

　軽く突っ込みを入れると、途と端たんにピナはまごついた様子をみせて、

「……オタクであることと、誰にも見られていないと思っておったのに不意打ちでコスプレを見られるのは別問題じゃ。しかも不ふ甲が斐いないことに、木の上から落ちるなど……」

　言われてみれば、確かにそうだ。秋晴だって、誰もいないと思って寮りようの自室で適当に鼻歌を歌いながら掃そう除じしていたところを大だい地ちに見られ、物凄すごく恥ずかしかったことがある。……ことがあるというか、つい先日の話だけど。

　もしくは、あれか。うっかり猫ねこに猫語で話し掛けているところを目撃されるのと同じか。……うわー、そりゃあダッシュで逃げもするよ。

　なんだか急に恥ずかしくなって秋晴が手で口元を隠かくして羞しゆう恥ち心しんに耐えていると、開き直ったらしいピナがすっくと岩の上に立ち上がった。

　何やら演説でも始めるかのようにぐっと拳こぶしを握り締めて、めらめらと燃えだしそうな熱意を感じさせる目を向け、

「大体、白はく麗れい陵りようの生徒はおかしいのじゃ！」

　……何やら熱いことを言い出してしまった。

「音楽の話をすればクラシックやら演奏会やらばかり、絵といえばとうに死んだ画家の美術館に飾られているような物ばかりで、しかも殆ほとんどが外国のものばかりじゃ！　確かに百年以上の時を越えて淘とう汰たされなんだ芸術は素す晴ばらしかろうが、肝かん心じんの現代文化に、しかも自国の誇れる文化に目を向けんとは何事じゃ!?」

「……いやまあ……でもだぞ、アニメや漫画って個人の趣味な部分が強くないか？　しかもある程度の年ねん齢れいになったら卒業するパターンもあるし」

「そうじゃ、それは妾わらわも分かっておるから見ろと強要はせん。しかし低俗と決めつけ、子供の見るものと拒否するなぞ論外じゃ！　子供は無む垢くであっても愚おろかではないのじゃぞ、それを夢中にさせるのがどれだけ大変なことか分かっておるのかあやつらはっ！」

「…………すみません落ち着いて下さい……」

　ついつい秋あき晴はるが敬語になってしまう程ほど、岩の上で語るピナはヒートアップしまくっている。どれだけフラストレーションが溜たまっているんだってくらい、魂たましいから叫んでいるっぽいトーンだった。

　どうすりゃ収まってくれるのか見当も付かないのでとりあえず見守ることにした秋晴は、不ふ機き嫌げんそうに吊つり目を細めるピナの迫力に押されつつ休めの姿勢で静聴する。

「──妾わらわの祖そ国こくスフォルは小さな島国じゃ、おまけに一年の三分の一は雪に閉ざされる不毛の地でもある。近年は良き鉱山が見つかりそれなりの利を生むことが出来るようになりはしたが、冬は採掘もままならぬ。仕事は出来ず、隣となり近所に出かけるにも難なん儀ぎな吹雪ふぶきの日も少なくない。そんな環境じゃから、国民は娯楽に飢うえておるのじゃ」

「…………それでアニメ？」

「うむ、特に日本製は良い。海外版ではなくオリジナルを輸入した結果、日本語の普及率も高くなって通訳をこなせる若者が売る程ほどいるくらいじゃ」

　それは凄すごいと思うけど、なんかえらい国だなぁ……。

「行く行くはスフォルも消費側ではなく、産出側に回る予定じゃ。ろくな産業も観光地も無い、取り柄えといえばいつか尽きる鉱脈と天然のスケートリンクくらいしかない国じゃが、サブカルチャーへの理解はある。妾を含め、国費で留学している若者達は将来スフォルをうはうはな二次元空間創造国とするべく学んでいるのじゃ！」

「他よ所その国の政策に口出すのはどうかと思うけど、なんかお前、夢が盛りだくさん過ぎて溺おぼれちまってる気がするぞ！」

「ぬぅ、これだから愚ぐ民みんは困るのじゃ。ほれ、ハリウッドの変化系国家版と思うがよい」

「ああ、そう考えると確かに──ってなるわけねぇだろ!?　北ほく欧おうの雪に閉ざされた国が秋あき葉は原ばらみたいになるって……もっと雪国イメージを大事にしろ！　トンネルを抜けたら雪国なのはいいけど、雪が晴れたら二次元万ばん歳ざいドリーミングな極ごつ寒かん国こくってどんなだよ!?」

「あのようにはならん、というか無理じゃな。人口的にもそうじゃが、物流が悪い地で最先端機器を大量に売るなど不可能なのじゃ」

　冷静なその発言に、秋晴は勢いのままに突っ込もうとした言葉を呑のみ込まされた。くそう、つい数秒前まで小学生が描いたような妄もう想そうワールドを展開していたはずなのに、急に現実的で難しいことを言い出しやがって。それが無理かどうかなんてまるで分からない身としては、どう返せばいいのか見当もつかない。

　……けど、おかげであてられた熱も下がった。

　なるほど、ピナが王女様らしくちゃんと考えをもっているのも、趣味が他ほかの上育科生と合わないのも分かった。まあ、確かにブランド志向で保守的な日本のお嬢じよう様さまに、アニメやら漫画やらの二次元世界は理解出来ないのかもしれないし。

　ただ、

「お前の言いたいことは分かったが……それで、どうなんだよ？　今のままだと友達が出来ないままだぞ」

「ぬっ、ぐ…………！」

　分かりやすく痛いところを突かれたって感じの顔になるピナに、秋あき晴はるは追い打ちをかける。

「趣味が合わないのは仕方ないとして、お前友達ゼロだろ？　でなかったらここまでフラストレーション溜ため込んだりしないだろうし、夜中にこそこそコスプレなんかしないだろ。大体お前、どうして木の上なんかにいたんだよ？」

「あっ、あれは単に帰国して溜ため録どりしておいたアニメを一気に見ていたらやりたくなっただけじゃ！　第二期七話の名シーンなのじゃぞ!?」

「でも友達いないのは事実だろ？」

　それはそれでどうかと思う発言をする王女様に、秋晴は確認するように訊たずねる。

　唇くちびるを震わせて顔を赤くしたピナは、何か言いたそうにしたまま数秒の間地じ団だん駄だを踏むように岩の上で暴れた後、

「…………確かに、おらぬが……」

　見ているだけで気の毒になるしゅんとした表情で、そう言った。

　案あんの定じような答えだったので、秋晴は「だろうなぁ」と頷うなずく。基本的にここの生徒は排はい他た的というか、自分達の常識に当て嵌はまらないものを苦手として思考停止するような気がする。そうでなかったらちょっと不良っぽい外見だからって見ただけで悲鳴上げられたり気絶されたりするわけがない。……ついでに言うと、やられる側はかなり傷つく。

「──で、このままでいいのか？」

「いいわけないのじゃ！　確かにあやつらの無知さ加減には苛いらつきもするが、一人ぼっちで昼食を食べたり放課後に誰からも誘われないのは辛つらいのじゃぞっ!?」

「なら、とりあえず苛つくのは抑おさえて友好的な態度でいけよ。まず友達になって、それからアニメなりゲームなりの素す晴ばらしさを徐じよ々じよに伝えていけばいいだろ？」

　急せいては事をし損じるというか、将しようを射るなら馬からっていうか。目標を達成する為ためには多少の我慢も必要のはず。

　言っていることは至し極ごく真まっ当とうなことなので、ピナも唸うなりはしても反論はしてこない。

　俯うつむいてフラストレーションを地味に発散するように右足でぐりぐりと岩を踏みにじること十数秒、それからようやく顔を上げた王女様はややむくれた顔で秋あき晴はるを見やって、ぽつりと言ってきた。

「……じゃが、どうすればいいのじゃ？　正直な話、大人おとな相手の外交ならばともかく、同年代の日本人と打ち解けるなど方法が分からんのじゃ」

　一国の王女がするにしては謙虚な態度で訊きかれれば、秋晴だって真ま面じ目めに答えるしかない。そもそも自分が振った話題だし、相手が年下の女の子となれば尚なお更さらだ。

　だから秋晴はごく真ま面じ目めに、こう返した。

「──うん、俺おれも分からない」

「にゃぬっ?!　そっ、そなたどういうことじゃっ!?　あれだけほざいておきながら、己おのれも分からんとは何事じゃ!?」

「いやさっきのは一般論っつーか……大体、そんなの理解してたら俺おれだってイロモノ以外の上育科生の知り合いが出来てるっての」

「なんじゃその開き直りはっ?!」

　どっかの王女様はえらい勢いで激げつ昂こうなさっているけど、秋晴としてはどうしようもない。だって無い袖そでは振れないし、その手の策さく謀ぼう能力を期待されても困る。

　どちらかというと、そーいうのが得意なのは──




「……どうやら、わたしの出番みたいですね？」




「お……？」

「なっ、何なに奴やつじゃ?!」

　突然聞こえて来た声にピナは過か剰じように反応するけど、どう考えても聞き覚えありまくりの腹黒ボイスだった。

　ということで、林の影からすっと身を現した朋とも美みの姿を見ても、今いま更さらなので秋晴は驚かない。こいつならこのタイミングで現れても全然不思議じゃないし。

　一方、マジカル王女様の反応はというと……

「ぬ、ぅ……そなたか」

「ええ。何やらお困りのようですね？」

「確かにそうじゃが……どうしてここに……」

　朋美はにこにこと微笑ほほえむだけでその質問に応こたえないけど、秋晴はピンときた。

　たぶんあれからすぐ追いかけて来て、ここに着いてからは状況を確認する為ためにタイミングを計って出ずにいた、と。

　ストーキング技術の高いお嬢じよう様さまってどうなんだと思いながら、秋晴はこちらへと歩いて来る朋とも美みへ近付いて行き、ピナには聞こえないようこそっと話し掛けた。

「……おい、なんでわざわざ追って来たんだ？」

「……だって、放っておけないじゃない。こんな林の奥で、あんな可愛かわいい女の子と二人きりだなんて……」

「……相手が王女様だからってそこまで過保護になることないっての。それに前も言ったと思うけど、俺おれはロリコンじゃないんだが」

「……あの子、中等部の三年生よ？　わたし達と一つしか違わないのよ？」

「……マジでか…………あれで……？」

　くるりと振り向いて凝ぎよう視しするも、岩の上に立ってこっちをガン見みしている銀ぎん髪ぱつ少女は、限りなく小学生に近い中学生にしか見えない。白色人種は黄色人種よりも成長が早くて大人おとなびて見えるはずなのにこれってことは……ちゃんと、大きくなるのか……？

　というか、なんなんだろう白はく麗れい陵りよう。十九歳さいなのに小学生にしか見えない小さな先せん輩ぱいに続いて、この発育不良っぷりはどういうことだ。やっぱあれか、理事長がガキっぽいから自然と小さいのが集まるのか……？　いやでもそうだとすると、ドリルや四し季き鏡かがみ姉妹の平均を遙はるかに越えるえろえろしい体つきの説明がつかなく……？

「……秋あき晴はる？　何か妙みようなこと想像してない？」

「……し、してない。白麗陵の秘密に迫ろうなんてしてないぞ？」

「……それはそれで意味不明なんだけど……」

　じとっとした目で睨にらまれた秋晴が視線を逸そらし誤ご魔ま化かそうとしていると、

「ぬぅぅ、そなたらっ！　いつまでこそこそと話しておるのじゃ！」

　後ろから時代錯さく誤ごな声が飛んできたので、内ない緒しよトークは終了。

　見れば完全に気分を害しているピナがいたので秋晴が適当な説明を考えていると、口を開く前に朋美が喋しやべり出した。

「今、秋晴くんから大体の事情は聞きました。及ばずながらわたしも協力させて頂きますね」

「ぬぅ、そなたがか……確かに、頼りにはなろうが……」

「庶しよ民みん上がりの卑ひ小しような身ではありますけど、少なくとも秋晴くんに任せるよりは良い結果に繋つながると思いますよ。まあ、なにはともあれ──」

　そう言ってニッコリと優等生スマイルを決めると、

「もうお昼を回りましたし、ご飯を食べながら打ち合わせをしましょうか？」

　とても腹黒さんとは思えない親切な人みたいな口調に対し、秋晴は首しゆ肯こうで。

　そしてピナは腹の虫と赤面のコンボで応こたえた。
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「……ほ、本当にこれで大丈夫なのじゃな？　いけるのじゃな？」

「ええ、バッチリです。後はエストーさん次第ですよ」

「う、うむ……では、行ってくるのじゃ」

　明らかに緊張を残した表情でカフェテラスへ向かうピナを、朋とも美みは笑顔のまま手を振って見送る。

　そして秋あき晴はるはというと、朋美の横に並んだまま、戦場へ行くような雰ふん囲い気きを纏まとったピナをぼんやりと眺ながめ、彼女には聞こえないようにぽつりと呟つぶやいた。

「……果たして上う手まくいくんだろーか」

「何よ、わたしの作戦に不満があるの？」

「いや、基本的には俺おれもあれでいいと思うぞ。すぐに結果を求めるんならあれくらいシンプルな方が良いし、あの王女様は難しいこと言ってもこなせない気もするし」

　食堂で昼食を食べた後、朋美が話した『エストーさん改造計画』は単純なものだった。大事なのは二つ、『言葉遣づかいを普通にすること』と『笑顔で他ほかの人の話を聞いて、自分が話す内容は最低限にすること』だけだ。

　その上で頭に乗っけていたティアラは没収、髪かみ型がたも元気の良いツインテールから大人おとなしいロングのストレートに変えていた。

　試しに朋美相手に練習をしていたのを見ていた秋晴は、確かに感心した。そうして微笑ほほえんでいるピナは、感情の上下が激しい猫ねこっぽい少女とは別物の、王女様ですと紹しよう介かいされれば『流石さすがに気品があるもんだなぁ』と思ってしまうくらいに臈ろうたけた雰ふん囲い気きを纏まとっていたし、外見年ねん齢れいも二つ三つは上がって見えた。

　……とはいえ、だ。

「お前の黒い頭脳が導き出したんだから、勝算はあるんだろうけどな」

「随分な言い方するわねー……それに『けど』って、何よ？」

「あー……まあ、見てれば分かる」

　素そっ気けなく秋晴が言った言葉に、朋美は機敏に反応した。首を傾けて下から覗のぞき込むように見上げていて……うわー、ちっとも目が笑ってないよ。

「……ちょっと、どういうことよ？」

「まあ、確信があるって訳じゃないんだ。気付いたのも今さっきだし」

「だから何が──」

「説明するより見た方が早い」

　そう言って、秋晴は出来るだけ自然な風ふうを装ってカフェテラスに近付く。すると朋美も追って来るけど、追及はしてこない。文句はまだあるっていう顔をしていても、実際に見た方が手っ取り早いっていうのはこいつも分かっているらしい。

　地味に『ねちっこく責められなくて良かった』とホッとしながらカフェテラスの東側に回り込み、植え込みの陰からそっと顔を出すと、テーブルに着いて談笑している二人組の中等部生にピナが近付いて行くのが見えた。

　まだ少し堅い表情のピナだったが、テーブルに近付く人物に気付いた二人がほぼ同時に顔を向ける寸前に薄うつすらと微笑ほほえみを浮かべて、

「──ごきげんよう。同席しても宜よろしいですか？」

　ほぼ満点の、見事なまでに練習通りの挨あい拶さつを決めた。ちらっと横を見れば、朋とも美みがこっちを向き『どうよ？』と言わんばかりの得意気な顔をしていてちょいとむかつくけど……まあ、とりあえず今は無視。

　さてどうなったかと、秋あき晴はるがピナの方へと視線を戻せば、

「え、エストーさん……どうなさいましたの？」

「そ、そうです、髪かみ型がたも口調も普段と……違いすぎます……」

　明らかに動揺した二人が声を上げるところだった。

　そりゃまあそうだよなぁ、と秋晴は内心で呟つぶやく。あんな時代錯さく誤ごバリバリな言葉遣づかいだったヤツが、いきなり丁てい寧ねいな口調になれば驚きもする。しかも特徴的だった野性味が薄うすれてお嬢じよう様さまコーティングがされているとなれば尚なお更さらだよ。

　ギャップに戸と惑まどう二人の中等部生の様子に、この状況をシミュレーションしていなかったピナは僅わずかに眉まゆを動かして──

「し、新学期ですから、心機一転してみましたの。おかしいですか？」

　しかし堤防決けつ壊かいには至らず、にこりと微笑んだ。

　物陰から見ていた秋晴はその様子に「おー……」と小さな歓声と拍手。あのじゃじゃ馬プリンセスが良く持ち堪こたえた。

　朋美も似たような感想を抱いだいたようで、隣となりからぼそぼそと呟つぶやく声が聞こえてくる。

「見事だわエストーさん……そうよ、そうやって注意深く仮面を被かぶるのよ……！」

「……ぶっちゃけ、お前みたいのが増えるのは微び妙みようなんだが」

「む、失礼ね。それに大丈夫よ、エストーさんは素直な良い子だから」

　それはつまり自分は素直でも良い子でもないむしろ悪あく魔ま的な存在だと自覚しているわけだよな──という疑問は勿もち論ろん口に出さない。頼りになるし割といい奴やつではあるけど、やっぱり朋美は腹黒ないじめっ子だからなぁ……そこのところ、こっちもちゃんと忘れないようにしてないと。主に被害を受けるのは自分なんだから。

　隣となりからむすっとした空気を感じつつ、秋晴は中等部グループに視線を戻す……と、そこでは半ば想像通りの展開が起きていた。

　ガタタッ、と殆ほとんど同時に席を立った二人の女生徒は寄り添うにようにして、指と指を絡からめるようにして互いの手を握りながらピナを見て、

「おっ、おかしいです！　ああっ──エストーさんの身に、何が……?!」

「気を確かになさって浦うら沢さわさん！　エストーさんは、エストーさんは……きっと夏休みの間に悪い殿との方がたに染められてしまったのですわ……ああ、なんてこと……！」

「そんなっ…………高等部にも酷ひどい男性が編入して来たと聞いて以来、外の男性には注意しましょうと呼び掛け合っていたというのに……選よりに選ってエストーさんが、毒どく牙がに……！」

　ちなみに想像通りなのが半ばだったのは、当初の予想よりも周囲の暴走が酷ひどいという点だった。……というか、なんですか？　中等部にまで狂犬のような噂うわさを立てられていたですか？

　ヘコまざるを得ない事実に秋あき晴はるはがっくりくるけど、いきなり『悪い男に染められた』扱いを受けたピナはというと──

「にゃっ、の──っ、誰がいつ毒牙にかかって染められたというのじゃ──────!?」

　そりゃもう見事に、フルパワーでぶっちギレてた。

「おのれおのれっ、黙って聞いておれば何を勝手な……！　それに『選りに選って』とはなんじゃ、妾わらわのどこが幼児体型だというのじゃ───?!」

「え、え、エストーさん……!?」

「お、落ち着きになって……そんなことは誰も……」

「ならお主ぬし等らが体育の着替えの際に寄越す驚きと憐あわれみのブレンドされた視線はなんとする気じゃ!?　妾が気付いていないとでも思っておったか───?!」

　もう絶好調で捲まくし立てて、やられる側の二人はあわあわと肩かたを寄せ合うという、軽い地じ獄ごく絵え図ずに。

　まあ良く持った方だと秋晴は思うけど、今回の失敗の原因は、

「……夏休み明けとはいえだ、洗脳されたのかって勢いで人格変わった喋しやべりなんかしたら、ここの生徒ならあーやって過剰反応するわな」

「むー……わたしとしたことが、これは予想外だわ。出しゆつ自じと外見、それに口調の一致具合は完かん璧ぺきだったのに、今までの印象がここまで根深いだなんて……」

　腹黒だけに自分の策が失敗に終わったのが悔くやしいらしく、朋とも美みは今にも親指の爪を噛かみ始めそうな感じになっていた。

　ちなみに秋晴がこれを予想出来たのは、新学期に合わせて髪かみの色と右耳の安全ピンをどうにかしようかと悩んだ挙げ句にそのままにした経緯があったからだ。いきなり外見を変えてもそれまで与えていた印象が払ふつ拭しよくされ切る訳でもないし、また驚かせるだけに終わるかもしれないと思った。どうせなら今の外見のままもう少し評判を上げてからの方が良いだろうと判断したものの……今回の件を見るに、どうやら正解だったらしい。

　まあ自分の場合は髪かみを黒くして安全ピンを外すくらいじゃ、今回のピナみたいに劇的な反応はされないだろうけど。女と比べて男のイメチェンなんてたかが知れてるし。

「さてと……それじゃ、アレ回収してくる」

「うん、お願い。わたしは次の作戦を考えるから」

　一国の王女様を粗そ大だいゴミ扱いするような言い方に対し、朋とも美みは優等生らしくない発言をして何やら思考に入る。どうもリベンジに燃えているらしかった。

　ともあれ、自分が今すべきことは決まっている。

　座り込んですっかり怯おびえた二人の中等部生の前で小さな般はん若にやと化したピナをどうにかすべく、秋あき晴はるはよっこらせと立ち上がった。
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「……今度は、失敗しません。ええ、失敗しませんとも」

「それは嬉うれしいのじゃが……そなた、少し顔が怖いぞ？」

「気のせいですよエストーさん。大丈夫、もう恥はじは掻かかせませんから……！」

「う、うむ……期待しておるのじゃ」

　朋美の気迫に若じやつ干かん引き気味のピナは、それでも鷹おう揚ように頷うなずいてみせる。それを受けた朋美は確かな熱意を瞳ひとみに滾たぎらせ、次のターゲットを見み据すえた。

　そんな二人を一歩離れた位置にいた秋晴は、顎あごに手をやって「ふむ」と呟つぶやき、

「……なんか失敗しそうなオーラが出てるのは気のせいか？」

「ぬぅっ、なんということを言うのじゃ！　妾わらわは今度こそ堪こらえてみせるぞ!?」

「わたしもです、一日に二度の失敗は有り得ません。彩さい京きよう朋美の名にかけて、わたしのプライドにかけて有り得ません」

　そう言って黒いオーラを滲にじませる幼おさな馴な染じみは下へ手たな妖よう怪かいより恐ろしいので、秋晴は努めて直視しないようにする。

　ちなみにピナの髪かみ型がたは元通りになっていて、ティアラだけは外されている。今度は口調もそのままに、ただし大人おとなしめに行くというコンセプトだ。妥だ当とうな作戦だし、上う手まくいくかもしれない。

「しかし……今いま更さらかもしれないけど、どうしてお前はそんな喋しやべり方なんだ？」

「何を言う、折せつ角かく王女じゃというのにキャラ立てせんでどうするというのじゃ！　ティアラもつけて、日本人が思い描く『外国の王女像』そのままじゃろう？」

「いやー……むしろ勘かん違ちがいして歩いている外人って感じだが……」

　素直に感想を口にしたものの、どうやらピナの耳には届かなかったらしく得意気なままだった。駄だ目めだ、この勘違い路線は轟とどろきと似ていて、とても危険だ。

　そのうちちゃんと正してやろうと心に決める秋晴を他よ所そに、ピナと朋美は互いのやる気を確認し合うようにグッと親指を立ててとてもいい笑顔になっていた。お嬢じよう様さまらしからぬやり取りだけど、それだけエンジン回ってるってことなのか。

「それでは出しゆつ陣じんじゃ！　妾わらわが勝ち星を掲げるその時を、とくと見ておるがいいのじゃ！」

　とても友達を作りに行くようには見えないテンションで歩き出したピナの小さな背中をぼんやりと眺ながめ、秋あき晴はるはさてどうしたもんかと腕うで組ぐみをした。

　意気揚よう々ようと王女様が向かったのは花園と教会の間にあるログハウスで、主に中等部生が溜たまり場にしている所らしかった。本来は白はく麗れい陵りようの生徒で数少ないコーヒー党の為ためにエスプレッソやらカプチーノやらを提供する場所なのだとか。居心地の良い空間の割に利用者は少ないので伝統的に中等部の生徒の縄なわ張ばりとなっているということで、休み明けの今日も何人かの生徒がいるはずだった。

　とりあえずピナの姿が建物の中に消えるのを見届けてから、朋とも美みと相談に入る。

「しかしログハウスって、外からだと随分と見張り難にくいな。どうするよ？」

「他ほかに適当な場所が無かったから仕方ないんだけど、確かにそうね。この時期だと冷房利かせてるから窓も開いてないし……中に入る？　別に中等部生じゃないと使っちゃいけないって訳でもないし」

「……俺おれはいいけど、そんな目立つことやってお前はいいのか？　折せつ角かく、後こう輩はいから優等生な先せん輩ぱいとして見られているってのに、評判落とすことになるぞ？」

「そんなの今いま更さらでしょう？　大丈夫、従育科のヤンキーと付き合いがあるって知られた程度でどうにかなるような朋美さんじゃないもの」

　いやヤンキー違うし。そして心配して言った相手に返すに適当な言葉でもないし。

　おのれ腹黒め──と秋晴が睨にらむと、逆に朋美はいたずらっぽく微笑ほほえんで、

「それに、一緒にいることで噂うわさになって困るようなことなんて、わたしにはないわよ？」

「……左さ様ようで。そんじゃ、行くか」

　素そっ気けなく言うと、秋晴はログハウスへ向けて歩き出す。すぐ後ろを朋美が追って来る気配を感じながら、こっそりと胸に手をあてて息を吐はいた。

　……いきなりあんな顔であんなことを言い出すなんて、どこまでも厄やつ介かいなヤツだ。自分の笑顔が可愛かわいいって自覚している癖くせに、なんて凶きよう悪あくな。本性を知っている身だっていうのに、危うく見み惚とれそうだったっての。

　秋晴は頭を振って『あれは飴あめと鞭むちを使い分けるから、とても黒いヤツだから……！』と自分に言い聞かせ、追つい跡せきの為ためにログハウスへと入った。

　カランコロン──とドアに付けられているらしいベルが鳴って、落ち着いた喫きつ茶さ店のような内装が目に入ってくる。目立つ銀ぎん髪ぱつのピナが数人の中等部生のいるテーブルに着くことに成功しているのを見て一安心してから、秋晴は彼女を観察しやすい壁側の席に着いた。

　向かいに朋美が座り、すぐにメイドさんがメニューを持って来たので適当にささっと注文を済ませ、それから改めてピナ達の様子を窺うかがってみる。

　するとこちらをちらちらと見ていた女生徒達が、一いつ斉せいにそっぽを向いた。しかもその内一人は涙なみだ目めになっていたのを、秋あき晴はるはバッチリ捉とらえていた。

　……うん、まあ、そんな反応するだろうとは思っていたけど、予想通りだったからってこっちが傷つかないだなんて思うなよ中ちゆう坊ぼうどもめ……！

　この悔くやしさをバネにいつか癒いやし系執しつ事じになってやろうと心の中で誓ちかい、秋晴はこっそりとピナの顔を注視する。

　やや強こわ張ばった微笑ほほえみを浮かべたピナは、他ほかの中等部生の話に相あい槌づちを打つように頷うなずいていた。それとなく聞き耳を立てると、

「──そ、そうじゃな、妾わらわは今年パリに足を運んだが、特に観光はしておらぬ」

「まあ、エストーさんもパリに！　私も八月にパリに行きましたの。ルーヴル美術館とオルセー美術館に寄りましたけど、何度行っても新鮮な感動が味わえて素す敵てきですよね」

「う、うむ……」

「私もパリで一日過ごしましたよ。オペラ座で『タンホイザー』を鑑賞しましたけど、やはり愛に身を捧ささげる女性は儚はかなくも美しいですね……」

「そ、そうかもしれんな……」

　……どうやら、今のところは上う手まくいっているらしい。

　話題がポンポンと美術館やら歌劇やらに変わって、盗ぬすみ聞きしている身としてはなかなかに取り留めがない。あいつらあれで会話成立すんのかって疑問まで出てくる。

　けど秋晴がそれ以上に気になるのは、どんどん笑顔を強こわ張ばらせていくピナの忍耐力の方だったりした。

「オペラなら私は『アルルの女』が──」

「ザルツブルグ音楽祭でも──」

「そういえば、あの美術館にシャガールの──」

「………………っ……」

　あんまりじっと見ているのも不自然なので、ちょっと行ぎよう儀ぎが悪いけどテーブルに肘ひじをついて手に顎あごを乗せ、顔半分を手で隠かくすようにした状態でちらちらと確認しているけど……見る度たびに雰ふん囲い気きに暗いものが混じっている。

　秋晴がそう感じたのも間違いではない証しよう拠こに、向かいに座っている朋とも美みの表情も固くなってきて小声で「我慢、我慢の一手よエストーさん……！」呟つぶやいていた。

　その想いが通じているのかいないのか、無理矢理な笑顔を作っていたピナは深呼吸をするように目を閉じて口を開き──




「……ええいっ、もう我慢ならぬのじゃ───！」




　それはもうあっさりと爆発した。

　くわっと目を見開いて叫んだピナはテーブルを強く叩たたいて立ち上がると、目を丸くして自分を見つめる女生徒達を睨にらみ付け、

「そなたらの話は無限ループかっ?!　今いま更さら妾わらわ達のような小こ娘むすめなんぞに語られんでも、百年以上も前から美術館に飾られておる芸術作品の評価などとっくに出で尽つくしておるわっ！　ただの感想ならともかく物知り顔で語るのは滑こつ稽けいなだけじゃ！」

「え……エストーさん……？」

「ど、どうなさいましたの……!?」

「どうしたも何もないのじゃっ。オペラの持つ立体感やキュビズムの良さが分かる感受性があってマンガやアニメの良さが分からんとはどういうことなのじゃ!?　自国で現在進行形で発展を続ける文化をなんだと思っているのじゃっ！　分かる人間だけ分かればいいなどという傲ごう慢まんさのある芸術ばかりを持て囃はやす前に、子供でも分かるように、それでいて大人おとなも楽しめるようにと誠心誠意込めて作った物を色眼鏡めがねなど掛けずにしかと観みてからっ──」

　……なんかもう絶好調に暴走していた。

　まあでも仕方ないと、立ち上がりながら秋あき晴はるは思った。頭を抱かかえる朋とも美みには悪いけど、この腹黒とあんまり器用には生きられなさそうなピナに容易に同じ事が出来るはずもないな。こうして目まの当たりにして、それが良く分かった。

　あと、もう一つ。

　暴走して大音量で好きなアニメの話をし始めたピナは、それはもう晴れ晴れとした表情をしていて──やっぱり、無理に自分を抑おさえ込むよりもずっと輝いている。王女様の威厳とか貞てい淑しゆくさみたいなのはゼロというかむしろマイナスだけど、それでもさっきまでの作り笑いなんかよりずっといい。

　──まあ、それはさておき。

「一日に三度も取り押さえることになるとはなー……」

　やっぱり獰どう猛もうな小動物を相手にしているような気になりつつ、秋晴はピナに背後から近付いていった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「…………あの……この度は、何と言えばいいか……」

「…………よいのじゃ……むしろ、妾の方こそ……」

　池の畔ほとりに佇たたずむ朋美とピナは、もう完かん璧ぺきにお通つ夜やモードで沈んでいた。
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　ずるずると引きずるようにしてピナをログハウスから連れ出した後、追いかけて来た朋美も含めてスタート地点まで戻った。その頃にはすっかり落ち着きを取り戻していたピナは自分の醜しゆう態たいに、そして己おのれの策さく謀ぼうがちっとも上う手まくいかなかった朋とも美みはどこかプライドを打ち破られたような風ふうに、仲良く沈み込んでしまった。

　そんな二人の様子を見ながら秋あき晴はるは軽く首筋を掻かき、

「まあ、駄だ目め元もとみたいなもんだろ。一発で上手くいくなら苦労ないしな」

「それはそうですけど……長期戦というのも、この様子だと……」

　自信なさげな朋美の言いたいことは分かる。長期戦でいくにしても、この王女様がキレずに我慢し続けて友達が出来るのと、ストレスで体か精神を病むのと、どっちが早いのかって競争になりそうだ。

　けど、

「同じ長期戦でもやり方を変えれば何とかなるんじゃないか？　お前はどう思うよ？」

　気軽な感じで当事者のピナに訊たずねると、さっきまでのお通夜モードを一転、決意を秘めた強い眼まな差ざしが返ってきて、

「うむ、妾わらわもそう思ったのじゃ」

「……エストーさん？」

「此こ度たびの失敗、確かに散々なものじゃったが……得るものは大きかったのじゃ！　そう、コロンブスの卵的発想の転換が出来たのじゃからな！」

　自信たっぷりに胸を張ると、ピナは偉えらそうに腰こしに手をやり、

「演技して他ほかの者に合わせたところで結果は変わらず終じまい……しかし逆に言えば、今のままでも大丈夫ということじゃっ！」

　…………………………えーっと……その発想はちょっと大だい胆たんすぎないですか、王女様。

　聞いていた朋とも美みはこっそりとため息を吐つくし、秋あき晴はるも苦笑する。ただし朋美とは違って、そこまで悲観的な反応じゃない。

　確かにあのちっこい王女様が言うことを無茶な開き直りだけど、大きく間違っている訳でもない。

「まあ、無理に抑おさえ込まずに好きな話をすればいいって点については賛成だな。要は他ほかの奴やつ等らに興味を持って貰もらえればいいわけだし」

「……つまり、どうすると言うんですか？」

　ちゃんと考えてるんでしょうねー、と言外に含ませた朋美の視線に、秋晴は口くちの端はを上げて笑い返し、

「お前がこいつと普通に話してりゃいいんだよ。簡単だろ？」

「それは…………、意外に名案ですね」

「だろ？」

　ピナが避けられていたのは今までの尖とがった態度と、白はく麗れい陵りようでも飛び抜けた家柄が原因のはずだ。なら、普通に会話をしているのを他ほかの連中に見せて、そこまで遠い存在じゃないってアピールすればいい。

　それには優等生で通っている朋美が丁ちよう度ど良い。本性は黒いけど人望はあるし、家はともかく本人は再さい婚こん相手の連れ子だって知られているから、白麗陵内にある独特な上流と下流の派は閥ばつのどちらにも顔が利くし。

　大体、朋美だって隠かくしてはいるけど、漫画やゲームを普通に楽しんでいる人間だし。むしろ格ゲーで男を負かす珍めずらしい種類の女だから、本来なら話は合うはずだ。白麗陵では隠かくしておいた方が得策だと思っていたかもしれないけど、話す相手がピナなら、他のお嬢じよう様さま達にマイナスな印象を与えることも少ないだろうし。

　自分でもナイスと思える提案に、ピナも「おおっ」と快かい哉さいを叫び……しかしすぐに眉まゆを顰ひそめてこっちを睨にらんできたので、秋晴は小首を傾かしげることになった。

「どうした？　何か問題があったか？」

「問題という訳ではないのじゃが……そなたは加わらんのか？」

「友達作ろうって計画なのに、俺おれを混ぜたら逆効果になるだろーが」

「ぬぅ…………確かにそうじゃな……」

　そう言いながらも納得いかないように不満げな表情のピナに、秋晴はどう対応すればいいか分からずに困ってしまう。

　と、そこで朋とも美みが服の袖そでを軽く引っ張ってきて、

「……ちょっと、何でも良いから励ましなさい」

「……はぃ？　意図が分からない上に投げっ放しすぎないか、それ」

「……いいからっ。ここはわたしの言う通りに──」




「うむ、思い付いたのじゃ！」




　どういうわけだか不ふ機き嫌げんそうにゴリ押ししてくる朋美の勢いに秋あき晴はるが負けそうになったその時、突然ピナが大きな声でそう言った。

　あまりに唐とう突とつだったので秋晴が目をパチパチと瞬しばたたかせていると、腕うで組ぐみをしたピナが目の前に来て、下から強気に見上げてくる。

「そういえばそなた、まだ妾わらわに名乗りを上げておらぬな？　良い機会じゃ、疾とく名乗れ」

　そう言われ、秋晴は何が良い機会なのか分からずに首を傾かしげそうになるも、強い目め力ぢからにやられて反射的に口を開き、

「高等部従育科の、日ひ野の秋あき晴はる…………だけど……？」

「うむ、ではアキハル──そなた、妾の家来となれ」

「…………はぃっ!?」

「友人として迎えるのが無理というなら家来として迎えればいいだけの話なのじゃ。それにこれも何かの縁えん、アキハルが職に就つけなんだら妾が雇やとってやろう」

「……………………え？　なんでそんなことに……？」

　なんかもう訳が分からなくなって秋晴が混乱していると、おずおずと朋美が手を上げて、

「あの、エストーさん？　話が急すぎると思いますけど……」

「家来というのは建前じゃ。それに雇用というのも強制ではないぞ」

「ええと、それでも、ほら……一生の問題ですし……？」

「ぬぅ、トモミはちとお節せつ介かいが過ぎるのじゃ。そなた実は粘ねん着ちやく気質か？」

「っ…………！」

　たぶん何も考えてないピナの言葉に、朋美は口を開きかけ、しかしすぐに取り止めた。割と核心に近いところを突かれて反射的に言い返そうとしたんだろうけど、相手が誰かを計算して止やめたのか。流石さすが腹黒、粘着なだけじゃこうはいかない。

　……と、余計なことを考えているのを察したのか朋美が睨にらんできたので、秋晴は慌あわてて視線をピナへと移し、

「あー、えーっと……それじゃあここは、有り難く受けておくべきところか？」

「うむ。これでも助力に感謝しているのじゃ、四しの五ごの言わずに受けるがよい。それに妾の厚意を無む下げにすると罰が当たるのじゃ」

　偉えらそうにそう言う王女様に、秋あき晴はるは返す言葉が見つからない。このマジカルさん、分かってはいたけどマイペース過ぎる。

　……まあ、悪くない話ではあるけど。たぶん感謝してるっていうのも本当だろうし。

　棚たなぼた過ぎるこの結末に秋晴が素直に喜べずにいると、こそっと寄って来た朋とも美みが小さな声で囁ささやいてきた。

「……まだ一年生なのに内定決まったわね。おめでとう」

「……本来ならありがとうと言うべきなんだろうけど、それ以前にお前のむくれ顔が気になるんだが」

「……気のせいじゃない？　それにしても、年下の女の子の家来ってとても良い身分ね？」

「……よし、言う予定だったありがとうは取り消しな」

　涼しげな微笑を浮かべてさらっと心を抉えぐってくる幼おさな馴な染じみに、攻撃的な笑顔で返す。だってこの腹黒、目の奥でロリコンとか下げ僕ぼくとか呟つぶやいている気がする。たぶん正答率九割越えするだろうし。

　本当にこいつはどうしてこうも拗ひねくれた性格をしてるんだろうと思いながら、秋晴は小さくため息を吐ついた。

　……とりあえず、一応は丸く収まった、のか？　少なくとも好転はしただろうけど、深み閑かんが望んでいた結末とはだいぶ逸それた着地点だとも思うから、両手を挙げて喜べないけど。

　それにピナの友達作りも、朋美一人だったら今までとそんなに変わらないし。せめてあと一人か二人、趣味の合う人間を見つけてやれたら──

「……………………………………あ」

「ぬぅ？　どうしたのじゃ？」

　きょとんとしてこちらを見上げるピナに、秋晴はにやっと笑って応こたえる。

　今までちっとも思い出さなかったけど、一人適任なのがいた。相手が王女でもあんまり気にしなさそうな、しかも話が合いそうなのが、一人。

　脳裏に急浮上してきたその人物の顔を思い浮かべながら、秋晴は不思議そうな表情をしているピナの両肩かたをポンと叩たたいた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「──ということで、喜べ。新しいお友達だ」

　そう言って紹しよう介かいすると、期待の人物は目を丸くしながら挙手して、

「あのー、秋晴さん？　先生、ちっとも状況が把は握あく出来ないのですがー？」

「妾わらわにも説明するのじゃ！　どうしてここで理事長が出て来るのじゃ?!」

　抗議の声を上げる二人に、秋晴は『まぁ落ち着け』と両手で制し、そのまま楓かえでを指差すと、

「知っていると思うが、居い眠ねむりと遅刻で有名な理事長兼事務員な。趣味はゲームをやりすぎて深み閑かんに怒られることだ」

「せ、先生はそんな特殊な趣味してませんよ〜!?　それにやり過ぎでもありません、きっと平均的なレベルですよ！」

「じゃ、あれは？　こないだ言ってた、八月末に出たってゲームはどうした？」

「それは当然クリアしましたよー。四十時間でコンプリート出来るなんて、最近のゲームにしては短いですよね？」

　そこで同意を求めてくるな駄だ目め人間。




　まあ、ともあれ。

　運命の出会いを果たした王女様と理事長──というか、コスプレ外人と駄目ゲーマーは、この翌日から至るところで熱いトークを繰り広げているところを目撃されるようになったとかなんとか。

　ついでに言うと、そんな二人が二次元トークを切っ掛けにお互いの欠点の言い合い（主に食べ物の好き嫌いと趣味の悪さ）に発展、そして掴つかみ合いというより頬ほおの引っ張り合いという情けないケンカシーンに出会でくわした秋あき晴はるは、『このままでは本気で駄目な大人になりかねない』と、家来認定されたピナにもっとまともな友人を作ってやろうと心に誓ちかったという……
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「今週末の日曜、二学期になってから初めての従育科試験を行います」

　──その宣告は、割と唐とう突とつにきた。

　本格的に従育科らしい授業が始まりだした新学期、眠ねむくなりそうな座学だけどちょっとわくわくしながら開始を待っていたところに、現れた先生による先制の一言だ。

　流石さすがにざわつきこそしないけど、教室に緊張が走り抜ける。それを自身も感じながら、秋あき晴はるは背せ筋すじを伸ばして深み閑かんの言葉を待つ。

「従来の通り、当日まで内容は秘密とします。何が行われても良いよう、心身の準備とパートナー役を引き受けて貰もらう上育科生とのコミュニケーションは怠おこたらないようにして下さい」

　ここまではいつも通り……が、いつもと違って注意事項はまだ終わらない。

　眼鏡めがねの位置を直した深閑は一人の男子生徒を見み据すえ、

「──轟とどろきさん、分かっていますね？」

「おぅ？　勿もち論ろんや、若くて可か憐れんな乙おと女め達もいいけど最後には自分を選んで欲しいっちゅう深閑センセなりのアピールやな？」

「違います。そのような意図は微み塵じんも存在しません」

　クールに断言して絶対零れい度どな視線を向ける深閑はいつもながらに怖いけど、それを受ける轟はにやにや顔のままだ。それに秋晴はほんの少しだけ感心する。あれを真まっ向こうから受けても平然としてるなんて、やっぱりどこかおかしいなぁこいつ。立派な変態だ。真ま似ね出来ないというか真似なんかしたくないというか絶対にああはなりたくないなぁ。来世はゴキかあれかの二択を迫られたらかなり悩むに違いない。

　さておき、あの腑ふ抜ぬけ顔を見るからに、どーやらこいつは自分のピンチを理解していないっぽい。大だい地ちも、三さん家けも、他ほかの女生徒達も、たぶん教室にいる全員が気付いていてあいつを注視してるっていうのに。

　本格的に大丈夫かこいつ、と秋晴が呆あきれながら見ていると、不意に轟は表情を引き締め真ま面じ目めな顔つきになって、

「……なんやろ、よう分からんけど…………なんか快感……？」

　うん、やっぱもう駄だ目めだこいつ。注目を浴びて変なスイッチ入ってやがる。

　もうどうにも手に負えないこの生物を、深閑は銀フレームの眼鏡越しに冷ややかに見つめ、

「理解していないようですので、今のうちに通知します」

「おう、なんやなんや。メイド教師のエロい体験談とか大歓迎やで！」

　……深閑相手にセクハラって、本気で凄すごいな轟。そして自分の立場を分かって無さ過ぎるぞ轟。

「──次の試験に参加出来ない場合、貴方あなたの単位取得は難しくなります」

「………………おぅ？」

「残りの試験回数はまだ不確定ですが、今までに既すでに三回、貴方は不参加という状態です。従育科試験の参加率が三割を切れば単位取得は不可能ということになり、退学になると説明はしたはずですが……」

「それならまだ余よ裕ゆうがあるっちゅうことちゃうんか？」

　危機感がちっとも生まれていないらしい轟とどろきは気楽に言うけど、そういう問題じゃない。

「仮に残り回数が六回として以後全すべての試験を受けることが出来れば、確かに余裕です。参加率三割以上なのですから、残りの半分でもいいということになります。……ですが、当然ながら成績は学期毎ごとにつけます。一学期の試験全てを受けられなかった以上、貴方あなたの成績は最低です。これで二学期の参加率も悪く、学年末の成績に響いた場合──どうなるかは、流石さすがに理解出来ますね？」

「……………………」

　ようやくというか、轟が黙りこくった。

　……というか、あいつ本気で忘れてたのか。つい何日か前に『次の試験受けられないとヤバイぞ』って言っておいたはずなのに。

　どれだけ忠告甲が斐いの無いヤツなんだと、秋あき晴はるは深々とため息。

　そして壇だん上じようの深み閑かんはというと、轟の反応に満足したのか、一つ頷うなずいてそっと眼鏡めがねの縁ふちを押し上げ、

「──尤もつとも、次の試験一つで退学が決まるわけではありません。ですが次も不参加だった場合、貴方の置かれる状況はとても厳しいものとなります。肝きもに銘めいじておいて下さい」

　それは事実上、最後通つう牒ちように近い。誰もがそれを理解しているから、教室内はシンと静まり返っている。

　秋晴はこっそり轟の様子を窺うかがってみるが、やや俯うつむき加減になっていたので表情は見えなかった。けど、それだけでも普段の馬鹿でどうしようもないノリのあいつからすれば、十分に深刻に受け止めていると理解出来る。

「……では、少し遅くなりましたが授業を始めたいと思います」

　そんな深閑の声を耳にしながら、秋晴の意識は殆ほとんど試験の話に向けられたままだった。




「やー、思ってたんより瀬せ戸と際ぎわやったんやなぁ。ちょいとビックリしてもうたわ」

　前半はアンティーク家具に使われる木材知識や取り扱いの注意、後半は秒速五十メートルの風の中で陸上競技という本日の授業も終わった。

　相変わらずなとんでも授業とちょっぴりまともな座学のギャップに脳が悲鳴をあげていたけど、そこは慣れというか、案外人間ってタフに出来てるんだなー……と再認識するに留とどまった。いやまあやっている最さい中ちゆうは『俺おれ達はどうしてこんな〝台風にチャレンジ☆〟みたいなことやってるんだろう……』って何度も思ったけど。

　ともあれ、無事に迎えた放課後。ボロボロになった服や髪かみを整えてから向かった食堂で、男子四人固まって当然のように試験の話になった。

　その中心というか吊つるし上げを食らっている轟とどろきが半笑いになっているので、秋あき晴はるはため息を吐ついてから半眼で睨にらんでやる。

「お前な、本気でヤバいぞ。しかも皆分かってたっつーのに、当事者が腑ふ抜ぬけてるってどういうことだ？　こないだ言ったばっかだろーが」

「オレも参加率が響いての退学は頭にあったで？　せやけど従育科試験が成績に響くっちゅうのはスポッと抜けとったわ。や、うっかりうっかり」

「……それで慎しん吾ご君、次は参加出来そうなの？　パートナー役に宛あてはあるの？」

　普段あれだけ轟には苦労させられているっていうのに、この中で一番親身になって心配している辺り、やっぱ三さん家けはいい奴やつだ。実家から寮りように戻って来たら部屋の中でシュールストレミングの缶かんを開けた十二秒後で、涙なみだと吐はき気が止まらなくなるちょっとしたテロ騒そう動どうに巻き込まれたりしていたのに、どれだけ寛かん大だいなんだろう。

　尤もつとも、その素す晴ばらしさをいまいち理解していないらしい轟はカカカと笑い、

「ぶっちゃけ宛てなんかこれっぽっちもないで！　それでも何とかしてみせるのが、このナイスガイの本領発揮なわけや！」

「……なんか格好いいこと言ってるとは思うんだけど、後になってからだと難しくなるよ？　一度受け取ったパートナーカードは譲じよう渡とも返却も出来ないし、僕が頼める人は限られている上に引き受けてくれるかどうかも……」

「ちなみに三家が頼めそうなのは何人いるんだ？」

「うーん……多くても五人、かな」

　試験に臨むには十分な数だけど、それはあくまで三家が受ける場合だ。自分とは違う意味で悪名高い轟のパートナーを引き受けてくれる人材は、やっぱ相当レアな気がする。

　秋晴がちらっと大だい地ちの顔を見れば、こっちはいつものむっつり顔を若じやつ干かん険しめにしていた。上育科のお嬢じよう様さま方からの人気は三家より大地の方があるだろうけど、如何いかんせん大地はコミュニケーションがやや苦手だ。パートナー役の仲ちゆう介かいなんてとても出来ないと自分でも理解しているからこそのこの表情に違いない。

　それらを総合して考えた結果、秋晴はビッと伊だ達て眼鏡めがねの似え非せ関西人を指差し、

「やっぱ無理そうだし、今から泣きついておけよ。同じ一週間弱の説得期間でも、他ほかの人間の口添えがあるのと無いのじゃ大違いだぞ」

「──あっきー、それはちゃうで」

「お……？」

　急に轟がらしくない真ま面じ目め顔になって、小さく首を横に振った。

「言うたやろ、何とかしてみせるって。本気を出して望むんや、そこに初めから逃げの手を絡からめてどないすんねん」

「けど、実際問題退学が掛かってるんだぞ？　いいのか？」

「男が本気出すっちゅう時は相そう応おうのピンチであってこそや。口先だけの覚かく悟ごやないっちゅうのを証明するには丁ちよう度どええやろ？」

　そう言って不ふ敵てきに笑う轟とどろきに、秋あき晴はるは不ふ覚かくにも感動してしまった。格好をつけるような場面じゃないし、よく考えたら馬鹿なことを言っているようにも思える……けど、迷いのない目で主張する様は、いつも馬鹿なことをやって隙すきあらばセクハラに走ろうとする轟とはひと味もふた味も違う。

　こいつがこんな、男らしい覚かく悟ごを見せる日がくるなんて……プールでスカートの中を必死で覗のぞこうとしていた初対面の時には、想像も出来なかったなぁ……

「ま、見とき。オレの本気っちゅうヤツ、見せたるわ」

「う、うん……でも、本当に……」

「くどいで、ミケ。男っちゅう生き物に二言は無いんや。こうと決めたら必ずやり遂げる、果たしてみせるんが男やろ。そしてオレは、男や……！」

「だが、轟。そう簡単には……」

「簡単に五枚も十枚もカード集めとる大だい地ちが言うんはちょいと嫌いや味みやで。けど、今回は貰もらえる数が少し減ってしまうかもしれんな。カードの数は限られとる、オレの手元に何枚も集まればそれだけ他ほかは苦労するっちゅうことになるが……恨うらむなや、あっきー？」

「いや俺おれは別にいいけど……」

「ともかく、や！　オレの本気を、そして生き様を、とくと見ておくがええ！」

　瞼まぶたの裏に浮かぶハイレベルな駄だ目め人間とは別人のようにキリッとした笑みを浮かべた轟は、親指を立てて自分を差し、堂々とそんなことを言った。
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　──そして、試験前日の土曜日の放課後。

　インターホンに呼ばれる形で自室のドアを開けた秋晴が見たのは、土ど下げ座ざを決めている相変わらずな轟の姿だった。

「……………………」

「……………………」

「…………………………………………おい」

「……………………無理やった。てへっ☆」

　それを聞いて、秋晴は無言のままドアを閉め──

「ちょっ、待ってぇや！　お茶ちや目め、ちょっとしたお茶目さんやがなっ！」

「うるせえ黙ってその手をどけろっ、そして這はい蹲つくばったまま退学食らえっ！」

　土ど下げ座ざの体勢から蛙かえるみたいにドアに飛びついて閉じないように引っ張る大馬鹿野や郎ろうに、秋あき晴はるはガンガンに蹴けりを食らわせる。割と本気で蹴っているのにしぶとくドアを離さない轟とどろきの必死な形ぎよう相そうに、仕方なしに強行閉へい鎖さを諦あきらめた。

　舌打ちをしてドアを開け放つと、秋晴はジロリと轟を見下ろす。今にも手を擦こすり合わせそうな感じでへらっと笑っているのが、癇しやくに障さわるというよりむしろ哀あわれっぽい。

「……一応、言い訳を訊きいてやる」

「やー、オレもびっくりや。本気モードで気張ったっちゅうのに良い返事がもらえんどころか、最後まで会話になることすらなかったわー。『申し出を受けてくれるんなら全身を余すことなくマッサージしたるし、場合によっては足裏だって舐なめるで！』って、忠義をアピールしまくったっちゅうのに……」

「それ、アピールじゃなくて性的嫌いやがらせな」

　まあそうでなくても駄だ目めだっただろうけどなぁ、と秋晴はぼんやりと思う。どこのお嬢じよう様さまがセクハラ大好きなエロ従育科生と口を利きたいと思うんだか。

「そんでまあ、最後まで粘ねばっても無理やったからミケに泣きついてみたんやけど、めぼしい相手はもうおらんって返されてな。しかしなよっちぃミケやんが四枚もカード貰もらえる世の中でオレは会話さえ許されへんっちゅうのは何かおかしないか？」

「いやちっともおかしくない。むしろ当然の結果だろ」

　面倒なのでバッサリ切り捨ててやると、轟が『えー』と不満そうな目になる。

　しかし馬鹿が何か言おうとする前に、

「……それで、次は僕等に泣きつきに来たのか」

　秋晴が振り向くと、そこには不ふ機き嫌げんそうな大だい地ちの姿が。訪ねてきたのが轟ってだけでもマイナス要素バリ高なのに、ついさっきまで昼寝していたみたいだから、寝ていたところを邪じや魔まされて苛いら々いらも数倍に増加しているらしい。

　毒矢のような視線を受けても轟は物ともせずにへらっと笑みを浮かべ、

「や、大地に頼むつもりはないで？　そりゃあジブンの協力があれば心強いんやけど、そっちもミケと同じで交流のある相手からはもうカード貰もろうてるんやろ？」

「……ああ」

「残り時間も少ないことやし、ここはあっきーに力添えを願いたいねん」

　二人の視線が自分に集まるのを感じて、秋晴は腕うで組ぐみをして「ふむ」と呟つぶやく。あとどうでもいいけど轟の流し目が気持ち悪い。女生徒に逃げられるのも納得のキモさだ。

　まあ、そんな奴やつでも数少ない同性の同級生っていう貴重な存在には変わりない。

「別にいいけど……俺おれが頼める相手、なぁ……」

　問題はそこだ。秋晴は火曜日に幼おさな馴な染じみな腹黒優等生の朋とも美みにカードを貰もらっているから、一番簡単に引き受けてくれそうな相手はもう無理ってことになる。

　となると、残る上育科の知り合いで、轟とどろきの変態性を知っていても怯ひるむことなく受けてくれそうなヤツは──一人、いないこともない。

「……とりあえず、駄だ目め元もとでいってみっか」

　そう呟つぶやいて、ほけっと自分を見上げている轟を他よ所そに、秋あき晴はるは携帯電話を取りに部屋の中へと戻った。
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「──それで、私を呼び出したのはそんな雑事の為ためですの？」

　糾きゆう弾だんの視線に、秋晴は怯むことなく『うん』と頷うなずいた。これくらいの反応をされるのは織り込み済みだ、いちいちビビッてなんかいられない。

　それにしても、予想通りに金きん髪ぱつドリルことセルニア＝伊い織おり＝フレイムハートは苛いら立だたしげで、見るからに頼めばすぐ首を振ってくれそうな感じだった。ただし横方向オンリーで。

　口説いているうちにお嬢じよう様さまらしからぬスラングとか飛び出しそうな雰ふん囲い気きもあるし……うん、駄目元とはよく言ったもんだ。

　ともあれ、多少居心地が悪い思いをすることになるとしても、秋晴がすることは仲ちゆう介かいだ。それも交渉の余地を作る程度のことだけだ。

　そう考えると気が楽になって、携帯電話を駆く使しして夕方の花園前に呼び出した訳だけど──

「……話は理解しましたわ。つまり、この私にそこの下品な男の試験相手をしろということですわね？」

「あー、うん。端たん的てきに言うとそうな」

「わざわざ、私を呼び出しておいて……それも棗なつめさんから頂いた携帯電話で。あんな、『i_love_natsume』なんてメールアドレスから」

「……………………そうきたか」

　もろに表情を引きつらせ、秋晴は今すぐ部屋に帰りたくなる。

　夏休みに襲来した従い姉と妹この棗が携帯電話をくれたおかげで、朋とも美みとセルニアから貰もらってしまった携帯を無事返却──といくはずが、墓穴を掘る形で両者にダブりがバレてしまい、散々な目に遭あったのは記き憶おくに新しい。そして強い記憶ほど根深く残るというか、あんなの忘れようにも忘れられないというか……

　ちなみにセルニアの携帯は四し季き鏡かがみ妹、朋美の携帯は四季鏡姉にめでたく授与されることになったけど……その代だい償しようとして自分はガンガンに罵ば倒とうされネチネチと責められたのは、ちっともめでたくないな。

　しかも棗が設定してくれていたメールアドレスはおかしなことになっていて、なのに自分では変えられないから放置していたけど……あんなの、『舐なめてんのかこいつ』って思われても全然おかしくないな。

　……つまり、完かん璧ぺきにやぶ蛇へびだったと。燻くすぶっていた火ひ種だねにだばだば油を注いだと。

　道理で、セルニアにしてはなんか大人おとなしいと思ってたんだ……そうか、あれは色々と溜ため込んでいた怒りを抑おさえつけていたからか……！

　秋あき晴はるは一気にそわそわと落ち着かなくなって、後ろで控えていた轟とどろきに『お前っ、なんか気を引け！　敵てきの注意を引け！』と目で合図を送ってみる。それに気付いたらしく、伊だ達て眼鏡めがね越しにセルニアの──腕うで組ぐみによってただでさえ薄うす着ぎに高校生らしくない胸というコンボが一撃必殺というかむしろ暴発寸前みたいな状態になっている──谷間を凝ぎよう視ししていた轟がこちらを向いた。つーか、誰の為ためにこんな綱渡りする羽は目めになったと思ってるんだろうなこのセクハラ野や郎ろうは。

　ともあれ、こっちの目が何を求めているかには気付いてくれたらしく、

「なあ、フレイムハートの嬢じようさん」

　轟はそう前置いてから、

「その棗なつめって誰やねん？　もしかして、あっきーの携帯の待ち受け画面に映ってた女の子のことかいな？」

　…………余計な爆撃を落としてくれました。

　空気の読めない不意打ちアタックは抜群の効果を発揮してくれたようで、

「……それはまた、随分と興味深い発言ですわね」

　言葉は轟に向けられているっていうのに、ピクピクと眉まゆを痙けい攣れんさせたセルニアは射抜くように秋晴を見まくっている。深み閑かんの研とぎ澄まされた氷の視線とは真ま逆ぎやくの、お前を中心に全すべて焼き尽くしてやるって感じの灼しやく熱ねつ視線だ。

「棗さんを、待ち受け画面に？　それはそれは、随分と仲の良いことですわね？」

「ぇ、やっ、違うぞ!?　携帯の電源入れたらそういう設定になってて、どうすりゃ変えられるのかも分からないからそのままにしているだけでっ！　本当だぞ、だから自分のアドレスもそのままにするしかなくて……それに、知ってる奴やつ等らのアドレス入れるだけで二時間以上掛かったんだからな?!」

「……フン、女性の名前ばかり並んでいそうですわね」

「のっ……は、白はく麗れい陵りように入ればそうなるのも当然だろーが！」

　糾きゆう弾だんの言葉を投げつけられ、秋晴は必死で言い訳する。でも何で言い訳しないといけないのか、そして事実を語っているはずなのに後ろめたさがあるのは何な故ぜなのか、もう自分でも意味不明だ。

　事実だけど冤えん罪ざい風味というおかしな感覚に襲われて、秋晴はそれを振り払うように腕を振るって、

「そんなことより、今は轟の試験が問題なんだっての！　こいつの退学が掛かってるんだから、引き受けてやってくれよ」

「引き受けて、私に何のメリットが生じますの？　それに一度試験に出られたところで、その後が続かなければ無意味ですわ。この私に無む駄だな真ま似ねをしろと？」

　キツイ言い方とはいえ、セルニアの意見も尤もつともだ。

　けど、秋あき晴はるもそれくらいの反応は予想していた。……まあ、ここに行き着くまでが予想外過ぎたけど、それはそれとして、

「正直、お前にメリットはない。だから助けると思って引き受けてくれることを頼むしかないんだよ。……で、一度試験を受けて、その内容が無難以上だったら、次からは轟とどろきの相手をしてくれる奇き特とくな上育科生も出てくるかもしれないから、それに期待してるんだ」

　なんだかんだでセルニアは目立つし、前に出る性格だからか大人おとなしめなお嬢じよう様さま方からはある種憧あこがれの対象みたいに見られているっぽかった。

　だからこそ頼んでいる──って感じをアピール。実際は他ほかに頼める相手がいないだけなんだけど、嘘うそを吐ついているわけでもない。

　さあこれにドリルはどう反応するかと秋晴が固唾かたずを飲んで待っていると、鋭い目つきは変えないままにこちらから視線を外して、

「……彩さい京きようさんに頼めばいいじゃありませんの。貴方あなた、仲が宜よろしいんでしょう？」

　何やら、違うポイントに焦しよう点てんを当ててきた。

「仲良く……はないけど、確かに朋とも美みに頼めば何とかなったかもな。けど、もう俺おれがあいつからカード貰もらってるから無理なんだよ」

「……貴方、仲良くも無いのにパートナーカードを貰ったなどと言いますの？　この前の携帯電話も──」

「その辺は微び妙みようなんだよ。説明はし辛づらいんだけど……それに、お前だってカードも携帯もくれたじゃんか」

「ッ、それは……………………そう、ですわね」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔になるセルニアに、秋晴は内心で安あん堵どする。実は苛いじめられてるんですなんてこと朋美の外聞を考えれば言えないし、それ以前に男として絶対口にしたくないセリフだし。この歳としで女に苛められて尻しりに敷かれてるって、本気でどうなんだ。そんなで大丈夫なのか、自分。

　なんだか思わぬところから向き合わなきゃならない命題みたいなものにぶちあたって秋晴が軽く沈んでいると、それまで控えめにしていた轟が前に出た。

　事前に大人しくしろと言い含めておいたけど、流石さすがにここを外すとヤバいと理解しているからか、かなり真ま面じ目めな顔つきだ。

　これなら任せてもいいかなこっちはヘコんでるし……と秋晴は見けんに入る。

「嬢じようさん、頼むわ。何度も引き受けてくれとは言わへん、今回だけでええんや。そっから先は自力でやる、一回限りの人助けやと思ってくれや」

「…………」

「なっ、この通りや！　オレとあっきーを助けると思って！」

　手を合わせて拝おがむ轟とどろきに、『え？　なんで俺おれも助けられんの？』と秋あき晴はるが不思議いっぱいな気分に襲われていると、

「分かりましたわ」

　驚くことに、割とあっさりな感じでセルニアが了承の声を。

「──これで貸し一つ、ですわよ」

　もう一つ驚くことに、何な故ぜかこっちを見ながらそんなことを言っていた。

「………………え？　俺おれの？」

「当然ですわ。誰が言い出したことだと思ってまして？」

「え…………いや……」

　だってそれは轟が仲ちゆう介かいを頼んできたからで、セルニアの携帯番号もメルアドもあの馬鹿は知らなかったっていうのもあるし、そもそも──と秋晴が言い分を考えている内に、目の前でパートナーカードの授与が行われる。

　ガッツポーズを決める轟は本当に嬉うれしそうだけど、納得のいかない部分が残る秋晴としては素直に喜べない。

　それに、

「……なあ、どうしてお前はパートナーカード持ってんだ？」

「どうしてって、どういうことですの？」

「いや、そんなの持ち歩くもんじゃないだろ？　何で持ってきたんだ？」

　素そ朴ぼくな疑問に、ドリルな令れい嬢じようはうっと声を詰まらせて、

「それはてっきり…………ッ、偶たま々たまですわよ！　そんな気分だっただけですわっ！」

　えらい勢いで逆ギレ風に怒鳴ってきた。

　前から感情の上下が激しいヤツだとは思っていたけど、今日はそれに加えてどこに地雷が埋うまっているのか分からない感じだ。

　どうしたもんだか困るし、轟の件を引き受けてくれた礼もあるし、今日のところはあんまり突っ込まずに大人おとなしく帰ろうかと、秋晴は別れの挨あい拶さつを口にしようとして──

　その前に、背後から声が投げかけられた。

「──秋晴くんっ」

「ん……？　朋とも美みと、鳳フオウ？」

　急に名前を呼ばれて振り返ると、そこには制服姿の朋美と、橙だいだい色いろの体にぴったりとしたチャイナドレスを着た鳳水スイ蘭ランの姿があった。

「どうしたよ？　しかも、何な故ぜに鳳と一緒に？」

「秋あき晴はるくんを探していたら偶然寮りようを出た所で会って、フレイムハートさんと一緒にここにいることを教えて貰もらって……それより、ちょっと緊急で大事な話が」

「おう……？」

　深刻そうな気配に秋晴が眉まゆを顰ひそめていると、すぐ目の前にまで近寄ってきた朋とも美みは胸の前で手を合わせて、

「ごめんなさいっ。明日のことなんですけど、急用が入ってしまって、試験には付き合えなくなりました」

「はぃ？　急用って……家の用か何かか？」

「詳くわしく説明すると長くなるんですけど、お義と父うさんが言うにはどうしても外せない用事らしくって……本当にごめんなさい」

　周りの目があるから優等生モードで謝罪の言葉を口にする朋美だけど、本気で悪いと思っているのは目を見れば分かる。

　なので秋晴は特に怒りも失望も湧わかず、右手で耳に付けてある安全ピンを弄いじりつつ、

「あー、用が出来たんなら仕方ないな。気にせずに行って来いよ」

「ありがとうございます。……でも、他ほかに誰かからカードを貰もらえました？」

「いんや。でもまあ、どこかのセクハラ野や郎ろうほど切せつ羽ぱ詰つまってる訳でもないし、一回くらい試験受けられなくても……」

「ちょっと、そんなの困りますわっ！」

　別に良いか、と言おうとしたところに、意外にもセルニアからの横よこ槍やりが入った。

　秋晴は一いつ瞬しゆんきょとんとしてしまってから、

「どうしてお前が困る？」

「私とそこのセクハラ男を試験の間二人きりにさせるつもりですのっ?!」

「…………あー」

　確かにそれは叫んでしまうのも分かる。女の身としては、嫌いやだよなぁ。どれだけ真ま面じ目めモードでも、そこにエロスを感じたら本能を優先させてしまうようなヤツと二人きりでいなきゃならないなんて。

「でも、試験の内容も分からんし、仮に参加したとしても一緒に回れる保証はないぞ」

「それでも仲ちゆう介かい役なら最後まで責任を持つべきですわ！　何とかなさいな！」

「何とかって……今から相手を探すのは……」

　無理ではないけど、相当に難しい。

　知り合いの上育科生というと……まず、四し季き鏡かがみ姉は妹と組むだろうからアウト。アイシェも駄だ目めだ、あのマーダー侍じ女じよがいる以上試験で組むことは出来ないと思う。

　となると、後は……桜おう沢さわさんちのみみなさんなら、頼み込めば何とかなりそうな気もするけど……それでも今からってのは──




「あの……困ってマスか？」




　その声に、秋あき晴はるは反射的に振り向いて……すっかり、彼女の存在を忘れていたことに気がついた。

　おっとりチャイナな鳳フオウ水スイ蘭ランはやや控えめな笑顔を浮かべ、小さく手を挙げていた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　試験当日の日曜日。




「今回の試験は『ある日の休日』というテーマで、リストに書かれた題目の中から三つを選んで頂くというものです。従育科の皆さんはサポート役として、適てき宜ぎパートナーの指示に従って行動して下さい。尚なお、どのような詳しよう細さいにするか、従育科生の内容に対する評価は上育科の皆さんにお任せします」




　そんな深み閑かんからの大おお雑ざつ把ぱな説明があった後、秋晴達はとりあえず今後のルートを決める為ため、誰もいなかった東あずま屋やに陣じん取どって話し合いをすることにした。

　面子メンツは、ちょっと不ふ機き嫌げんそうなセルニアに、いつもよりハイテンションになっている轟とどろき、それからもう一人──

「那そ个の、何にしマスか？」

「なるべく早く終わるのがいいですわ」

　当然のように真っ先に意見を言ったセルニアは、

「もしくは、他ほかの方々が選びそうにないものですわね。どちらか、或いは両方を兼ねたものにしますわ」

「特に異論はないけど、理由は？」

「少しでも早く終わらせたいという一点のみですわ。それで十分でしょう？」

「まー、確かにな」

　自分から積極的に参加した訳でもないし、あんまり乗り気じゃないのも仕方ない。パートナー轟だし。これが大だい地ちか三さん家けならもう少しマシだったんだろうけど……余り物に福が無さ過ぎるってのは辛つらいなぁ。

　一方、同じく消極的に参加をすることになった鳳はというと、セルニアの隣となりで控えめに立っていた。背は高いしスタイルもいいのに、地味なポジショニングだ。

　自分のパートナーの日陰者っぷりに秋晴が注目していると、テーブルの上に置かれたリストを見ていた轟とどろきが、

「しっかし、えらい項目が多いで。しかも演舞や茶会なんかもあんな……これでどう判断するっちゅうんや？」

「さあ……どうなんだろ。分かるか、ドリル？」

「貴方あなたっ、誰に物を言ってますの!?　この絢けん爛らん豪ごう華かな自慢の髪かみを、よくもっ──」

「セ、セルニア、落ち着いて……！」

　瞬しゆん間かん沸ふつ騰とうする友人の肩かたを抱だくようにして宥なだめながら、鳳フオウはささっと秋あき晴はるの近くへ寄って来て、囁ささやくような小さな声で、

「今の、不好よくないデス。女人じよせいの髪かみは、とても大事デスよ？」

「……や、でも、軽い挨あい拶さつというかコミュニケーションというか……」

「それでもデス。そんなの、めっ、デスよ」
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　咎とがめるように、小しよう心しん者ものな保母さんみたいな目をして言ってきた。

　確かにまずったかもしれない。今日は試験だし頼んで付き合って貰もらっている身だから、それなりの態度でいようと思っていたのに。

　秋晴が失態を軽く反省していると、セルニアは覚えておけよと言わんばかりの睨にらみを利かせてきて、

「……大丈夫ですわ、鳳さん。こんな粗そ野やな庶しよ民みんの暴言如きで取り乱したりはしませんわよ」

「そう、デスか。良かったデス」

「ええ。……ですけど、その男からは一刻も早く離れた方がいいですわ。野や蛮ばんで、何をしでかすか分かりませんもの」

　そこまで言わんでも。しかもそれに従ってか、これ以上波なみ風かぜを立てない為ためにか、鳳フオウも素直にセルニアの側そばへと戻って行くし。

　そんなやり取りの一方、秋あき晴はるの近くに轟とどろきが寄って来て、

「……あかんで、あっきー。突っ込みどころ満まん載さいっちゅーか突っ込み待ちとしか思えんけども、オレの為にもここは我慢や」

「……分かってるっての。もう滅めつ多たな発言はしない」

　こそこそとそんな会話をするけど……正直、試験の間、ずっと大人おとなしくしている自信はまるでない。今も『いや特売チラシが誤字だったことにキレた人くらい取り乱してただろ』って言いたくて仕方なくて、我慢するのに相当な精神力を使っている。

　試験が終わる前にストレスで胃いに穴が開かないだろーかと秋晴が心配していると、セルニアが自慢の削さく岩がん機きスタイルに纏まとめた金きん髪ぱつを撫なでるような仕し草ぐさをして、

「──要するに、貴方あなた達は雑用係ですわ。無難にこなせればそれで合格ラインはクリア、下へ手たを打てば落第点……とはいえ、余よ程ほどのことが無い限りは及きゆう第だい点てんには届くでしょうけど」

「下手を打てばって言うけど……茶会とかなら、まだ分かるぜ？　俺おれらが茶の用意をするんだろうから、その時に不ふ手て際ぎわがあったらアウトになるんだろうけど……この楽器演奏とかなんてどうなんだよ？　出る幕一切無しに思えるんだが」

「大人おとなしく聴いていればいいだけですわ。邪じや魔まにならなければ、それだけで務めは果たせますわよ」

　あっさりと言うセルニアの言葉に、秋晴は首を捻ひねるしかない。それじゃあ何の為に試験をやってるのか、さっぱりだ。

「あんま深く考えたらあかんで。深み閑かんセンセにしてみれば、まだまだオレらには従者らしい仕事なんて出来へんっちゅうことなんやろ」

「……どういうことだよ？」

「つまり、や。大事なんは試験の内容やない、試験を受けるまで漕こぎ着けて無難にこなせるだけのコミュニケーション能力……っちゅうことや」

　そう言って轟は自信たっぷりに笑みを浮かべる。けど、コミュニケーションが試されているだけっていうんなら、お前はダメダメだったってことに気付け。どうして落第野や郎ろうに偉えらそうに言われなきゃならないんだか。

　スッキリしないから後でメタメタにしてやろうと心に決めて──とりあえずは目先の問題をどうにかしようと気持ちを切り替え、秋晴は置かれているリストへと視線を落とした。

「二人がやりたいことを適当に選んで俺おれ等らはそれの雑用をやればいいってのは分かった。それで、結局何をやるんだ？　鳳フオウは何をやりたい？」

「ワタシは……射箭シエジアン、したいデス」

　中国語っぽい響きの単語を口にして、鳳が指差した題目は──

「アーチェリーって……それはまた予想外なところを……」

「不だ行め、デスか？」

「いや駄だ目めって訳じゃないけど……セルニア、お前はそれで平気か？」

「別に構いませんわよ。洋弓はそれほど得意ではありませんけど、不ふ得え手てというほどでもないですわ」

　得意不得意というより、まず経験があることが秋あき晴はるには驚きだ。アーチェリーって、普通はやらないだろうに。しかもお嬢じよう様さまの嗜たしなみっぽくもないし。

　最近のセレブはドレス着込んで洋弓片手に狐きつね狩がりでもするんだろーかと想像していると、セルニアはリストを摘つまみ上げて、

「残りは……そう、乗馬にしますわ。あれなら他ほかの方は選ばないでしょうし」

「まあ、室内で出来ることがこれだけたくさんあるってのに外であれこれするのを選ぶ奴やつは少ないだろうなぁ。日射しだってまだまだ強いし」

「だからこそですわよ。貴方あなたやそこのセクハラ男と一緒にいるところを関係のない中等部生などに見られては、良からぬ噂うわさが立ちかねませんもの」

「そこまで……いやまあ、別にいいけど。それじゃ、最後の一つは燕えん翠すい楼ろうでの茶会でいいか？　流石さすがにそれ二つだと、こっちのやることが無さ過ぎるし」

「どうしてもというのであれば構いませんわ。鳳さんはどうですの？」

「ワタシも、それでいいデス」

　セルニアからは高圧的に、鳳からはやんわりとしたオッケーが出たので、これで試験の題目が決まった。

　これでようやくスタートラインだ。後は適当に回ってそれぞれの項目をこなすだけだけど、その殆ほとんどでやることがないから普段より気は楽だ。

　まあでも、

「初参加でこんな内容って、お前にしてみれば拍ひよう子し抜けか？」

「そないなことないで。上育科の嬢じようさん達と組んずほぐれつ共同作業ってだけでも、オレ的には十分楽しみやし。そしてここから轟とどろきさん大活躍の、夢と希望で溢あふれかえったハーレム展開が始まるんや！」

「いやお前の妄もう想そうはどうでもいいんだけど。つーか大多数に毛虫の如く拒絶されてるっつー身の癖くせして、ハーレム願望あんのか」

「当たり前やんか！　やっぱ日本男児に生まれたからには、複数の女の子に『もうっ、慎しん吾ご君はわたしのものなんだからっ！』みたいに言われて両の手足を引っ張り合いっこされる未来を目指すんが本道やろ」

　少なくとも現実では無さそうな道を語られても。

　……しかし、あんな目をキラキラさせているのを見ると突っ込み辛づらいなぁ。あとなんか口くち端はから涎よだれが出そうになってるし、正直関わりたくないなぁ。

　こんなヤツを仲ちゆう介かいしてしまって本当に良かったんだろーかと秋あき晴はるは不安に思い、ちらっと横目でセルニアの反応を窺うかがってみると……幸か不幸か真剣な目でリストを見ていて、馬鹿の痴ち態たいに気付いた様子は無し。まあ、うん、世の中には知らない方がいいこともあるし、そっとしておこう。

「……せやから、皆でオレの弁当を誰が作るかっちゅうので争いになったりするんよ。そんであんまし料理の上う手まない子が失敗してもうた肉じゃがとかも残さず食べて、それでまた好感度がグンと上がんねん。やー、モテるっちゅうのも辛つらいもんやで、胃い腸ちよう薬やくの準備はしっかりしとかんと──げぶぉっ!?」

　とりあえず、妄もう言げんを垂れ流し続けて顔面の緩ゆるみ具合がえらいことになっていた轟とどろきを強制的に地べたに伏せさせておく。

　一仕事終えた秋晴がやれやれだとため息を吐ついていると、

「……茶会を選ぶとしたら、それを最後に回す方かたが多そうですわね。なら私達は、真っ先に燕えん翠すい楼ろうに行きますわよ！」

　何やらシミュレートを終えたらしく、迷いのない目でこっちを見てきた。

　秋晴としても早く試験が終わらせることに異論はないので、ちょっと変則的な順番にも文句は言わずに、

「了りよう解かい。それじゃ──行こうか、鳳フオウ」

「ァ……是ハイ、行きマス」

　倒れたまま尺しやく取とり虫みたいな動きをしていた轟を心配そうに見つめていた鳳に声を掛けると、少しぎこちない態度ではあるけど素直に近づいてくる。

　ただ……その背後で、どういうわけかセルニアが愕がく然ぜんとした表情でこっちを凝ぎよう視ししていた。なんだあの顔、まるで朝起きたら父親に何の前触ぶれもなく『実はだね、私は今日からニートになることにした！』とパジャマ姿で衝しよう撃げき告白されたみたいな面つらだよ。

「何をけったいな面してんだよ？　今日の試験は鳳の従者として色々とやってくんだから、出来る限りパートナーの側そばにいるのは当然だろ？」

「ッ……そ、そんなことは分かってますわよ！　私が驚いたのは何ら主従関係を理解していない物知らずな庶しよ民みんの態度で──」

「あー、もう試験はスタートしてる訳だし……どうするよ、鳳？　お嬢じよう様さまがお望みであれば以後言葉遣づかいに細心の注意を払わさせて頂きますが？」

　ちょっと戯じやれ気味に言ってみると、思っていた通り、鳳はやんわりと笑って首を横に振った。やっぱこの辺り、ここぞとばかりに高圧的な態度を取るはずのドリルとは違うな。

　どこかの腹黒みたいに言動に裏のない中ちゆう華か娘むすめに一服の清涼剤みたいな心地よさを感じつつ、秋あき晴はるはやけにそわそわしているセルニアに、

「──ということらしいから、こっちのことは気にしないでくれ。二人が話をする分にはいいし、俺おれも邪じや魔まにならないようにするから」

「ッ、そんなこと言われるまでもありませんわよ！　行きましょう、鳳フオウさんっ」

「ェ、ぁ、是ハイ……行きマス」

「あいよ、なんかあったら後ろにいるから呼んでくれ。……ほら、お前もそろそろ起きろ。いつまで地面と仲良くしてるつもりだよ」

　さっさと歩き出したセルニアとこっちを見ながらその後を追っていく鳳の姿を眺ながめつつ秋晴が言うと、それまで地面で痙けい攣れんしていた轟とどろきがにょきっと体を起こした。

「酷ひどいであっきー、殴なぐって這はい蹲つくばらせた張本人の言うセリフとちゃうで、それ」

「うるせぇ、大してダメージ無かった癖くせに。こそこそと下からスカートの中を覗のぞける位置に移動しようとしてただけだろーが」

　それくらい、殴った時の感かん触しよくとこれまでのこいつの行動パターンで分かる。実際、横目で睨にらんでやるとわざとらしく目を逸そらしやがるし。

　試験だっていうのに相変わらずな態度の轟に、秋晴はついため息を漏もらしてしまう。やれやれだ、自分の立場ってのがどこまで理解出来てないんだか。……まあ、自分も良くそれっぽいこと言われるから、胸を張って説教は出来ないけど。

　しかし実際、このままだとかなり不安だなぁ……、と秋晴は免めん許きよ取り立てな若葉さんの車に乗せられるような厳しい表情になる。

　あんまりぐだぐだ言うのも好きじゃないし、柄がらでもないけど──

　少し考えて、秋晴は『仕方ないか』と思い、轟の首に腕うでを回して引き寄せ、

「────────」

　前を行く上育科二人には聞こえないよう、ぼそぼそと耳元で囁ささやくようにして言った。

　ちゃんと聞き取れただろーかと思って確認がてら轟の顔を見て……秋晴はげんなりと肩かたを落とす。なんかむかつくくらいにやにやしてやがるよ。問答無用で殴なぐりたくなる感じで。

「……おい、なんか誤解してるだろ」

「いやいや誤解なんかしとらんで？　大丈夫、フレイムハートの嬢じようさんのことはこのナイスガイに任せときや！」

「……その、にやけ面づらが、とてもむかつくんだが」

　別に変なことを言ったつもりじゃないのにあんな顔をされると、やっぱ大人おとなしく退学にさせておいた方が良いんじゃないかなー、って思ってしまうな。学校の為ためにも、自分の精神安定の為にも。なんかこの学校に来てから手が出るのが早くなったような気もするし。

　秋あき晴はるが要注意人物の排はい除じよを真剣に考えていると、

「そこの下品庶しよ民みんペア、遅いですわよっ！　さっさと歩きなさいな！」

　目を吊つり上げたセルニアの暴言が飛んできたので、やれやれとため息を吐つき──

「何事もなく、穏おん便びんに終わることだけを祈いのるか」

　そう呟つぶやいて、秋晴は早足で先行する二人の元へと急いだ。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　燕えん翠すい楼ろうに着いたセルニアは、人ひと気けのない中で鳳フオウと向かい合う形になってテーブルに着き、わざとらしく恭うやうやしい態度を取る 轟とどろき慎しん吾ごにウバを使ったアイスミルクティーを注文した。

　奥に引き下がって数分後、銀のトレイに載のせられて到着したグラスを一口飲み……

　不ふ機き嫌げんさを隠かくさずに眉み間けんに皺しわを寄せていたセルニアは、思わず轟の顔を見上げて問い質ただしていた。

「これ、本当に貴方あなたが淹いれましたの？」

「そやで、勿もち論ろんや。ま、事前に湯を沸かしておいてくれたんは中のメイド姉ねえさんやけどな。茶葉の量から仕上げまで、一通りはオレがやらしてもろうたわ」

「…………信じ難いですわね……」

　呟つぶやいて、慎しん重ちようにグラスを傾けて少量だけ飲んでみる。するとさっきも分かった通り、冷たく清涼感があるだけでなく、ミルクを入れたことで生まれたまろやかさやそれに負けず香る茶葉の風味が、それぞれ独立せずにしっかりと融ゆう和わされて感じられた。

　説明的に言えばそんな感じだが、簡潔に言えば──美お味いしい。

　それは勿もち論ろん、茶葉は燕えん翠すい楼ろうで使っている最高級の物で、ある程度の味の保証はあって当然だが……アイスミルクティーは、それなりに淹れるのが難しい。ミルクの量次第では紅茶の爽さわやかさも香りも台無しになる。

　ミルクティーを好む英国貴族の家系で、確かな舌したの持ち主であると自覚しているセルニアが評するに、このミルクティーはどこに出しても恥ずかしくない三つ星の味といえた。

　それが、選よりに選って、こんなセクハラ男が淹れたものだというのが信じられない。

「疑いたくなる気持ちも分かるけどな、轟は紅茶もコーヒーも淹れるの上う手まいぞ」

　疑惑が顔に出ていたらしく、プーアル茶を飲む鳳の背後に控えていた日ひ野の秋晴が口を挟はさんできた。

「どうしようもなくセクハラ言動の多い馬鹿だけど、あの深み閑かんがそれだけの駄だ目め人間を置いておくわけないってことだ。茶を淹れるのは従育科で一番上手いし、大抵のことはそつなくこなすし、体力的にも技術的にも大だい地ちの次くらいの位置にいやがるんだぞ」

「やー、全部本当のことやけどそこまで言われると照れるもんやなぁ。でもほら、もっとあるやろ？　褒ほめられるポイント、色々あるやん？　例えば顔とか！」

「ちなみに従育科女子アンケートではぶっちぎり一位で嫌きらわれてるからな、お前。『同どう僚りようにしたくない人』、『付き合いたくない男』、『生理的に駄だ目めな人』の三冠王だってよ」

　それは従育科女子リーダー格の岡おかさんから無言で渡されたアンケート結果一部抜ばつ粋すいの内容という、無む惨ざんな現実だったりする。

「そっ……な、アホな……!?　ワールドクラスなナイスガイの轟とどろきさんが、そないな結果になるはずが……！」

「いやむしろ人として底辺っつーか、枠わく外がいにいるから。カウントされただけマシって意見もあるぞ」

「それはどこからやねん?!」

「主に俺おれから。あと大だい地ちと三さん家けからも」

「女性陣じんからだけでなく同性からも絶大な不人気やと……!?」

　べらべらと漫才を繰り広げる庶しよ民みんコンビを見ていると、遠くに消えかけていた不ふ機き嫌げんさが舞い戻ってきて、セルニアは小さく鼻を鳴らす。あの二人の会話に加わりたいとはこれっぽっちも思わないけれど、完全に無視されると流石さすがに気分が悪い。特に日ひ野の秋あき晴はるは、何な故ぜだかちっとも目を合わせようとしない。

　妙みように注視されるのも不快だけれど避けられるのも……、と苛いら々いらが募つのりだしたところで、秋晴が鳳の手元に視線を落とすのが見えた。

「なあ、そのプーアル茶、どんな具合だ？　中国茶は初めて淹いれたから、正直まるで自信が無いんだが……」

「那そ个の……少し、苦にがいデス。黒茶は、洗茶して淹れマス」

「洗茶って何だよ？」

「茶葉に注いだ最初のお湯を捨てることですわ。黒茶、つまりプーアル茶は数年から数十年の熟成された茶葉を使うので、そうすることで消毒と灰あ汁く抜きのような作用が見込めますのよ」

　ただでさえ寡か黙もくな上に日本語があまり得意でない友人に代わってセルニアが説明すると、秋あき晴はるは『へー』と感心したような顔になって、

「そうなのかー……日本茶でも煎せん茶ちやと焙ほうじ茶では淹れ方が違うから何かあるんだろうとは思ったけど、そんなことまで必要なのか」

「随分と無知ですわね。その様子だと、中国茶は同じ茶葉を使って何杯も淹れるものだということも知らないのではなくて？」

「……それは、節約目的とかじゃなくてそうなのか？」

「不是いいえ、違いマス。那そ个の……変化スル味を楽しむ、デス」

　その為ために、一杯目と二杯目では抽ちゆう出しゆつ時間が変わってくる。その辺りも淹れる人間の腕うで次第となるので、中国茶は意外に奥深い。

　尤もつとも、セルニアもそこまで詳くわしくは知らなかったが。それらの知識は鳳フオウと友人付き合いをする中で得たもので、庶しよ民みんの秋あき晴はる達が知らないのも無理は無いのかもしれない。

　……とは、いえ。

　秋晴は肩かた越ごしにテーブルを覗のぞき込むように身を乗り出し、

「──つーことは、抽ちゆう出しゆつ時間も温度も変えていくってことか。えーと、その場合は茶器の温度はどうするんだ？　一々温め直すのか？」

　鳳はこそばゆそうに僅わずかに身を捩よじって微笑ほほえみ、

「那そ个の、二杯目カラは……」

　好奇心か探求心か質問する秋晴の言葉に、鳳が答える──その前に。

「ちょっと、そこの庶民！」

　セルニアは腕うでを組んで、不思議そうにこちらを向いた男の顔を睨にらみつけてやった。

「どうして私に訊きかないんですのっ。その、鳳さんは難しい言い回しは出来ませんし、説明ならば私の方が向いてましてよ!?」

「そうかもしれないけど……試験のパートナーは鳳だし。それに、やっぱ中国茶のことなら中ちゆう華かな人に訊いた方が確かだろ」

「それはっ…………そう、ですわね……」

　勢いで反論しようとして……しかしセルニアは次の言葉に悩んだ挙げ句、苦い思いで同意するしかなかった。

　よく考えてみれば、確かにその通りだ。……というか、どうして自分が突っ掛かっていったのか分からない。放っておけば良さそうなものなのに。

　中国茶に関するやり取りを再開する秋晴と鳳を見ながら、セルニアは何な故ぜかむかむかする胸の内を洗い流そうとミルクティーを飲む。が、口当たりは同じなのに先さき程ほどよりも随分と味わいが劣る気がする。

　何もかもが自分の思い通りにいかないような感覚に、もうこんな試験ボイコットしてしまおうかという気分になる……けど、そうもいかない。

　誇り高きフレイムハート家の人間である自分が、一度引き受けた事柄をあっさりと放ほう棄きするなど、あってはならない。

　それに、これは貸しだ。

　何やら頷うなずきながら鳳の言葉を聞いている日ひ野の秋晴から視線は外さずに、セルニアはもう一度その事実を深く刻みつける。
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　休日の誘いは全すべて断っていたので今日は特に予定があったわけではないし、ほんの数時間拘こう束そくされてあげる程度なら、あの生なま意い気きで反抗的な男に貸しが出来ることを考えればそう悪くない取り引きだ。前の試験では内容をちゃんと確認していなかった為ために貴重な貸しを消費してしまったけれど、次はそうはいかない。心身に明確な立場の違いを、人としての格の違いを教え込んでやらなければ。

　──そう、理解しているはずなのに。

「……その聞もん香こう杯はいってのは、注いですぐに中身を捨てるのか？」

「中身は、茶杯チヤーペイに移しマス。聞香杯ウエンチヤンペイは、香りを愉たのしむだけの杯さかずきで……」

　頷うなずきながら相あい槌づちと質問を挟はさむ秋あき晴はるに、拙つたない語ご彙いで探るようにして丁てい寧ねいに答える鳳フオウ。

　そんな二人の姿を見ていると…………こう、むかむかっとする。

　そもそもですわ──とセルニアは思う。あの庶しよ民みん、庶民の癖くせに馴なれ馴れしくて、おまけに気がつけばいつも傍かたわらに誰か異性がいて、しかもやれ婚こん約やく者だやれ嫁よめだと自称する人物が後を絶たなくて……ちょっと、ではなく、かなり図に乗っている。

　今もそうだ。試験で、主人と従者という関係性が擬ぎ似じ的ながらも築かれているのはまあ分かるとして、それにしたって二人の距離が近すぎる。この暑い季節だっていうのに、後ろから鳳さんの肩かた越ごしに覗のぞき込む形で茶器を見ていて、もう数センチで触ふれ合ってしまいそうな近さだ。どう考えても近すぎる。あと三十メートルくらい離れるべきだ。

　大体、好奇心に突き動かされているからかどうか知らないけれど、あんな風に異性との距離感がおかしいこと自体に問題があるのだ。この間の従い姉と妹この棗なつめさんにしたって、彼女が積極的だった分を差し引いたとしても、あの庶民の言動が誘い水になっている分を加算すれば、圧倒的にあの庶民が悪い。

　それに棗なつめさんといえば、あの携帯だ。親しん戚せきから携帯を貰もらうことになったのならそれを受け取るのは、まあ当然のことと言えるだろうから、自分の渡した物が返へん却きやくされるのは……許し難いことではあるけれど、仕方ないので良しとしよう。

　──けど、同じようにして彩さい京きようさんからも貰っていたというのはどう考えても看かん過か出来ない。真まっ青さおになって偶ぐう然ぜん性を主張していたけれど、そんな論が通るはずもない。あと、貰った携帯の待ち受け画面が棗さんの写真って……あんな風に色々と言っておきながら、結局どうなんだという話になる。

　極めつけは、昨日きのうのあれだ。試験前日に『ちょっと話があるから出て来てくれないか？』などと用件をぼかしたメールを送ってきておいて、それで内容がセクハラ男のパートナー役をやってくれだなんて──本当に、どういうことなのか。てっきりパートナーが見つからなくて泣きついてきたんだと思って、着替えながら『まあ、あの庶しよ民みんが跪ひざまずいてどうしてもと懇こん願がんするのであれば、嫌いや々いやとはいえ引き受けてあげるのも一いつ興きようかもしれませんわね』と寛かん大だいに考慮してあげていたというのに。従育科試験があると聞いてから二度ほど日曜日の誘いを受けて──新進気鋭の音楽家を招待しての豪ごう華か客船クルージングに、有名フレンチレストランを貸し切っての誕生会という、どちらも素す敵てきな誘いだったというのに──それを丁てい重ちようにお断りまでしていたというのに……別に他意はないのだけれど、それでもだ。

　──そうやって考えれば考えるほど次々と苛いら立だち要素が浮上してきて、セルニアは奥歯を噛かんで諸悪の根源を睨にらみつける。それに気づきもせず鳳フオウと中国茶に関するあれこれを会話しているのだから、余計に胸の奥のどろどろとした感情が熱くなるのも当然だ。

　……と、そこに、

「折せつ角かく美う味まい茶を淹いれたっちゅうのに、どれだけきっつい顔しとんねん、嬢じようさん。そないに苛いら々いらしとったら血圧上がるで？」

「……フン。無事に試験を終えたいのでしたら、余計なお喋しやべりはしない方が身の為ためですわよ」

　にやついた轟とどろきの笑みを見ると余計にむかむかが増すので、ミルクティーを飲む仕し種ぐさをしながら視線を落として言ってやる。

　セルニアが不ふ機き嫌げんさ一杯の態度を取っているのに、返ってきた声はちっとも意に介かいしていないような軽いものだった。

「おお、怖い怖い。美人の怖い顔っちゅうのはオレ的にはぞくぞくくるモンがあってええねんけども、どうせならこっち向いて睨にらんでくれへん？　こう、虫けらを見るような目で──っと、冗じよう談だんやって！　冗談やからその右手のグラスはそっとテーブルに戻してぇな！」

「ッ……、フン。飲食物を粗末にするような真ま似ねはしませんわよ」

　そう言って、セルニアはミルクティーを一口煽あおる。……本当はもう少しでグラスごと投げそうだったけれど、実行していないのだからセーフだ。

　空になったグラスをテーブルに戻すと、わざとらしく胸を撫なで下ろす仕種をした轟はにやにやした笑みを引っ込めて、

「そんで、早いとこ終わらせたがっている嬢じようさんは、次はどこにするん？　中国茶が三杯も四杯も飲めるものやいうても、そんな長居するつもりはないんやろ？」

「当然ですわ。こんな茶番、一秒でも早く終わらせますわよ」

「そかそか。なら、次はどないするんや？」

　その言葉に、セルニアは問いかけてくる轟とどろきではなく、対面で何やら二人だけの世界を作りつつあるペアを見て……

「──次は、乗馬にしますわ」

　舌した打うちしたいのを堪こらえて宣言し、セルニアは立ち上がる。すると向かいの二人もそれの意味するところに気付いたようで、鳳フオウがわずかに残っていたらしいプーアル茶を飲み干すのが見えた。

　──効率よく回るだけなら、アーチェリーを先にした方が良かったかもしれない。

　けれどセルニアは、少しでも早く馬を走らせ風を受けて、このむかむかする気分を晴らしたかった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　──正直なところ。

　燕えん翠すい楼ろうで過ごした時間は秋あき晴はるにはとても居心地の悪い、そりゃあもうドキドキビクビクな時間だった。

　まず黒茶と注文されたものがいまいち理解出来ずにいたらプーアル茶だと教えられ、しかし中国茶の淹いれ方はまださっぱり覚えていなかったのでかなりの失敗をしてしまったところからのスタートなので、その後が上う手まくいくはずもないと言ってしまえばそれまでだ。

　そーいう意味で嬉うれしい誤算だったのは、失敗したお茶でも文句を言わずに優しく一生懸けん命めいに問題点と改善の仕方を説明してくれた鳳フオウの存在だ。主人と従者というとアイシェ＆ヘディエの中東コンビしか具体例を知らなかったけど、こんな感じでいくならいいかもなー、なんて思ったりもしたくらいだ。

　……問題は、パートナーではなく。行動を共にしているセルニアだ。

　あの豪ごう華かドリル、何が気にくわないのかちょっとしたことで食ってかかってきて、その後は大人おとなしくしていると思ったらずっとこっちに睨にらみを利かせていて……そりゃあ秋晴も生きた心地がしなくなる。

　ただでさえ試験には頼んで参加して貰もらっている形だし、おまけに携帯電話の件も後を引いているみたいだったし、このピリピリしまくりなムードが客席で浮気相手がガン見みしている結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんみたいで嫌いやな感じにさせてくれる。

　今いま更さらドリルがちょっとキレても別に──って気もしなくもないけど、何となく今日のドリルは一味違うように思えるから覚かく悟ごが決まらない。態度のでかさとかやけに突っ掛かってくるところとかはいつも通りだけど……なんていうか、目に見えている以上の怒りを感じるというか、視線一つに異様な気まずさを感じてしまう。

　うーわーなんだろうなこれー、と思いながら秋あき晴はるが取った行動はというと、勿もち論ろん『見なかったことにしよう』という消極策だった。事なかれ主義万ばん歳ざい。誰が地じ雷らいの埋うまっていると分かっている場所に足を踏み入れるんだってことだ。

　極力目を合わせないように、何も言われないようにと心がけた結果、鳳フオウを質問攻めして中国茶に関するノウハウをかなり会え得とくすることになった。お茶一つでも意外に奥深いんだなー、と思いながらもセルニアの視線に怯おびえていたので、燕えん翠すい楼ろうに長居せず移動することになったのは喜ばしいことだったし、「着替えを取りに行きますわ」ということで一時的に上育科組と別行動を取ると決まった時は小こ躍おどりしたくなるくらい嬉うれしかった。

　なので今、秋晴は開放的な気分になって、轟とどろきと二人で更衣室やらシャワーやら温泉やらエステルームやらを備えた、どこの保養所ですかって内容のレストハウスの前に立ち、眼前に広がる大きな馬場を眺ながめていた。

　やー、平和っていいよ。誰かの視線にビクビクして気が気でないなんて状況、やっぱ健全な男子には向いてないな。いや老ろう若にやく男なん女によ健康病びよう弱じやく総じて向いてないだろうけど。

「あいつらが来るまでの自由時間、あとどれくらい残ってるんだろうな。着替えを取ってくるだけにしては少し遅すぎるが」

「いんや。たぶんやけど、嬢じようさんらはもう来とるんやないかな」

「……それは、つまり……俺おれ等らが馬の準備をして貰もらいに頼みに行ってた間にレストハウス入りしたって推測か？」

「そやそや。馬うま番ばんの爺じい様さまに説明すんのにえらい時間食うたしな」

「お前な、原因を作ったヤツが他ひ人と事ごとみたいに言ってんなよ。あの爺さんに下ネタ振って説教食らったのはどこのどいつだ」

　言いながら睨にらんでやると、わざとらしくそっぽ向いて口くち笛ぶえを吹く轟改め大馬鹿野や郎ろう。本当に、八十過ぎの爺さん相手に下ネタってどういうことだ。そこで嬉き々きとして爺さんが答えていたらこっちがドン引きになるよ。白はく麗れい陵りようで雇やとうだけあって紳しん士しな爺さんで本当に良かった。

　ともあれ、要いらぬ時間を食ったので、寄り道していた二人が既すでに着いているという線も、確かにあり得る。

　秋晴は背後にあるレストハウスの入り口をちらりと見て、それから轟と顔を見合わせ、

「……中に入って、来たかどうか訊きいてみるか？」

「そやなぁ、どっちだとしても待つっちゅう結果は変わらんけども──と、言うとる間に出て来よったで」

「む……」

　心の中で平和な時間にさよならを告げ、秋あき晴はるは嘆たん息そくを吐つきたくなるのを堪こらえて再度レストハウスを振り返り──

「…………おー」

　思わず、そんな声が漏もれてしまった。

　いやだって、これは予想外だ。『着替えを取ってくる』と言っていたから、ただ制服姿じゃないくらいならそんなに驚かなかったはず。

　セルニアが着ていたのは長袖そでのシャツの上にベスト、それにピッチリとしたズボンにブーツという格好で、割と本格的な乗馬ファッションだった。手にはちょっと硬そうな帽ぼう子しだかヘルメットだか分からないものまであるし、いつものドリルとは一味も二味も違う。

　何がそこまで違うのか、パッと見は分からなかったけど……そうか、あれか。

　秋晴が一人納得して頷うなずいていると、むすっとした表情のセルニアが口を開いた。

「何をジロジロと見ていますの。人権侵害で訴えますわよ」

「俺おれの視線はどれだけ精神汚お染せんするってんだよ。単に、お前が制服以外で露ろ出しゆつ少ない服を着ているのが珍しかっただけだ」

「なっ……人を露出狂の変態のようにっ!?　これは歴れつきとした乗馬服で、普段の服装もどこへ出かけても恥ずかしくないものですわよ！」

「そうは言うけど……見ろ、この轟とどろきのヘコみ様ようを」

　隣となりで地面に膝ひざをつき、哀かなしみ一杯の表情になっている轟を指差してやると、流石さすがにセルニアも頬ほおを引き吊つらせた。まあ、この甲こう子し園えんを賭かけた試合でサヨナラエラーをやらかした野球部員の如き沈みようを見れば、どれだけ自分が間違ってないと思っていても二の句が継げなくなるよなぁ。理由があまりにもアホらしいけど。

「あんまりや、酷ひどすぎやで……オレがどれだけ、どれだけ嬢じようさんが薄うす着ぎで乗馬することで起こるポロリアクシデントを楽しみにしていたか！　それにプラスして縦たて揺ゆれに身を任せて上気する表情を脳裏に焼き付けて相乗効果を狙ねらっていたっちゅうのに……この気持ち、どうしてくれるん──ぎゅぶっ!?」

「もうどうにもならないからとりあえず黙ってろ。それから一度、本格的に脳の検査とかして貰もらってこい」

「確かに、こんだけ殴なぐられてたら脳内出血とか起きとるかもしれんしなぁ。美人ナースがおる病院探しとこか」

　捻ひねりを利かせた裏うら拳けんを鼻はな面づらに叩たたき込んでやったのに何事もなかったかのように立ち上がりやがる轟を一いち瞥べつし、秋晴は大きくため息を吐く。

　突っ込むのにも疲れたので馬鹿は放っておくとして、きっとまたプルプル震えんばかりに怒っているだろうセルニアを宥なだめるべく首を回し──

「…………おぅぁ……」

　少し遅れて出て来た鳳フオウの姿が視界に入り、なんだかよく分からない声が出てしまった。

　袖そでの無いミニの青いチャイナドレスに白いゆったりとしたズボンを穿はいた鳳水スイ蘭ランは、スポーティーな感じだけどスラッとしたスタイルの良さとかやや恥ずかしそうな笑顔とかが眩まぶしくて、セルニアに負けないくらいの華はながある。

　……ただ、あるのは華だけじゃなくて。何な故ぜかその手に、身の丈たけと同じくらいの長物が。

　上の方はカバーしてあるけど……これは間違いなく、アレだ。初めて会った時に持っていた青せい竜りゆう刀とうだ。

「…………あーっと、鳳さん……どうしてそんな物を……？」

　出来るだけ相手を刺激しないようにと心掛けつつ秋あき晴はるが言うと、鳳ははにかむように笑った。いやここはそんな笑みを浮かべる場面じゃないから。

「騎き馬ばの時、いつも持ちマス。那そ个の、安定しマス」

　いやそんなの持ったらむしろ安定しないから。

「……でも、刃は物ものは危なくないか？」

「沒問題だいじようぶデス、ちゃんと刃は引びきしてマス」

　いや切れなくてもそれで殴なぐられたら折れるから。もしくは絶たれる。命とか。

　言いたいことは特売したくなる程ほどあるけど、長物が放つ圧倒的な存在感にやられて大事なことは何も言えず、秋晴はもやもやを抱かかえたままパートナーを見つめてみた。

　……何な故ぜか、頬ほおを赤らめられた。

「あ、う……那そ个の、じっと見られるの、困りマス」

「……あ、いや、そんなつもりじゃなかったんだが……」

　予想外の反応をされて、秋晴の方まで顔が熱くなる。

　……けど、鳳よ。持っている物を抱だくようにして身を縮こませるのは可愛かわいいと思うけど、それ青竜刀だから。凶きよう器きをぬいぐるみみたいに抱かれても。

「ちょっと庶しよ民みんっ、鳳さんはただでさえ異性が苦手ですのに、飢うえた獣けもののような目で見るのはお止よしなさい！」

「お前は冤えん罪ざいで人を貶おとしめるのが本当に得意だなぁ……」

　全く、どうしてこのドリルには自分の困こん惑わくが正しく伝わらないんだろーか。何フィルターを通したらそうなるんだ。飢えた獣って、むしろこっちは狩られる危険を感じてビクついてるくらいなのに。

　色々と諦あきらめた秋晴がやれやれだと頭を振っていると、遠くから馬の嘶いななく声が聞こえてきた。見れば馬うま番ばんの爺じいさんに牽ひかれて、白い毛並みが鮮あざややかな馬が馬場の中に入ってくるところだった。

「あれは、どっちの馬だ？」

「私の愛馬、スピカですわ。由ゆい緒しよ正しき血統書付きの名馬ですわよ」

「なる、サラブレッドってヤツか」

　秋あき晴はるが納得して呟つぶやくと、何な故ぜかセルニアは首を横に振る。

「貴方あなたが言っているのは競走馬という意味でしょうけど、違いますわ。スピカはイベンティングと呼ばれる総合馬術競技で何度も優勝した名馬の仔こで、競走馬程ほどのスピードは出せませんわ。それにもしそんな速度で走られたら、いくら私でも振り落とされてしまいますわよ」

「へぇ……馬ってそんなに速いのか」

「速い馬なら時速七十キロは出ますわね。車やオートバイと比べればそれ程の速度ではないと思うかもしれませんけど、跳はねるように激しく走る馬に乗ってのその速度は、ジェットコースターの恐怖どころではありませんわよ」

　言われてみれば納得だ。そういや昔、ちょっとしたトラブルで荒れた坂道を自転車で下ることになって、安定しない中を尋じん常じようじゃないスピードを出すことにとんでもない恐怖を感じたけど……きっとそれどころじゃないんだろうなぁ。

　ちなみにトラブルの原因は──

「確かに、チャリで似たような経験あるけど、風圧とかも結構凄すごくて吹き飛ばされそうになるんだよなぁ」

「……それ、自転車ですわよね？　どうしてそんな、ロードレーサーじみた速度を出した経験があるんですの？」

「昔、隣となり町のガキ大だい将しようと諍いさかいを起こしてな。まあ原因は朋とも美みなんだけど、おかげで坂道をノンストップで──」

　懐なつかしいけど懐かしみたくない記き憶おくだなぁこれ……、と秋晴が切ない気分になりながら話していると、何故だかセルニアが不ふ機き嫌げん顔に。

「……貴方の話は、大抵女性が絡からみますのね」

「へ？　いや、そんなことは……」

「お盛んで結構なことですけれど、名門の白はく麗れい陵りようでは相応ふさわしくありませんわ。特に、女性の前で話すようなことではありませんわよ」

　……ただの恐怖混じりなトラウマ過去話だったはずなのに、どういう訳か色事めいた話をしていたみたいな扱いに……？

　どこの次元が捻ねじれてそんな風になってしまったんだと首を捻ひねる秋晴を他よ所そに、プイっと視線を外したセルニアは帽ぼう子しを頭に載のせて顎あごの下で紐ひもを結び、

「──一足先に始めさせて頂きますわ。無む駄だな時間は少しでも短くするに限りますもの」

「まあ、別にいいけど……」

「それに、鳳フオウさんと一緒に疾は駆しるのは……それなりに乗馬技術に自信のある私と優秀なスピカの組み合わせでも、ほんの少しだけ危険ですもの」

「……危険？」

　競馬みたいなスピードを出さないなら、さして狭くもないんだし二人くらい乗馬しても余よ裕ゆうに思えたので、秋あき晴はるはそう聞き返して……気付く。

　澄ました顔で言ってはいるけど──目の端はしが、僅わずかにだけど震えて……？

「……鳳フオウさんの馬は人ひと懐なつっこくて良い子なのですけど……その舐なめられたり髪かみの毛をかじられたりするのは……圧迫感も凄すごいですし……それから、その……」

　言い淀よどみはするけど、セルニアの目が向いた方を見て……納得する。視線の先にあるあの青せい竜りゆう刀とうがただの飾りじゃないのはとっくに体験済みだ。ならきっと、馬に乗りながらも見事に振り回すに違いない。

　そりゃあ併走なんて出来ないよなぁ。馬だってアレがとんでもない脅きよう威いだってことは理解して暴れそうだし。

「そんなら嬢じようさん、行こか。ところでオレは何をすればええん？」

「そうですわね、特に必要もないから踏み台にでもなるといいですわ」

「踏み台て!?　物扱いにも程ほどが……いやしかし、ブーツに踏まれるっちゅうわけか。それはそれで新たな境地に至るチャンスなんか……？」

「……踏み台ではなくて絞こう首しゆ台だい行きの方が良さそうですわね」

　相変わらず脳内に新種の蠅はえが涌わいているかのような発言に冷めた突っ込みを入れつつ、セルニア達は馬ば場ばへと向かって行った。

　秋晴はそれをひらひらと手を振って見送り、二人の背中が遠くなった辺りで小さく吐と息いきを吐ついた。

　やっぱりというかなんというか、セルニアと轟の相あい性しようはあんまり良くないっぽい。まあ轟のセクハラを流すことが出来る上育科生は四し季き鏡かがみ姉かアイシェくらいだろうけど、前者はハイパードジ妹、後者にはマーダー侍じ女じよというオプションがあるし、対抗出来るのは朋とも美みかセルニアぐらいだとも思う。なのにあの様子じゃ……次回以降、本当に大丈夫なのか、あいつは。

　まあ世の中には物好きもいるし、お嬢じよう様さまの中には怖い物見たさみたいな好奇心が旺おう盛せいなのもいるだろうから、今回の件で多少ガードが緩ゆるくなるなら何とかなるかもしれないけど……どうして当人があんなお気楽モード入ってんのにこっちが神経使ってんだろうなぁ……

　心配性で気弱な自分に何となくヘコんでいたものの、誰かが横に並ぶ気配に、秋晴は顔を上げてそちらを見て……思わず、小さく声を漏もらしそうになった。

　こうして改めて見ると隣となりにいる鳳は大した存在感だった。

　いや青せい竜りゆう刀とうの影響じゃなくて、ヒールの高い靴を履はいてない異性で自分より目線が上っていうだけでも新鮮だし、そこまで露出が多いってわけじゃないけど薄うす地じで張り付くように上半身を強調するようなチャイナドレスのせいもあって、全体的には細身だけどちゃんと出るところは出ていらっしゃるから、やたら目を惹ひく。

　丸っこい眼鏡めがねのせいかちょっと地味な印象があったけど、よく見れば理知的な感じで整ってるし。……まあ、それだけに青せい竜りゆう刀とうを抱いだいているギャップが凄すごいけど。

　セルニアと良く一緒にいるから割と見ていたはずなのに、こうして二人きりになるのはたぶん初めてだ。だからかもしれないけど、初めて気付くことがいくつもある。

　手足も長いんだなーとか、チャイナドレスから覗のぞいている首筋が色っぽいもんだなーとか思いながら秋あき晴はるが観察を続けていると、鳳フオウもその視線に気付いたようでこちらを見て、照れるようにはにかんだ笑みを浮かべる。

　ちょっと不ぶ躾しつけに見過ぎたかなと反省しつつ、折せつ角かくの機会なので訊ききたいことを訊いてみることにした。

「さっきあいつ──セルニアが言ってたけど、男が苦手なのか？」

「ヤ、那そ个の……少しだけ、デス」

「なら、どうしてこんな試験に付き合ってくれたんだ？　大だい地ちや三さん家けならともかく、俺おれや轟とどろきなんてその手のタイプにはもろに嫌きらわれそうだと思うんだが」

　自分で言ってて切なくなるけど、事実だから仕方ない。中性的な美少年の大地や見た目も性格も柔にゆう和わな三家に比べれば、どう考えても自分は轟と同じ側だ。あれと一緒ってのは激烈に嫌いやだけど。

　だから素そ朴ぼくに疑問に思ったわけだけど、ちょっと戸と惑まどうような反応をみせる鳳を見て、少し意地悪な質問だったかもと反省する。本人を目の前にして『是ハイ、お前等なんか苦手デス』とは普通言えないし。

　撤てつ回かいした方がいいんだろーかと秋晴が考えていると、

「日ひ野のサン、困ってマシタ。だからデス」

「え……いやまあ確かに困ってたけど、従育科試験だぞ？　パートナーになるなんて、人助けにしてはちょっとアレじゃないか？」

　そんなアレなことを頼んだからドリルに貸しを作ることになった訳だし、ボランティアというにしても男とつるむのが苦手なら避けたがる内容だと思う。

　けど、鳳はレンズの向こうの目を細め、柔やわらかく口元を綻ほころばせた。

「セルニアと朋友ともだちの日野サンなら、沒問題だいじようぶデス。好いい人ひとに決まってマス」

　そんなことをごく自然に言われて、秋晴は数秒間ポカンと口を開けたままの停止状態に陥り、それが解けた後も頭の中をはてなマークに占せん領りようされてしまう。

　──友達？　セルニアと、自分が？

　いやまあ仲はそう悪くないというか仲が悪すぎて逆に気き易やすいというかそんな関係ではあるけど……友達って言われると…………どうなんだそれは？　相手が上育科だからどうこうっていうのは気にしないけど、それでも相手はあのドリルだぞ？

　確かに携帯の番号は知っているし、休みの日に勝負という名の暇ひま潰つぶしに付き合わされたりもするし、昔から知っている朋とも美みを除けば従育科で一番親しい存在なのかもしれないけど……

　でも──と、どうしても思ってしまう。これだけ挙がれば否定する方が変なのに、何となくセルニアとの間に『友達』という関係性を当て嵌はめるのは違う気がして、なんかむず痒がゆいというか落ち着かない感じだ。

　あと、いい人っていうのもなぁ。悪人のつもりはないけど善人ってわけでもないし。それに朝からポコポコ轟とどろきの頭をど突き回してるのを見ているはずなのに、どうしていい人って思えるんだかも不思議だ。

　ぐるぐると思考がまとまらないまま空回りして秋あき晴はるが何も言えずにいると、鳳フオウは馬ば場ばへと目を向けた。

　そして馬に乗ってゆっくりと駆かけだしたセルニアを見つめて、

「セルニアは朋友ともだちで、とても好いい人ひとデス。白はく麗れい陵りように入った時、馴な染じめずにいたワタシに一番に話しかけてくれたの、セルニアデシタ」

「へぇ……」

「とても明亮あかるく、極好すてきデス。ワタシもあんな風になりタイといつも思ってマス……」

「いやー……それはどうだろうなぁ……」

　思わず本音を口にすると、鳳はこっちを向いて目を瞬しばたかせた。なんだか不思議そうにしているけど、秋あき晴はるとしてはその反応の方が不思議だ。

　馬場から響く馬の足音を頼りに当のセルニアを見てみれば──まあ、確かに格好いい。どれくらいの速度かは分からないけど傍はた目めからは充分に速く走る馬に乗る姿勢も、帽ぼう子しのせいでちょっと見えにくい横顔も、憧あこがれたくなる気持ちも分からなくはないってくらいの眩まばゆいオーラを発している。

　とはいえ、だ。

「あいつだって欠点だらけだろ。まあ長所と短所は紙かみ一ひと重えって説もあるからそこが魅力かもしれないけど、それはなんっつーか、そいつらしさがあるからじゃないか？」

「らしさ、デスか？」

「ああ。ぶっちゃけると、お前があのドリルみたいな態度取ってもまるで似合わないぞ。違和感しか無いな」

「…………デスか」

「デスだ。……だからまあ、控えめな感じもいいと思うぞ？　セルニアにしろ朋美にしろ自己主張激しいし、こう、大人おとなしくて慎つつましやかなタイプもいてくれた方が俺おれとしてはかなりありがたいよ」

　朋美にセルニアだけでもギブアップしたくなるのに他ほかにも四し季き鏡かがみ姉妹やら二年上育科組やら色々と個性強すぎる面々が揃そろっていて、ここにもう一人ドリルクラスが出てきたらもう心安まる時間は無くなるに違いない。

　確かに鳳フオウの外見だと堂々としていればとても格好いいだろうけど、今のちょっと地味な感じも悪くないって思うし、どう考えてもセルニアみたいな性格にはなれないだろうし。あんな風になるなら魂たましいレベルから改造しないと駄だ目めだろ、きっと。

　秋あき晴はるがそんなことを思っている間、鳳はこっちを見たり俯うつむいたりを繰り返しながら何やら考えていたようだった。

　そして、ややあってから胸に抱いだいた青せい竜りゆう刀とうを持ち直して、

「……是ハイ。日ひ野のサンの言うこと、分かりマス」

「まー、あんま深く受け取られても困るけど。ただ、あんな性格のヤツ同士ってのはどう考えても仲良くなれないだろうから、あいつと仲良くするんなら今のままの方がいいだろうな」

「是ハイ、それも分かりマス。ワタシは彩さい京きようサンや日野サンのように、セルニアと張り合うこと出来ないデスカラ」

　そう言うと、鳳はクスリと微笑ほほえんだ。なんというか見ていて落ち着く笑みで、秋晴も口元を綻ほころばせてしまう。

　あー、なんだろう、この感覚。普段前へ前へと出まくる奴やつ等らに囲まれているからか、このちょっと控えめカロリーオフで仕上がり柔やわらかな感じが、凄すごく安心する。

　ぼんやりほんわかしていたところにどこからか高く嘶いななく声が聞こえてきて、秋晴はそこで思考を中断。ハッとしたように目を開いた後で嬉うれしそうに眦まなじりを下げる鳳に、

「なあ、もしかしてお前の馬か？」

「是ハイ、そうデス。あの声はワタシの黒雷ヘイレイデス」

　そう言ってパートナーが馬ば場ばへと近付いていくので、秋晴はそれを追いながら馬ま房ぼうへと視線を向けて、

　…………なんだか、おかしなモノを見た。

　これは、あれか。遠近感が狂ったのか？　じゃないと、だって、セルニアの乗る馬より遠くにいるはずの黒い馬が、あんなに大きく見えるわけが──

「黒雷！　こっちデス！」

「え、ちょ、まだ心の準備が──っうおぁ!?」

　鳳の呼びかけにピクンと耳を跳はねさせた次の瞬しゆん間かん、黒馬は馬うま番ばんの爺じいさんの手を離れて鳳へと一直線に駆かけてきた。

　なんかドドドドド──って感じに地鳴りみたいな足音を立てて、柵さくにぶつかるスレスレで止まった黒雷は、一言で表すと……

「…………どこの漫画に出てくる馬だよ、これ」

　馬のサイズに詳くわしくない秋晴だけど、どう考えてもこれはおかしい。やたらでかいっていうかでかすぎる。そりゃあこんな馬に蹄ひづめで踏まれたら一撃で頭ず蓋がい骨こつがグシャッとなるだろうよ。前に学校の行事で牧場見学に行ってばんえい競馬で走ってた馬を見たことがあるけど、馬体重一トン越えしていたそれより目の前にいる黒馬の方がでかい。

　まあ……馬上で青せい竜りゆう刀とうなんて振るんなら、馬の方もしっかりしたヤツじゃないと駄だ目めなんだろうとは思うけど……それにしたって、これは……

「黒雷ヘイレイは十歳さいの誕たん生じよう日びに祖そ父ふから貰もらった馬デス。生まれる時代が違えば、三国一の武ぶ将しようの乗馬になった、みたいデス」

「……いや確かにそう言われれば頷うなずくしかない説得力があるけど……こんな馬を手に入れるって、お前の祖じ父いさん、何やってる人なんだよ」

「ヤ、那そ个の……客家ハツカと華か僑きようの混在組織の、長老してマス」

　…………今、なんか組織って単語が……？

　いや別に怪しい単語じゃないし、普通に使われる単語だし、会社も組織だし…………でもなんだろう、このスルーしちゃいけないような空気は。それにどうして鳳フオウさんは気まずそーな顔をしていますかね？　あと青竜刀がより一層禍まが々まがしい物に感じられるようになったのはどういうことだろうな？

　こう、裸はだかの王様を目の前にした家来のような感じで、訊ききたい自分と言ったらヤバいと思う自分のせめぎ合いで、秋あき晴はるは何度も口を開けたり閉じたりした後、

「……とりあえず、深くは突っ込まないでおくな」

「……是ハイ。那そ个の、助かりマス」

「……いや、気にしないでいいから……」

　そんな、ヘタれたやり取りをして。

　鳳の家で執事というか黒服というか懐ふところにナイフと銃じゆうを忍ばせる人になった自分を想像し、世の中には罠わなが一杯なんだなぁ……と、秋晴はしみじみ思った。
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　愛馬から降りて馬うま番ばんのお爺じいさんに手た綱づなを引き渡した後、セルニアは帽ぼう子しを脱ぬいで軽く頭を左右に振った。帽子の中で蒸れて汗あせで濡ぬれていた部分に新鮮な空気が触ふれて、それだけで爽そう快かいな気分になる。

　久しぶりに馬を駆かけさせて、少し胸の内のムカムカは薄うすれた気がする。本当はもう少しスピカとの時間を楽しみたかったけれど、鳳の黒雷が乗馬準備を終えたようだったので止やめておいた。黒雷自体は大人おとなしくて人ひと懐なつっこい良い馬なのだけれど、あの巨体プラス鳳の持つ青竜刀にスピカが怯おびえてしまうので仕方がない。

「おう、お疲れさん、なかなかええ感じやったで。オレとしてはもう少し腰こしを上げてくれた方が楽しめたんやけど」

「……貴方あなた、セクハラしないと息が出来ない生物か何かですの？」

　馬ば場ばから出てすぐに声を掛けてきた轟とどろき慎しん吾ごにそう言い捨てて、軽けい蔑べつの視線を向ける。それをにまにま笑って受け止めるのだから、やっぱりこの男はおかしいと強く思う。

　それでもタオルを持参してくる辺りは従育科としての配慮があって、とてもちぐはぐな感じがする。紅茶のことといい、これで性格がもう少しまともなら卒業後は知ち己きの家に紹しよう介かいしても問題ないというレベルなのに、ある意味勿もつ体たいない。男色家で使用人が男しかいない知り合いもいるので、そこに預ければ少しは矯きよう正せいが利くかもしれない。

　そうこう考えていると、入れ違いで鳳フオウが馬場の中に入って行き、寄って来た黒雷ヘイレイの首を優しく撫なでる。

　……そして鐙あぶみも付けていない簡素な鞍くらと手綱たづなだけを付けた愛馬に、青竜刀を使って棒高跳びをするような要領で、器用に騎き乗じようした。

　曲芸のようなことを涼しい顔でこなす友人は、いつものこととはいえ──

「……なんか地味なのか派手なのか良く分からないヤツだなぁ」

「全くですわ──って、庶しよ民みん?!　いつの間に背後にっ、何を企たくらんでますの!?」

「いや別に、ただ鳳のサポートでもしようかと思っただけだが……まるで必要なかったな」

　感心しているのか呆あきれているのか分かり難にくい秋晴の言葉を聞きながら、セルニアは気を取り直すべく「フン」と小さく鼻を鳴らした。この庶民に僅わずかでも動揺を気取られるなんて、それはプライドとか色々なものが許さない。

　不意打ちされて鼓こ動どうが速くなっているのが少し悔くやしくて必要以上に秋あき晴はるを睨にらみつけ、それでいて優ゆう雅がさを失わないようセルニアは自慢の髪かみを手で梳すいて後ろに流し、

「珍しく気を利かせたみたいですけど、全くの無む駄だでしたわね。まあ、庶民らしいといえばそうですけど」

「みたいだな。……ま、やれるだけやるよ」

　軽い挑ちよう発はつを含んだ発言だったのに、秋晴は気にする様子も無く馬場の中へと入っていく。

　その行動に、むしろセルニアが慌あわてる羽は目めになった。

「ちょっと、どこに行きますのよっ!?　馬場の中は危険だから外でお待ちなさい！」

　もう黒雷は走り出しているので、一歩間違えば跳はね飛ばされて大おお怪け我がになる。その上、鳳は走りながら青竜刀を扱う練習をするので、危険は倍増している。

　そんなことくらい馬に関する知識が無くても現場を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだろうに、日ひ野の秋晴は無む頓とん着ちやくに中から入り口の柵さくを閉めて、

「危ないのは分かるから外側で邪じや魔まにならないようにしておくって。まあたぶん大丈夫だろうけど、いざという時に備えておくだけだから」

「いざという時ってなんですのよっ!?」

「鳳が乗馬上う手まいっぽいのは分かるけど、それでもあんなモン振り回してれば万が一ってことがあるかもしれないだろ。だから一応、な」

「ッ……貴方あなたがそこにいる方がよっぽど事故が起こる確率が高くなりますわよ！」

「あー、平気だろ。鳳フオウに言ったらこっちにはあんまり来ないようにするって返されたし、あんだけでかい馬がこっちに来たら這はってでも柵さくの外に逃げるしな」

　そう言われては、セルニアにもう言葉は残っていなかった。腹立たしいことにこの庶しよ民みん、こちらの正論に一々対処策を投げ返してくる。折せつ角かく、フレイムハート家の息そく女じよたる自分がほんの少しだけとはいえ心を砕くだいてあげたというのに、これだ。

　またムカムカとしたものが喉のどの奥から上がってくる感覚と勢いに任せて、セルニアはプイッと顔を背そむけ、

「そこまで言うのなら勝手にすればいいですわっ！　ただし鳳フオウさんに怪け我がなどさせたら承知しませんわよ！」

「あいよ、了りよう解かい。どれくらいかかるか知らないけど、そっちは木陰かレストハウスの中で休んでてくれ」

　こちらの声をさらりと受け流す返答がまた苛いら立だたしくて、セルニアはズンズン歩いてレストハウスの陰に入り、そこで七代に渡る仇きゆう敵てきを見るような目で秋あき晴はる──じゃなくて、馬ば場ばを見つめた。

　白はく麗れい陵りようの馬場は広い。馬が全力で走り回るには狭いけれど、軽く流して走ったり一時的にとばすくらいならば余よ裕ゆうすぎるスペースがある。直線距離にして三ハロン、約六百メートルあるのだから、いくら馬が速いといっても迫ってくるのを見て取ってから柵の外に避ひ難なんするには十分な時間があるはずだ。……あの庶民の言う通りなのが、本当に腹立たしい。黒雷ヘイレイのパワーなら柵ごと吹き飛ばせるはずだから、いっそ宙を舞ってみればいいのだ。

「なんや、不ふ機き嫌げんそうやな嬢じようさん。馬走らせてスカッとしたんとちゃうんか？」

「貴方あなたも不機嫌の元ですわよ、この痴ち漢かん。あの粗そ野やで偉えらそうな庶民同様、蒼そう天てんを高らかに舞うがいいですわ」

「どないすればそないな展開になんねん……」

　肩かたをすくめ、轟とどろき慎しん吾ごは「よっこらせぇっ、と」と年寄り臭くさい声を上げながらセルニアの隣となりに陣じん取どった。あともう十センチ距離が近ければ今すぐ試験を止やめるか黒雷相手にカウボーイの真ま似ね事ごとをするかを迫るところだったが、ギリギリで耐えられる近さだった。

　しかしどうにしろ不快指数を上げてくれたことには変わりない。なら腹立ちを紛まぎらわす為ためにも、時に理不尽に晒さらされても耐えなければならない従者の厳しさを教える為にも、ここは一つ脛すねにブーツの踵かかとでも叩たたき込んでおくべきかもしれない。

　これまでの経験から『骨は折れないけど物凄すごく痛い』ギリギリの蹴けりを食らわせてやろうとセルニアが意気を高めていると、「しっかしなぁ」という轟の呟つぶやきが水を差す。

「あっきーもあんな面つらの癖くせに真ま面じ目めさんやで。苦労性しようっちゅうのはあの手のタイプに贈るべき言葉やな」

「……フン、あの男のどこが真ま面じ目めだと言いますの？　ジョークならそれなりに笑えますけど、コメディアンを目指すなら疾はやく退学することですわね」

「おおぅ、なんちゅう極端な……せやけど実際、あっきーは真ま面じ目めなもんやで？　深み閑かんセンセに鬼おにのように扱しごかれてるっちゅうのに、毎朝自主トレしとるし、たまに夜も走っとるみたいやしな」

「…………そ、そうなんですの？」

「そや、授業の後で居残り食らう時も……んん？　女教師と居残りで訓練て、ひょっとしたらめっさええシチュエーションなんか……？　……個人授業……」

「そんなことはどうでもいいですわよセクハラ男っ。今は、あの憎にくき日ひ野の秋あき晴はるの…………ええと……」

　弱みを握ることが、と言おうとして、しかし今のところちっとも弱みに繋つなががる内容じゃないことに寸すんでで気付き、セルニアは口くち籠ごもってしまう。

　こういう時は何が正解だったか。轟とどろきに興味の方向性を勘かん繰ぐられないよう、自分と秋晴が敵てき対たい関係にあるという事実を認めさせた上で情報を引き出す為ための魔ま法ほうのワードは──

「そうっ、つけ込む隙すきを知ることが大事ですのよ！」

「……あっきー、苦手なことは山やま程ほどあるらしいで？　詳くわしくは知らんけども、小さい頃のクラスメイトにトラウマメーカーがおったとかなんとか……まっ、そないなことどうでもええねんけど」

「どうでも良くありませんわよっ!?　何ですのその勝手な判断は?!」

「えー、どうでもええやん。オレＳっ気ないし、むしろソフトにもハードにも対応するフレキシブルなＭやし」

「その情報こそどうでもいいですわよっ！」

　何が悲しくてこの変態の性せい癖へきなんか聞かされなければならないのかとセルニアが声を荒げれば、轟は嬉うれしそうな顔をするので本当に始末に負えない。

「あっきーな、あんな風体しとる割に真面目で家庭的な奴やつなんよ。ガキの時分に『将来の夢はお嫁よめさん』とか言うとったらしいし……って、嬢じようさんもカミングアウト現場にいたんやろ？」

「そういえばそんなこともありましたわね」

「実際、家事は大抵のことが出来るらしいで。けど見とる限り、要領はそれ程ほどようない。そん代わり出来ないことでも愚ぐ痴ちらず黙々とやっとる。あれは当たり前に努力が出来るっちゅうか、そうしてきたタイプやな」

「……俄にわかには信じ難いですわね。イメージが……」

　そこまで言ったところで、セルニアは口くち籠ごもる。

『イメージが重ならない』と続けようとしたものの、よく思い出してみれば、確かにそれらしいところはいくつかあった。初めて食堂で奉ほう仕し活動をするという時も途と中ちゆうまではちゃんとした対応が出来ていた気がするし、この前の試験で家に来た時も使用人のアンナに色々と仕事に関する質問をしていたらしい。

　馬ば場ばの内側で柵さくに寄りかかるようにして立っている秋あき晴はるの背中を見ていると、ちっともそんな風には思えない……けれど……

　夏休みに彼の従い姉と妹こが白はく麗れい陵りように来た時、偶ぐう然ぜん──そう、あくまでも偶然立ち聞いてしまった話を加味すると、抱いだいていた印象が揺らぐ。

　勿もち論ろん、単に同情している訳ではないはずだ。世の中にはいくらでも不幸が転がっている。かといって同情に値しないかと言われれば首を横に振るしかない、が……

　あの時──石像の裏で動けずにいた自分の胸の内で、疼うずくような感覚の中で揺らめいていた感情は、同情とは絶対に違う何かだと──

「そや、今日だってあっきーの真ま面じ目めさんぶりは発揮されとったで。自覚は全くないんやろうけども」

　思考に沈みかけていたところに横から声が届き、セルニアは思わずピクンと体を跳はねさせてしまう。

　しかし貴族の意地としてみっともない反応など見せるものかと項うなじに吹き出していた汗あせを拭ぬぐう仕し種ぐさで誤ご魔ま化かし、何事もなかったように返してみせる。

「そ、そうですの。そんなことには暴落した株券程ほどにも興味は持てませんけど、言いたいのであれば勝手に言うといいですわ」

「いやな、燕えん翠すい楼ろうに向かう時のことなんやけどな。自分が仲ちゆう介かい役したっちゅうのを気にしとったらしくて、わざわざオレに言うてきたんよ」

　にやー、と嬉うれしそうに口くち端はを吊つり上げた轟とどろき慎しん吾ごは、セルニアの目を覗のぞき込むように顔を傾けると、

「『──あんまりセルニアに迷めい惑わくかけるなよ。単純でからかい甲が斐いのあるヤツだけど、調子に乗って妙みようなことしたら後でボコるからな』、ってな。やー、大したナイト発言やで。よっぽど責任感強いか、それとも嬢じようさんに惚ほれとるかのどっちかな、あれは！」

「なっ……!?」

　突とつ拍ぴよう子しもなく飛び出したまさかの発言に、セルニアは絶句してしまう。

　だってそんなこと、考えもしなかった。口を開けば大抵は癇かんに障さわることを言ってくるし、普段の態度もああだ。好意を抱いだかれているだなんて考える方がおかしい。

　つまり責任感からの発言で…………けれど、もしかしたら、ということも……

　──落ち着くべきですわ、とセルニアは自分に言い聞かせる。

　情報源はセクハラ男で、信用なんかこれっぽっちも出来ない相手だ。それに従育科ワーストペアといえるあの庶しよ民みんと、何か結けつ託たくしている可能性もある。今回の試験自体が策さく謀ぼうの一つかもしれないのだ。

　……けれど、違う考え方もあるかもしれない。何しろフレイムハート家の息そく女じよであると同時に、家名に負けない容姿と中身を持ち合わせたこの自分だ。社交界では若者だけでなく壮年男性からもアプローチを受けることが珍しくないし、市し井せいの民にとっては高たか嶺ねの花。笑顔の一つも向ければ大抵の男性は簡単に骨抜きに出来る。ならばあの庶しよ民みんだって──ということも、あり得ることのはず。

　しかし──けれど──そんなことは──

　いくつも浮かんでくる否定の言葉に、セルニアはどれが正解かを見出せずにいた。

　……ただ、一つ。一つだけ確かなことがある。

　どういう訳か浮かんでくる、見知った顔。忘れられるはずもない名前。

　──彩さい京きよう朋とも美みというクラスメイトがこうも混乱させる原因の一いつ端たんであるということだけは、理由も確証もなく、ただ事実として理解出来ていた。
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　──なーんか、気分悪いんだよなぁ。

　どうしてそう思うのかも分からず首を捻ひねりながら、秋あき晴はるは胸の内で呟つぶやいてみた。

　試験は、それなりに順調だった。

　鳳フオウの乗馬姿は想像していたような豪ごう快かいなものではなくて、どちらかというと日本舞ぶ踊ようみたいな余よ裕ゆうと繊せん細さいさが混ざり合ったような美しさがあって感動したし、馬の方も気き性しようが良くて触さわっても大丈夫だったし、ミスする程ほどに出来ることもなかった。

　鳳は現在、セルニアと共にレストハウスで汗あせと馬の匂においを落としている真まっ最さい中ちゆうで、それが済んだら軽くアーチェリーをして、今回の試験は終了だ。何の問題もない。

　……なのに何な故ぜか、面おも白しろくないよーな気がする。

　それは建物の陰で休むセルニアと轟とどろきのツーショットを見ていた時からもやもやと湧わいてきて、まだ燻くすぶっているようだった。

　秋晴としてはそんな自分の感情がさっぱり把は握あく出来ないので、余計にイラっとくる。

　たぶん、自分が真ま面じ目めに試験に取り組んでいるってのに楽しげにお喋しやべりなんぞに現うつつを抜かしていた轟の態度が気に食わなかったんだろうけど、あの馬鹿の馬鹿さ加減は良く知っているはずだから今いま更さらって感じもする。

　なので結局理由は分からず、秋晴はため息を吐つくしかなかった。

「やれやれだなー……試験終わったら大だい地ち誘って街にでも出て、憂うさ晴らしすっかな。あんまり時間は無さそうだけど」

　ついそんな独り言も出てしまう。自分でもどうかと思うけど、ただでさえ緊張感を保てない今回の試験の中でも特に空気が緩ゆるんでいるんだから仕方がないかもだ。

　セルニアと鳳フオウはレストハウス内の風ふ呂ろ、轟とどろきはどこかへ消えて、今は秋あき晴はる一人きり。これで気を引き締めろって言う方が無む茶ちやですよ。

　暇ひまだしなんかテンションも低くなっているから、気分転換に自慢の髪かみがギュルギュルしすぎてえらいことになってしまい慌あわてふためくドリルの絵でも地面に描こうかと、秋晴は適当な長さの枝を探、

「おぅっ、大変やであっきー！　緊急事態やエマージェンシーやぼへぇっ!?」

　……そうとしたところを思わず殴なぐりたくなる声が急接近してきたので、つい反射的に轟の首を刈るようなラリアットを決めてしまった。

　タイミングがバッチリだったらしく、確かな手て応ごたえと共に空中でぐるんと一回転した轟が顔からぐちゃっと地面に落ちる姿を見届けて、少しだけスッキリ。うん、やっぱストレスは溜ためるもんじゃないな。

　軽く痺しびれが残る右腕うでを回して、秋晴は爽そう快かい感かんのままに軽い口く調ちようで地べたに這はう粗そ大だいゴミ以下な同級生に声を掛けた。

「で、十分近く消えていた癖くせにいきなり現れて騒ぐなんて、何をしたいんだお前？　試験中だって忘れてないか？」

「忘れとらんで！　忘れとらんからこそやがな！」

　抗議の声を上げ、轟は予想通りあっさり起き上がる。……うーん、下へ手たしたら頸けい椎ついがヤバいことになりそうな一撃だったのに、あっさり復活しやがるなぁ。脳内麻薬が出過ぎて痛くなくなってたりするんだろーか？

　人体の不思議というかむしろこいつ本当に人間なんだろーかと秋晴が訝いぶかしんでいると、轟はギラリと伊だ達て眼鏡めがねの奥にある両目を光らせて、

「とにかく、時間がないんや！　行くで！」

　そう言うが早いか秋晴の手首を掴つかみ、猛もう然ぜんと走り出した。

　唐とう突とつな行動な上に結構な力で引っ張られ、秋晴は目を丸くしながら付いていくしかない。

「行くって、おい!?　どこに行くつもりだよ」

「行けば分かるて！　事件は現場で起こるんや、つまり現場に行けばそれで解決やって！」

「いや意味不明な理屈こねんなよ！」

　言っている内容は物凄すごく馬鹿なのに、走る速度と手に込められた力は本気そのものというちぐはぐさ。一体これは何なんだって思うけど、冷静になって考えを巡めぐらせる前に轟の言うところの現場に着いたらしかった。

　レストハウスをぐるっと半周して裏側に回り込んだところで足を止めた轟は、二メートル半はある外壁を睨にらみつけて、

「ここやっ。ええか、あんま騒ぐんやないで。既すでにここは戦場や、気ぃ抜いた奴やつから死んでいくことになるで」

「……いや、本格的に意味分からんっての。大体、ここが何なんだよ？」

「耳、澄ましてみ。それで分かるはずや」

　いつもなら『いいから答えろよ』と言いたくなるところだけど、轟とどろきの目がいつにも増して本気な様子なので突っ込みにくい。

　やれやれだと思いながら秋あき晴はるが意識を聴覚に集中すると、遠くで馬の嘶いななく声が聞こえ、それから風で後ろにある植え込みの葉が擦すれる音があって、他ほかには『サー……』という水が流れ落ちるような──

　…………って、水音？　こんなところで？

　眉まゆを顰ひそめた秋晴は、聞き間違いかと水音らしきものに意識を絞しぼる。けどやっぱり水の流れる音がして、しかもそれは壁の向こうから聞こえて来ているらしかった。

　思わず目の前の壁を見上げると、隣となりにいる轟が頷うなずくような気配がする。

「そうや、この向こうや。実はやな、このレストハウス……普通のシャワー室以外に、露ろ天てん風ぶ呂ろが付いとるんや。ちっちゃいらしいけども檜ひのきで出来た雰ふん囲い気きのあるモンで、他ほかにもサウナとか色々あるんや」

「この、如い何かにもテニスコートの横にありそうな外観で露天風呂かよ……」

「問題はそこやない。今現在、露天風呂に使用者がおるっちゅうことが最重要事項や……！」

　そう言うと、轟はぐっと握にぎり拳こぶしを作って見せた。

　そして秋晴は、全すべてを悟さとった。

　──普通ならレストハウスで、しかもこんな夏の真まっ昼ぴる間まから露天風呂を使うヤツなんていない。シャワーがあるならそれで十分だし、露天の温泉は女子寮りようにもあると聞く。なのに露天風呂を使うような人物に、秋晴は心当たりがある。

　このタイミングで、ということもあるけど──家が熱海あたみにあって、温泉が好きだと半ば公言していたヤツが、ついさっきまで一いつ緒しよにいた。

　該がい当とう者しやに思い当たると同時に、何をする為ためにここに連れて来られたのかも理解して、秋晴は愕がく然ぜんとして轟を見やった。

「…………おい、まさかお前……」

「さあ、伝統恒こう例れいな桃色行事の出で歯ば亀がめミッションや！」

　──予想通りで、最悪すぎる返事がきた。

「っざけんなおい！　試験中に、しかも俺おれを巻き込むんじゃねえっ。やりたいんなら一人の時にやれよっ！」

「あっきーのアホっ、平時に一人でやったら笑って済まされへんやろが！」

「いや試験中でも許されねぇよ！」

「イベント中に複数人数で行うんならそれは溢あふれすぎた青春の暴走っちゅうことで許されるマイナールールがあるんやって！　単独で普通に覗のぞいたら立派な犯罪やけど、イベントなら！　なんとなく許されそうやろ?!」

「だから許されねぇって言ってんだろ!?　大体っ、」

　──カラララララ、という『何か』がスライドされたような音が耳じ朶だに響き、秋あき晴はるは怒鳴りかけていた言葉を呑のみ込んだ。

「っ……!?」

「ぉう、来よったな……！」

　こっちは緊張感と焦しよう燥そうが噴ふん出しゆつして嫌いやな汗あせが出てるっていうのに、轟とどろきは舌したなめずりなんかしていた。目は血走っているというかむしろ血迷っている。

「オレらを待たせているだけに露ろ天てん風ぶ呂ろまで来てくれるかどうかは賭かけやったけど、神さんはこっち寄りのえろえろ爺じじいやったっちゅうことか……信じる者は救われる、僅わずかな可能性を信じて突貫作業を頑がん張ばった甲か斐いもあったっちゅうもんや」

「どちらかというと試験に参加する為ために費やした努力を考慮しろよっ!?　マジに退学になるぞ、お前っ。つーか俺おれもか……?!」

「大丈夫やって！　古こ今こん東西、学生がイベント覗のぞきで退学になったことなんてないんや……そんなん常識やんか……く、ふふ……」

　緩ゆるみまくった笑みを浮かべる同級生の姿を見て、秋晴は「あぁ……」と声を漏もらしてしまった。こいつはもう、いつものセクハラ大好き轟慎しん吾ごとは違う。こっちの常識が通用しない世界と脳内リンクしちまっているに違いない。

　でも実際問題、覗きなんて実行したらアウトに決まってる。レッドカードで一発退場を食らっても『まあそうだよなー』って感想を抱いだくしかないくらい完かん璧ぺきに反則っていうか、むしろ犯罪だし。

　今も「壁一枚、その向こうに広がるユートピア……！」とか呟つぶやいている轟は、もう正常な判断力が残ってない。それに巻き込まれて退学なんて嫌すぎる。原因が覗きって、そんなの確実に社会的居場所を無くす退学理由だよ。元から会いたくないとはいえ、どの親しん戚せきにも顔見せ出来なくなるなぁ。祖じ父いさんとか墓前で泣きそうだし。

　──と、いうことで。

　ここはもう、自分が何とかするしかないな。

　よし、と覚かく悟ごを決めた秋晴はさりげなく轟に近づいて、唐とう突とつにあらぬ方向を指差し、

「おい、あれ見てみろ。あんな所で深み閑かんがサンバの衣い装しよう着て、ファイヤーダンスの練習しながら手招きしてるぞ？」

「はっはー、そないな見え見えの嘘うそに騙だまされるオレとちゃうわ！　──だがしかしっ[image: ]％でも可能性があるならアイコラでしか見れへんような映像を我が目でという欲望に従うのが漢おとこの生き様！」

　活いき活きとした声で言いながら、轟は指差された方向を勢いよく振り向く。

　それと同時に、秋あき晴はるは一気に踏み込んで、

　──隙すきだらけの股こ間かんに、容よう赦しや無しに膝ひざ蹴げりを叩たたき込んだ。

「……っ……!?　……こ、ぉっ…………、っ……?!」

「──許せ。同じ男としてこの攻撃だけはしたくなかったんだが……」

　口をパクパクと開け閉めし、悶もん絶ぜつしながら内うち股またになって崩くずれ落ちる轟とどろきに、秋晴は目を伏せながら言う。

　見開かれた目は『なのに何な故ぜ……!?』と明確に問いかけていたので、

「だってお前、すぐに快かい復ふくしやがるから……大丈夫、感かん触しよくからして潰つぶれてはいない。致命的なことにはなっていないはずだ。…………たぶん」

　言いながら、そっと目を逸そらす。実はあんまり自信はなかったりした。けど、他ほかに思いつくのはスリーパーで気絶させるか、昏こん倒とうするまで殴なぐり続けるくらいだしなぁ。どっちも加減が分からないからうっかり死なせかねないし。それに比べて金的攻撃なら、最悪轟に新たな人生を歩ませることになるくらいで済むだろうし。

「ぉっ……オレ、が、死んで、も……っ…………第、に、だい、三、のっ……」

「いやそんな瀬戸際なラスボスセリフ吐はかれても。いいから寝てろ、あいつらが戻って来るまでには起こしてやるよ」

「…………無念、や……」

　そう言い残すと、ぶくぶくと口くち端はから泡あわを吹き出しながら轟はガクンと頭を垂れて地面に伏した。

　どうやら気絶したらしいのを確認し、秋晴はやれやれだと息を吐く。急所攻撃も効かなかったらどうしようかと思ったけど、ちゃんと効果があって助かった。……いやまあちょっぴりやりすぎた感もあるけど、最後にあんなこと言う余よ裕ゆうがあるんなら平気かな。それに退学するよりはマシだろうし。

「……あー、なんかすっごい疲れた……」

　ただでさえ浮かない気分だったところにこれだ。しかもこれから轟を引きずって移動しなくちゃならない。

　疲れたので動きたくないけど、さっさとこの場を離れないと──

「ン……これ、いいデスね」

「そうですわね。少し温いですけど……気持ちいいですわ」

「…………ちっ」

　壁の向こうから二人の声が聞こえてきて、秋晴は舌した打うちをして強こわ張ばった体に活かつを入れる。

　残り時間はあまりなさそうだ。

　少しでも早く逃げないと──

「是ハイ、とても……ンッ、酥癢くすぐつた……！」

「フフ……鳳フオウさんはこういうの、弱いんですの？」

「ゃ、是ハイッ……不だ行め、デス……ッ」

「ん……ッ……私も少し、くすぐったくなって……」

　…………

　…………。

　…………。

「……………………………………はっ!?　俺おれは今、何を……?!」

　無意識の内に体が露ろ天てん風ぶ呂ろに近付いていて、しかも手が壁に向かって伸びているという状況に、秋あき晴はるは慌あわててその場から後ずさる。
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　そんなつもりは全くなかったのに、向こうから聞こえて来る声につられて、体が……危険、このシチュエーションは余りにも危険……！

　駄だ目めだ、自分の理性が信じられなくなりそうだ。このままだと壁のどこかにあるはずの覗のぞき穴を探す作業に入りかねない。

　そりゃあ健全な青少年なんだから、同年代の、それもうっかりするとテレビや雑誌に出ていても全然おかしくない容姿の女子が、壁一枚向こうで普段纏まとっている衣服を脱ぬぎ捨ててイチャイチャしている場面なんて見たいに決まっているけど……それをやったら、本気で色々と終わる……！

「これは……急がないと、まずいな……」

　いつまでもここにいると間違いを起こしてしまいそうなので、秋あき晴はるは頭を振って理性に呼びかけつつ、轟とどろきの制服の首根っこ辺りを掴つかみ、

「と、とっ……」

　よっこらせっと引き上げようとしたものの、脱力しているからか意外に重い。

　ややバランスを崩くずし、倒れそうになるのを壁に手をついて防ぎ、




　──支えになるはずの壁が、そのまま倒れた。




「うぇっ……!?」

　なんでっ、と脳内を疑問が埋うめ尽くすけど、そんなことに気を取られていられなかった。

　傾いていく視界の中、じたばたと腕うでを振って足を踏ん張るけど、最も早はや体勢は立て直せない。

　必死になって掴めるものを探すけど、一部が抜け落ちた壁は、もう手を伸ばしても届かない位置に遠のいていて、

　──その時、秋晴は不意に気がついた。

　大きくぽっかり、横一メートル縦たて二メートルくらいの楕だ円えん形けいに空いた壁。それが、どう考えても腐くさったとか事故だとかは思えない感じで、綺き麗れいに切り抜かれているということに。

　……そして過よぎる、轟の発言集。

『青春の暴走』

『僅わずかな可能性を信じて突貫作業を』

『死なば諸もろ共とも』

　──あの馬鹿っ、覗のぞきがバレる前提の仕掛けしやがった……！

　それに気付いたところでもう遅い。

　バッターン、といい音を立てて倒れた壁（の一部）に重なるように、秋晴は俯うつぶせ状態でぼてっと転がった。

　地味な痛みに顔を顰しかめるけど、そんなことよりもっと気にしなくちゃいけないことがあると、秋晴は顔を上げ、




　そこで見たのは、足だけ浴よく槽そうに入れて腰こし掛かけている──制服姿の二人だった。




「…………なんで？　え、あれ？　どうして、これ……？」

　びっくりした顔のセルニアと鳳フオウに凝ぎよう視しされているけど、秋晴だって驚いている。

　……何でこの二人、服着てますか？

　いや助かったといえば結果的にはそうだし、別に覗のぞくつもりも無かったけど……けど、それとこれとは話が別。全くの別問題だよ。

「…………どうして、足湯……？」

「……ち、違いますわよ。これはガラ・ルファ──通称のドクターフィッシュの方が有名ですけど…………肌はだの古い角質をついばむ習性があるので皮ひ膚ふ病びようの治療やエステ効果があって……それが入ったぬるま湯に、足を……」

　説明してくれるセルニアも、動揺しているのかちょっと歯切れが悪い。というか、普通なら説明なんかせずに速効でキレてそうな場面だ。

　けど、秋あき晴はるとしてはそれどころじゃない。

　──この、こみ上げてくる気持ちをどう表現すればいいのか。

　偶ぐう然ぜんの事故とはいえ、足を踏み入れてしまった露ろ天てん風ぶ呂ろ。

　そこに居合わせた同級生。

　なのに……なのに、どうして服を……くそぅ、壁が壊こわれた瞬しゆん間かんに物もの凄すごく『ヤバイ！』って思った陰で、ほんの少しだけど強烈に『見たかったものが、致し方なく目の前に！』とか思ったのに……それが服を着てるって、エステ効果のあるフットケアの真まっ最さい中ちゆうって……！

　轟とどろきが気絶していたのは不幸中の幸いだ。たぶんあいつがこんな詐さ欺ぎ的てき光景を見ていたら、がっくりし過ぎてショック死しかねない。

　でも……そうだよなぁ。うっかり気味なところがあるドリルだけならともかく、ちょっと奥ゆかしいところもある鳳フオウが、男が近くで待たい機きしているのに露天風呂なんて入らないよなぁ。

　そう思う秋あき晴はるも魂たましいが抜け出しそうな虚きよ脱だつ感かんに襲われて、のろのろと立ち上がり……

「それで貴方あなた……これは、どういうつもりですの……？」

　──その一言で、正気に返った。

　秋晴は素早い動作で正座に移行、バッと見み得えを切るような動作で手を前に突き出して、

「オーケー、落ち着け。もう完かん璧ぺきにこっちの不手際でこの状況じゃ弁解の余地も無いってことも承知している上で敢あえて言うぞ。──その、落ち着いて聞いて下さい」

「……よくもまあ、そんなセリフが出て来ますわね？」

「だって、違うし！　わざとじゃないし！　あとお前等試験の最中に足湯って、服着てるってどういうことだよ?!　俺おれ達のファンタジーを返せよ！」

「逆ギレですの!?　ブーツは蒸れるから放っておくと後悔する羽は目めになるんですのよっ、将来のことを考えてケアをするのは当然ですわ！」

「くっ……」

　駄だ目めだ、勢いに誤ご魔ま化かされてくれなかった。

　しょぼ過ぎな最後の手段が失敗に終わり、秋晴はがっくりと頭こうべを垂れた。

　こうなったらもう無理だ。万ばん策さくは尽きた。鳳だけならともかく、ここにおわすは高度一万メートル地点よりも沸点が低くて勢い抜群なドリル様だ、実害は無かったとはいえ露天風呂侵入という事実だけで糾きゆう弾だんされて退学に持ち込まれてしまうに違いない。

　感情高速回転な人間掘くつ削さく機きがこれ以上聞く耳を持つはずもなく、秋あき晴はるは雷かみなりが落ちるのを死刑台にいる気分で待ち、せめて最さい期ごの時はえろえろしいものに魅み入いられるのではなく清い心で迎えようと平伏する。

　その状態のまま、思えば短い白はく麗れい陵りようでの生活だったと、きつい授業ととんでもな事件のことを走そう馬ま燈とうのような感じでプレイバックし──

　……。

　…………。

　……………………おや？

　おかしなことに、いつまで経たってもセルニアから怒ど濤とうのお叱しかりが来ない……？

　違う意味で不安になってきた秋晴は、恐る恐る顔を上げ──

　そこにはこっちを焼き尽くしてやろうというくらいにギラついた目が…………あると、予想していたのに。

　実際そこにあったのは、何かを抑制するような、じっと耐えているような、そんな風に強こわ張ばった目だった。

　…………え？　これ、何？　噴ふん火か寸前で無理矢理蓋ふたをしているというより、火ひ種だねも燃料も揃そろいまくっているけど湿しつ気けのせいで火が点つかないって感じの、燻くすぶりまくったこの雰ふん囲い気きはどーいうことだ？

　こんな、覗のぞきの現行犯逮たい捕ほの瞬しゆん間かんみたいな決定的状況で爆発しないだなんて、ドリルらしくない。ここはチームのエースピッチャーがビーンボールをもろに食らったことにキレまくる外国人野球選手のように襲いかかってきてこそ、金きん髪ぱつでツインなドリル娘むすめだってのに。

　予想外の展開に、秋晴はどぎまぎしながらセルニアを見ることしか出来ない。

　そしてさらに数秒の間を置いてから、固く閉ざされていた唇くちびるがゆっくりと開き……

「──いつまでそうしているつもりですの？」

「は、ぃ？　いやその、ちょっとしたアクシデントというか野望を阻そ止ししようとしたらこんな風になってしまったというか……」

「ッ……自分のしていることがどれだけ非常識なことか少しでも理解しているのならすぐに出て行きなさいなっ！　さもないと人を呼んで大事にしますわよっ!?」

「おっ、ぅ、いえっさー！　すぐ出て行きます！」

　静かな迫力に押されて秋晴はマッハで立ち上がり、そのまま回れ右して壁に空いた大穴から抜け出した。

　途と中ちゆうで轟とどろきのスラックスの裾すそを掴つかみ、引きずりながらダッシュで移動。

「……ぇ、お……ぐおぁぉうぉぅっ!?　ちょっ、あ、後頭部っ、後頭部がめっさ擦こすれとるよ!?　熱い熱いこれは熱い頭皮ヤバいハゲとうないっ?!」

　途と中ちゆうで起きた轟とどろきが騒ぐけど、完かん璧ぺき無視。今はこの場を離れることが先決だし、あと殆ほとんどこいつの自じ業ごう自じ得とくだし。

　レストハウス入り口近くまで走って移動した秋あき晴はるは、もうこの辺りまで来たならいいかと足を止め、ついでに轟の足も離す。ぶすぶすと煙けむりっぽいものを後頭部から出しつつ転げ回る元気一杯な様子を眺ながめながら、やれやれだと座り込んだ。

「……あれって、どーいうことなんだ……？」

　絶対におかしい、と感じてしまうセルニアの態度。

　それがどうしても気になって、秋晴は何度も首を捻ひねることになってしまった。
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　──そして、夜。

　ベッドに潜もぐり込んだまま、秋晴はもぞもぞと足を動かしたり寝返りを打ったりして、ベストポジションをどうにか見つけようとする……が、

「…………眠ねむれねーなぁ……」

　これっぽっちも眠ねむ気けは訪れず、暗くら闇やみの中でぼんやりと天てん井じようを見上げた。

　眠れない理由は分かっている。それは勿もち論ろん、昼の試験での出来事が原因だ。さらに詳くわしく言うなら、セルニアのヤツが。

　露ろ天てん風ぶ呂ろでのガッカリ……じゃなくて、バッタリの時──いつものあいつならその場で騒ぎ立てて、退学一直線になってもおかしくなかった。どうにかして違う罰を受けることで退学は無しになる可能性はあったけど、何らペナルティ無しに解放されるってのはあり得ない。

　なのにあの後、レストハウスから出てきた二人に轟とどろき直じき伝でんの土ど下げ座ざで心からの謝意を表したとはいえ、セルニアは半ば無視する形で許してくれた。しかも滅め茶ちや苦く茶ちや不ふ機き嫌げんそうだったとはいえ、アーチェリーもやって、深み閑かんに試験終了の報告をするところまで付き合ってくれた。

　……あり得ない。鳳フオウが恥ずかしそうに、ぎこちない笑みで許してくれるのはまだ分かるけど、あのドリルが大人おとなしく水に流すだなんて。その場の感情を優先しまくるあいつらしくない。いやまあその結果として秋晴は助かったわけだけど、だからといってスッキリしない以上は、なかなか消化出来ないのだ。

　大体、試験が始まった時から何となく様子はおかしかった気がする。……いや、よく考えたら昨日きのうの時点でおかしかったかもしれない。

　夏休みに棗なつめが来た時以来、あんまり接せつ触しよくは無かったけど……どういう心境の変化なんだ？　それとも、何か問題でも抱かかえているとか？

　どうにしろ、秋晴にはさっぱり原因が分からない。朋とも美みに聞けばヒントくらいはくれそうだけど……でも朋美だしなぁ。ヒント一つを得る為ために心の傷を抉えぐられるのは嫌いや過ぎる。

「んー…………なんだかなー……」

　答えが出ないんだからとりあえず忘れることにして眠ねむるべきなんだろうけど、そう上う手まく頭の中は切り替わってくれない。今日は肉体的に疲れることは無かったから、深夜になってもまだちょっと元気だし。

　それに……今日の試験でセルニアと轟とどろきというツーショットを見ている時に感じた、もやっとした何かも消えずに残ったままだ。しかも正体不明のままという、クライマックス直前にＣＭが入った時よりももどかしい状態で。

　……と、いうわけで。

　とてもじゃないけど、眠れない。

　もう仕方ないと秋あき晴はるは身を起こし、ベッドの上で胡座あぐらを掻かいて、

「──なぁ、大だい地ち。まだ起きてたりするか？」

　ベッドを囲むカーテンの向こうに声を掛けてみた。

　微かすかに発光している目覚まし時計を見れば、もう日付が変わっている。普段ならとっくに自分も大地も眠っている時刻だから、あんまり期待は出来ないけど……

「……起きている、というか、誰かのせいで眠れない」

　そんな声が返ってきて、同時に音を立ててベッドの間を隔へだてているカーテンが引かれ、大地の顔が見えた。

　……うん、暗いけど分かる。不ふ機き嫌げんそうな顔で睨にらんでるな、あれは。

「悪い、うるさかったか？」

「ああ、うるさい。さっさと寝てくれ」

「いやそれが眠れそうにないんだよ。だから悪いついでで、朝まで付き合ってくれよ。なんか適当にダベろうぜ」

「朝まで…………だべる……？」

「喋しやべるってことな。トークだ、トーク。朝まで生トーク。なんか若者っぽく、無む軌き道どうに語り明かそーぜ」

　迷めい惑わくだろうなとは思いつつ秋晴が提案してみると、何な故ぜか大地の気配が固まった……ような、気がした。流石さすがに灯あかり一つ付けてない状態だと、そこまで細かいところまで見て取れない。

「あ、朝まで話をするって……そんなこと、急に言われても……」

「いや別に大したことじゃないだろ。嫌いやなら、あれだ、プロレスしようぜ。疲れたら眠れるかもしれないし、お前のとこっちのベッドをくっつけたらちょっとくらい暴れるスペースが出来るし──」

「ぷっ、ぷろれす!?　朝まで寝床でぷろれす、だとっ!?」

「なんかお前が言うと妙みようにいかがわしいなぁ……まあ朝までってのは無理だろうけど、適当に疲れるまでやって、それから風ふ呂ろ行こうぜ。そーいやお前と風呂入ったことないし」

「分かった、話すぞ！　朝まででも昼まででもいいから語る！　その代わりプロレスも風ふ呂ろも無しだ！」

　……なんか、急に乗り気になったなぁ。そんなに一いつ緒しよに風呂行くの嫌いやなのか。もしかして背中に昇り龍りゆうの彫り物があったりするんだろーか？

　まあ有り難いからいいか、と秋あき晴はるは深く考えるのを止やめにして、部屋の灯あかりを付けるべく立ち上がる。

　切っ掛けはアレだけどたまにはこんな風に同居人と親しん睦ぼくを深めるのもいいか、とプラスに受け止めることにして、まずは夏の思い出話でもするかと頭の中で思い描いた。




　──後になってから思えば。

　この時、セルニアの様子がおかしくなったことが、二週間後の騒そう動どうのきっかけだったのかもしれなかった。
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　──決戦の時が、間近に迫っていた。

　それを示すように視線をぶつけ合い火花を散らす二人の様子に、日ひ野の秋あき晴はるは思わず息を呑のむ。というか、許されるならこの場から逃げてしまいたい。

　けど実現は許されないので、こうして胃いが痛くなりそうになりながら、二人のやり取りを一歩だけ離れた位置で見守る羽は目めになっていた。

「いよいよ、ですけど……いっそ諦あきらめるという手もありますよ？　どちらが勝つかは見えていますから」

　微笑ほほえみながら挑戦的な言葉を投げたのは、泣く子を増やすトラウマメーカーな幼おさな馴な染じみの彩さい京きよう朋とも美み。

「確かに勝敗は決まっているも同然ですわね。この私がいる以上、間違いありませんわ」

　対して、腕うで組ぐみをして睨にらみつけるようにしながらも優ゆう雅がさを忘れない、ドリルな髪かみ型がたのセルニア＝伊い織おり＝フレイムハートが返す。

　二人とも秋晴にとって近しい存在だけど、どっちの味方もしたくない。選ばなかった方に恨うらまれるのが怖いから、というより、巻き込まれるだけで大おお怪け我がしそうだから。今もなんか寒さむ気けがするし。

「あら、それはフレイムハートさんが原因で負けるということですか？　そんなに自分を卑ひ下げしなくてもいいと思いますよ？」

「ッ、誰がそんなこと言いましてよっ?!　勝利を呼び込むことはあっても敗因になるなんて、そんなことあり得ませんわ！」

「そうですか？　本当にそうならいいんですけど……ここまでは結果が伴っていませんから説得力は皆無ですね？」

「くっ……そのような減らず口を叩たたけるのもここまでですわっ！　十分と経たたないうちに敗者となった貴女あなたと対面してあげますわよ！」

「あら……どちらが勝者か敗者かはともかく、素す敵てきな提案ですね。楽しみにしています」

　──セルニアは篝かがり火びの如き勢いで。

　──朋美は笑顔の下に戦意を湛たたえて。

　──そして秋晴は、なんかもうテンパって世界平和とか祈いのりながら。

　あと数分で始まる決着の時に備え、それぞれの持ち場へと移動する。

　ただ、四つあるゲートの東側へ向かう秋晴の視線の先には、

「……絶対に負けられないですわね……いいえっ、勝つのですわ！　あくまでも狙ねらうは勝利、敗北しなければいいだなんて姿勢はこの私に不似合いですわ……！」

　なんというか、こう、最近過ごしやすい気候になってきたのに残暑を再燃させるくらいの熱気を放つ、フレイムハート家の娘むすめさんが。

　表情は見えないけど、背中でドリル型のツインテールが盛大に揺れているのを見れば意気込みは十分すぎるくらい伝わってくる。競馬とかで聞くレース前にイレ込んでいる状態ってのはこーいうことか。

　出来ればこんな暴れ馬状態のヤツに関わりたくない。それは秋あき晴はるの本心だ。

　けど……現実ってのは残ざん酷こくだよなぁ……

「そこの庶しよ民みんっ、何をボサっとしてますの!?」

　哀あい愁しゆう混まじりのため息を吐はこうとしたところを怒鳴られ、秋晴は思わず背筋を伸ばし、

「いやっ、やる気に充みち満ちてるぞ?!　こう、抑おさえきれない部分を無理矢理コンパクトに留とどめようとした結果であって……」

「……フン、まあいいですわ。それが本当であろうと無かろうと、全力を尽くさせるのは決定事項ですもの」

「そうなのか。とりあえず俺おれとしては怪け我が無く終わりたいんだけど……」

「手足の一本や二本、失う覚かく悟ごで臨みなさいっ。勝つ為ためにはその程度の犠ぎ牲せい、仕方ないことですわ！」

　まあうん、ちっとも仕方なくないよね？

　──そう反論したい気分で一杯だけど、秋晴は何も言わずにギラついた目で自分を睨にらむセルニアに頷うなずいて見せた。

　実は特に何も考えずに色々と誤ご魔ま化かしたい一心だけの行動だったけど、そうとは知らないセルニアは満足げに目を細め、再び前を向く。

　それを確認した秋晴は、こっそりと小さく息を吐き……

「どーしてこんなことになったかなぁ……」

　たぶん誰にも答えられない疑問を、天に向けて呟つぶやいてみた。

　青すぎて攻撃的な空は、当然ながら何も返しては来なかった。
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　──近付く秋の気配も吹き飛ばす熱戦が始まる、その三日前。

　秋晴は呑のん気きにカフェテラスでの奉仕活動に励はげんでいた。……うん、まあ、気持ちの上では。ただ、客が寄り付かないと接客って無理なんだよなぁ。どうしてこの広いカフェテラスで、メイドさんがいるサイドにだけ客が集中していて、自分がいるこっちサイドはがらんとしているんだろーな？

　そんな風に答えは知っているけど寂しくなるので分からない振りをするしかない自問自答をしてヘコんでいた秋晴は、唯一自分サイドでテーブルに着いている客を前に、隠かくすことなくため息を吐ついた。

　それが気に障さわったのか、理事長が無理矢理メニューにねじ込んだと言われるクリームソーダを飲んでいたピナは顔を上げ、

「なんじゃ、不景気な面つらをしよって。ため息を吐つくと幸せが逃げるのじゃぞ？」

「それは困るよなぁ……ただでさえ幸さち遠いってのに」

「ぬぅ、確かにそんな顔なのじゃ。人相学はよう分からぬが」

　……歳としは一つしか違わないけど、中学生にそんなこと言われると余計にヘコむなー。

「で、お前は俺おれをいたぶる為ためにわざわざ来たのか？　理事長と不健康に引き籠こもってゲームに励むのが最近の日課になっているって聞いたぞ？」

「おお、そうじゃそうじゃ。その件で一つ、礼をしておこうと思って来たのじゃ」

　ふわっとした銀色に輝くツインテールをぴこぴこ揺らしたピナは、ごそごそと制服のポケットを漁あさって白い封筒を取り出した。

　はて何だろうと興味を惹ひかれた秋晴にそれを差し出して、

「適当な物が無かった故ゆえ、これはとりあえずの利子分と思って欲しいのじゃ」

「とりあえずって……別に礼自体要いらないんだが」

「それはならぬ。建て前上とはいえそなたは妾わらわの家来じゃ、信しん賞しよう必ひつ罰ばつはしかとせねば、それは妾の格が、ひいてはスフォル王国の格が問われることになるのじゃ。時期がくれば祖国に招しよう待たいしそれなりの待たい遇ぐうを以てもてなすつもりじゃが、すぐとはいかぬ。ならばこそ、これを受け取れと言っておるのじゃ！」

「はぁ……」

　そこまで大事になるようなことをした覚えはないけど、そういや熱海あたみでセルニアも似たようなことを言っていた気がする。

　貴族や王族ってのはそーいうもんなのかと納得し、秋晴はとりあえず封筒を開けてみることにした。

　百円ショップとかで売っているのとは明らかに質が違うそれを開き、薄うすいけど何が入っているんだろうかと逆さかさまにして軽く振ってみる。すると長方形の、表面がツルッとした感かん触しよくの紙が数枚重なって出てきた。

「これは……特別優待チケット？　遊園地の、か？」

「『トライアクアランド』と言ってな、水族館とプール、それに遊園地の複合施設じゃ。今年の夏にオープンしたばかりで、世俗の若人わこうどの間では大だい人にん気きなのじゃ」

「へー、全然知らなかったわ。やっぱテレビや雑誌を追いかけないと流行に乗り遅れるなー……で、どうしてそのチケットが五枚も？」

「スポンサーをしている会社から献けん上じようされたのじゃが、故ゆえあって妾は行かぬ。腐くさらせておくよりは有効に使って貰もらう方が良いじゃろ？」

「まあ、そうかもな……って、凄すごいな、これ」

　チケットに書かれている説明を読むと、一枚につき一人、全すべての施設を回れるフリーパスとして機能するだけでなく、

「中での飲食もタダって……豪ごう華かすぎだろ、これ」

「うむ。ただしそのチケットを使えるのは月に一度の優待日だけなのじゃ。まあただのフリーパスチケットとしてならばいつでも使えるらしいが、その際には飲食分まではフォローされぬ。だからして、優待日は優待券を持った者以外は入ることは出来ぬのじゃ」

「貸し切りみたいなもんか？　なんか中ちゆう途と半はん端ぱな気もするけど」

「うぬ……実は一度、オープン前に招しよう待たいされて貸し切り状態を味わったのじゃがな。誰もいない遊園地、誰もいないプールというのは味気ないというより怖いものじゃった。あれでは何も面おも白しろくないという妾わらわの意見が認められたらしいのじゃ」

　ピナの言葉に秋あき晴はるは想像力を働かせ……げんなりとして頷うなずいた。確かに、それじゃ遊園地というより巨大なお化け屋敷に近いかもだ。あれだ、食事の準備とか生活感溢あふれたままガランと誰もいなくなった幽ゆう霊れい船せんみたいな感じで。

　しかし、一度行ったとはいえこんな豪華チケットをさくっと人にあげられる辺り、流石さすがは王女様だ。伊だ達てに頭にティアラを載のせている訳じゃないってことか。

　それにしても……腑ふに落ちない点が一つある。

「んで、どうしてお前は行かないんだよ？　『故ゆえあって』って、具体的にはどんな理由があるんだ？」

　率直に訊きいた通り、秋晴にはそこが分からない。前に行った時は全然楽しめなかったというんだから、今度は皆で行けば本当の魅み力りよくを味わえるだろうに。

　プールも遊園地も大抵の子供は喜んで行く所だし、水族館は嫌きらいな人間なんていないんじゃないかってくらいのナイススポットだ。忙しくても一日くらい時間作れるだろうし、他ほかに問題があるとすれば──

「まさかお前……一緒に行ってくれる友達がいないから……？」

「た、たわけめっ！　単にカナヅチで乗り物が苦手で魚が嫌いなだけじゃっ！　前は国の代表として、仕方なしに行ったのじゃ！」

「……いやそっちの方が正解するの難しい理由だぞ」

　それに、友達がいないってのも否定はしなかったし。そうだよなぁ、つい数週間前までまともに会話出来る相手は無くて、今でも自分以外だと理事長と朋とも美みくらいしか遊べる相手はいないだろうしなぁ……

「……なんっつーか、強く生きろよ」

「ぬうぅ、どうして頭を撫なでるのじゃ!?　妾は子供ではないぞっ?!」

　なんだか本気で切なくなってきたので、秋晴はせめてもの優しさでこれ以上の突っ込みをすることは止やめることにした。時間が解決してくれるといいなぁ、などと思いながら封筒に仕し舞まい直したチケットを制服の懐ふところに入れる。

　とりあえず厚意はありがたく受け取ることにした……ものの。

「五枚か……ちょっと多いな」

　知り合いの顔を思い浮かべながら、秋あき晴はるはそう呟つぶやいた。




　翌日、午前の授業が終わり昼休みになってすぐ。

　秋晴は隣となりの席を陣じん取どった大だい地ちと顔を合わせながら、手に持った封筒をひらひらと揺らして呟つぶやいた。

「やっぱ大だい吉きちは駄だ目めだったわ。あと一人、どうしたもんかな」

「……残りが一枚だけ、というのが問題だな」

　既すでに事情を知っている大地も難しい顔で頷うなずいてみせる。

　五枚のチケットの内、とりあえず一枚は自分用に確保。そして残りを従育科男子グループに渡して「休日に予定合わせて皆で行こーぜ」と誘うまでは順調にいった。轟とどろきと三さん家けは目に見えて喜んでいたし、大地だって興味なさそうな素振りはしていたけど「……ど、どうしてもというのなら、行ってやる。協調性は大事だしな」などと言って受け取った後、こっそり頬ほおを緩ゆるませていたから満まん更ざらじゃなかったはず。

　──ただ、この段階でミスがあったことに、秋晴は気付いていなかった。

　今はもう気付いている。だからこうして困っているわけだ。

「男四人のグループに女一人だけっていうのはなぁ……ちょっと可哀想かわいそうだよな」

「風かざ祭まつりに断られなければまだ良かったのに。……次じ善ぜん策さくとしてはかなり酷ひどいが」

「あいつが団体行動取れるとは思えないしな」

　それでも一応誘ったのは、別に大吉のことは嫌きらいじゃないからだ。いやまあ、ナルシズム全開の偽ぎ名めい男だから好んで付き合いたいって訳じゃないけど、仲が悪いってことでもない。一々癇かんに障さわることをしでかしてくれるけど、あれはあーいう生物だと思えば割と余よ裕ゆうで対応出来るものだし。轟に関しても同様だ。

　しかし相手はナルシスト、誘ってみたけど乗ってはくれなかった。男同士で親しん睦ぼくを深めるよりも自分自身にうっとりする方がいいらしい。……改めて考えると、えらい理由で拒否られたもんだなぁ……

　まあ、問題は大吉に断られたことというよりも、白はく麗れい陵りようにはもう男子生徒がいないってことだ。つまり、女子を誘うしかない、と。

　誘いやすいのは従育科生だけど、チケットは残り一枚。一人しか誘えないとなると、相手も及び腰ごしになりそうだし、誘えなかった他ほかの面子メンツにちょっと悪い気がする。真っ先に思いつく名前は四し季き鏡かがみだけど、あいつと一緒にプールや遊園地に行くと生命の危機に晒さらされそうだし……切り出す気にはなかなかなれない。

「どうしたもんだか……いっそ轟のチケットを回収して、二名の有志を募つのってみるか？」

「それは、流石さすがのあの男でも泣くぞ。三さん家けも遠慮するだろうし、そうなったら……ふ、二人きりになるぞ？」

「あー、そうだなぁ……」

　秋あき晴はるが冗じよう談だんのつもりで叩たたいた軽口に、大だい地ちは真ま面じ目めに返してくる。しかも怒ったのか、ちょっと頬ほおの辺りが赤くなっていた。

　……うん、確かに冗談だとしても今のは無いな。反省しないと。 轟とどろき相手なら大抵のことはオッケーだって意識があるせいか、暴言が出やすくなっているっぽい。気を付けないと。

　しかし、それはさておき、

「一枚しかないチケットかー……いっそ余りは深み閑かんか理事長にでもあげて、俺おれ等らは四人で行く方がいいかもな」

　深閑が受け取る可能性も理事長が喜ぶ可能性も低いけど、他ほかに名案が思い浮かばないんだから仕方がない。せめて自分から欲しいって言ってくる奴やつがいれば、こっちとしても余計な手間もかからなくて楽なのに。

　むぅ、と小さく唸うなって封筒を机に置き、秋晴は腕うで組ぐみをして問題のブツを見み据すえる。

　──そこに突然、声が降ってきた。

「あら？　秋晴くん、これは何ですか？」

「ん、朋とも美みか。これは……って、何ナチュラルに開けてんだよおい」

　いつの間にやら机を挟はさんだ向こう側に立っていた朋美は、落ち着いた動作で封筒を手にして中のチケットを取り出していた。人の物を勝手に、何してんですかこの腹黒さんは。まあ封もされてないし机の上に無造作に置いてあったからやれるんだろうけど、ちっともお嬢じよう様さまらしくない振る舞いだよ。

　クラスメイトがほぼ全員いるって時に大だい胆たんなことをしてくれるもんだと、秋晴は少し呆あきれて眉まゆを顰ひそめる。

「お前な、それはプライバシー的にどうよ？　もし中身がラブレターとかだったら書いた人にも失礼になるぞ」

「秋晴くんにはラブレターよりも果たし状や脅きよう迫はく状じようの方が似合いますよ？　……でも、そのどちらでもないようですね」

　さり気に酷ひどい発言に秋晴が反撃に出る気力を失っている間に、朋美は取り出したチケットをまじまじと見つめていた。

「……『トライアクアランド』の特別招しよう待たい券けん？　こんなプラチナチケット、どうして秋晴くんが持ってるんですか？」

「コスプレ王女様に貰もらったんだよ。一枚余ってるから、それをどうするかって話になっていてだな……」

「まあ！　余っているというのであれば、わたしが頂いてもいいですか？」

　胸の前で驚いたように両手を絡からませながら、朋とも美みはそんなことを言ってきた。うん、とてもわざとらしい。驚いたのは本当だろうし欲しいのも本当だろうけど、なんだその演技。学芸会じゃないっての。

　まあでも、折せつ角かくの貰もらい物なのに余ってたんだ。秋あき晴はるとしても腐くさらせるのは勿もつ体たいないと思うし、朋美なら男連中に囲まれていても大丈夫だろ。それに最悪、一緒に行かなくてもいいんだし。こいつなら平気で一人で行って帰って来そうだ。

「あぁ、どうせ余り物だし、他ほかに欲しいってヤツがいないなら構わない。来週の日曜が優待日ってことで、俺達はその日に揃そろって行くことにしたけど──」

　秋晴が『お前はどうするよ？』、と訊きく前に、朋美はにこりと微笑ほほえんで、

「勿もち論ろん、わたしも一緒に──」




「その話、待ったですわ！」




　全すべてが丸く収まるはずの言葉は、突然のちょっと待ったコールに遮さえぎられて掻かき消されてしまった。

　それが誰の声によるものか、秋晴はすぐに理解する。だってあんな高圧的で良く響く声で、しかもタイミングがタイミングだ。分からない方がどうかしてる。

　振り向けばそこには思っていた通りの人物が、腕うで組ぐみをして強い視線をこっちへ向けていた。

「あら、フレイムハートさん。何かご用ですか？」

「貴女あなたにではありませんわ、そこの庶しよ民みんに用があるんですのよ」

　用があるって言われても、あの物もの腰ごしを見てしまうと素直に『何か用ですか？』とは聞き返せない。さっき朋美が言ってた戯ざれ言ごとじゃないけど、まるで果たし状でも突きつけにきたみたいな雰ふん囲い気きですよ。

　内心で渦うず巻まきだした恐怖感を押し殺して黙る秋晴に、セルニアは碧みどり色いろの目を向けて、

「──そのチケット、他に欲しいと言う人間がいればどうなりますの？」

「え？　いや、話し合いとかくじ引きとか、何らかの方法で所有者を決める感じにすればいいんじゃないかなー、って……思ってますが……」

　強圧的な視線に敬語になりつつ答えると、セルニアは薄うつすらと口くち端はを上げて微笑ほほえみ、ターゲットを朋美に変更。

「私もそのチケットを所しよ望もうしますわ。彩さい京きようさん、宜よろしくて？」

「わたしは別に構いませんけど、珍しいこともあるものですね？　それなりに価値のあるチケットとはいえ、フレイムハートさんが躍やつ起きになって欲しがるなんて意外です」

「躍起になんかなってませんわっ。私はただ、そのアミューズメントパークに興味があって一度足を運ぼうかと思っていた矢先でしたのよ！」

「まあ……それは、随ずい分ぶんとタイミングが良かったんですね」

　そうは言うけどこの腹黒さん、ちっとも『ならわたしは遠えん慮りよしておきますね』と言うつもりはないらしい。だって握っている封筒を離さないし、微笑ほほえんでいるのに目に力が入り出してるし。

　突然始まったバトルの予感に秋あき晴はるが座っている椅い子すごと後ずさると、くっつくくらい近づいた大だい地ちに思い切り睨にらまれてしまった。結果、前からも後ろからもプレッシャーという状況が完成。わー、気の休まる場所はどこにもないですか。

　そうこうしている間にも朋とも美みとセルニアの睨にらみ合いは続いていて、火花が幻げん視し出来るくらいの白熱空間が出来上がっていた。

「先に申し出たのはわたしですから、当然優先権はわたしにありますよね？」

「フン、たかが数十秒の差で何を言い出しますの？　それに見ていれば、まるで強ごう盗とうのようでしたわ。あの様ような品のない真ま似ねをする方が先行順位を主張するだなんて、白はく麗れい陵りようの生徒としての意識が欠けているんじゃありませんの？」

「まあ、それは失礼しました。でもフレイムハートさん、一緒に行くのはあなたの言うところの『品のない粗そ野やな庶しよ民みん』の従育科男子の方々ですよ？　それこそ英国貴族の令れい嬢じようが共に遊ぶ相手としては相応ふさわしくないと思いますが？」

　…………火花が……火花が、どんどん大きく……！

　膨ふくれ上がる闘争の炎ほのおに、秋晴は身震いしそうになる。二人とも一切距離を詰めず、声を荒げずにただ会話を繰り広げているだけなのに、なんだこの怖さは。

　特に怖いのが、微笑んだままクリティカルに攻める朋美……では、なくて。

　いつもの激しさを見せず、静かに燃え上がるセルニアの方だった。

　なんだか最近、行動が猪ちよ突とつと空回りが売りなドリルらしくないとは思っていたけど、それは今日もだ。自分と一緒の時だけじゃなくて、朋美と争っていてもどこかおかしいってことは、いよいよ間違いない。何かが変だ。

　けど何がどうおかしいのか、ましてやその原因なんて、秋晴にはこれっぽっちも分からない。さらに言うなら、首を傾げて呑のん気きにシンキングタイムに突入しているような状況でもないし。

　でもまあ、二人の間でどうにか問題が沈静化してくれるなら万ばん々ばん歳ざいだ。

　秋晴にとって最悪の展開は──

「……互いに譲ゆずる気はないなら、平行線ですね」

「ッ……そう、ですわね。確かにこのままではきりがありませんわ」

「なら、所有者の意見を聞くことしましょうか？」

　そう言うと朋美はこちらを向き、セルニアも視線だけこちらへ寄越す。

「秋晴くんが一緒に行きたい方がチケットを譲ゆずり受ける、というのはどうですか？　これなら不公平ではないはずですけど」

「私はそれで構いませんわ。粗そ野やな庶しよ民みんからの評価など気にも留めませんけど、誰にも劣るつもりはありませんもの」

　そう、最悪なのは、自分に飛び火してくる状況なわけで……そして今、そんな状況になってしまったわけで……

　実現してしまった展開に、秋あき晴はるは固まったまま動けない。せめて立っていれば逃げ出せたのに、座った状態からだと逃げる前に取り押さえられて、たぶんそのまま拷ごう問もんタイムに突入だ。主題とか原因なんてどうでも良くなった二人に責められるに違いない。

　棘とげのある穂ほ先さきに刺されたみたいに、朋とも美みとセルニアの視線は自分から外れない。それでいて圧力は増している。

　うーわーどうしようこれ、と内心泣きそうになりながら秋晴は助けを求めて後ろを振り向く。そこに変わらずいる大だい地ちの顔を見て、ふと妙みよう案あんが浮かんだ。

「や、えっと、行くのは俺おれだけじゃなくて他ほかに三人いるから、ここは一つ全員の意見を訊きくのがいいんじゃないか？　ほら、民主主義、日本は民主主義の国だから！　なっ、大地！」

　もうこれ以上はないってくらい晴れやかな笑顔を浮かべて秋晴が言うと、頼りになるルームメイトはにこりともせず、

「そうだが、四人だと数が割れたら無意味だ。チケットは日ひ野のが貰もらった物だから、代表して日野が決めればいいと思う」

　あっさりと、ギロチンを落とすかのような死の宣告を返してきた。

　わー……凄すごい名案だと思ったのに、二秒と間を置かずに却きやつ下かされたよ。起き死し回かい生せいの策だったはずなのに……でもそうだよなぁ、背はい水すいの陣じんって士気を高める為ための策だけど、あれって陣の位置取りとしては最悪だから士気でも負けてたらボロ負け確定なんだよなぁ……

　そんな現実逃とう避ひな反省をしている間も、犬けん猿えんコンビからの視線は刺さったままだ。おかげですぐに過か酷こくな現実に引き戻される。

　白旗を揚げたいけど揚げても無意味な状況に、秋晴は本格的に泣きを入れたくなって、いっそチケットなんか破り捨ててしまおうかと、




『ぴんぽんぱんぽーん……って、自分で言うと物もの凄すごく恥ずかしいですねこれー』




　──そこへ、スピーカーから気の抜けた声が流れてきた。

　あの声にこのタイミング、間違いない。理事長の天てん壌じよう慈じ楓かえでだ。間が良いのか悪いのか分からない抜群のタイミングだけど、あのお気楽事務員はただ問題を掻かき乱すだけだ。ある意味、最も性質が悪いタイプともいえる。

　スピーカーを通してどんな無む茶ちやが飛び出てくるのか、秋晴を含めて全員が静かに、ただし気の抜けたまま聞きに入る。

『それはさておき、理事長先生から重大発表ですよー！　なんとですね、三日後に迫った日曜日に、面おも白しろ楽しいイベントなんかやっちゃいます！』

　聞き手一同が『はぃ？』って感じになっているのを知ってか知らずか、発信源の楓かえでは軽い口調のまま、

『二学期最初の中・高等部合同イベントは──体育祭、ですよ〜！』

　どうだ、と言わんばかりに、激しい効果音付きだった。

　秋あき晴はるはそれをポカンとスピーカーを見つめたまま頭の中で反はん芻すうして、それから後ろにいる大だい地ちへと視線を移した。

　僅わずかに眉まゆを顰ひそめていた大地は、固く結んでいた唇くちびるを小さく開き、

「……二学期最初の合同イベントは、始業式があったはずだが……？」

「いや突っ込みどころはそこじゃないから」

　何やらとんでもなく嫌いやな予感がして、秋晴は身震いをしながら祈いのった。

　──どうかあんまり酷ひどいことになりませんように、と。

　たぶん無視されるんだろうなーとは思いつつ、万が一の奇跡を信じて。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　……後に深み閑かんの口から語られたのは、苦く渋じゆうに満ちた説明だった。

「まさか理事長が、適当とはいえ業者に発注まで済ませていたとは……この私のミスです。あの人を甘あまく見過ぎていました」

「つーことは、やっぱり独断専行だったわけだ？」

「はい。言い訳するつもりはありませんが、私はあの放送が流れるまで、彼女の口からそれらしい単語を拾うことすらありませんでした。水面下で物事を運ぶとは……成長と喜ぶべきなのかもしれませんが、少しも喜ばしく有りません」

「せやな、全くや」

　軽い口調で同意するのは轟とどろきだけじゃなくて、あちこちから同意と慰なぐさめの声が飛んでくる。流石さすがは従育科、深閑によって拷ごう問もんじみた訓練を積まされているとはいえ、一般人の集まりだから無む茶ちやな理事長に対する意見は一致している。

　勿もち論ろん、秋晴も深く頷うなずいていた。ほんの少し喜んだのも、束つかの間まだったし。

　何な故ぜかというと……例えば昼休み明けの今、従育科の生徒は講堂前に集められている。これから理事長が好き勝手に発注した物の搬はん入にゆう作業と組み立て、設営準備をする為ためだ。執しつ事じとメイドの卵だったはずなのに、いつの間にかテレビの裏方で頑がん張ばる人みたいな活動になってるし。最も早はや奉ほう仕し活動でもなんでもないな、これ。

　おまけに肝かん心じんの理事長はどこにもいないし……まあいない方が身の為だろうけど。あの深閑の様子を見るに、説教三時間は固そうだし。

　そうこう考えているうちに、無表情ながらやや疲れ顔の深み閑かんは説明に入っていた。

「──では、これより従育科は資材搬はん入にゆうに移ります。まだ種目も工程も決まっていませんので具体的な指示は明日あした以降に出すことになりますが、柔じゆう軟なんに対応出来るよう心掛けておいて下さい。怪け我がには細心の注意を、特に木材を扱う時は手袋の装着を忘れないようにして下さい」

　言っていることはまともだけど、それで着けるのが軍手じゃなくて白い絹の手袋なのはどうなんだろう。もうこの程度じゃクレームつける気にならないけど。

　色々と諦あきらめた秋あき晴はるも、なんか洋画で気き障ざな男が「麗うるわしの花はな嫁よめと男のプライドを賭かけての勝負を！」とか言いながら投げそうな上質の手袋を装着し、次々と深閑に名前を呼ばれ班分けされていく同級生の姿をぼんやりと眺ながめ、

「……今頃、朋とも美み達は何やってんのかな」

　あんまり理事長に酷ひどいことしてなきゃいいけど──と、ふと思った。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「あの、その、あれですよー。まずは落ち着きましょう、先生は無罪ですから、これはきっと何かの間違いなのですよ？　だから彩さい京きようさんもフレイムハートさんも、落ち着いて……あっ、美お味いしいチョコがあるんですけど、それなんか摘つまみながらお茶でも──」

　明らかに一番落ち着いていないのは当の楓かえでだけれど、セルニアはそこには敢あえて突っ込まず、優ゆう雅がな微笑で対応する。

　ここは理事長室、つまりそう簡単に邪じや魔まは入らない場所だ。多少の余よ裕ゆうはあるけれど、だからといって呑のん気きにお茶をするつもりはない。

　突然体育祭を発案した理事長が講堂前に『どうだ！』と言わんばかりに満面の笑みを浮かべて現れたところを、彩京朋美と協力する形でここまで連れて来たのは数分前。深閑先生が来た後では数時間に及ぶだろう説教を挟はさんでしまうので迅じん速そくに行動したのだから、むしろ楓かえでには感謝されてもいいくらいだ。

　なのにやや怯おびえた様子の理事長に、セルニアは優しい声こわ音ねで、

「それはまた後日に頂きますわ。今は先に、かたづけておきたい件がありますの」

「はぃ？　一体何でしょう、どーしてだか穏おだやかじゃない気配がしますけど……」

「大したことではありませんから、安心してください。すぐに済みますし、理事長先生にも悪い話では無いはずですよ？」

　そう言ったのは、間を開けて隣となりに座っている彩京朋美だ。彼女に主導権を握られるのはかなり面白くないが、セルニアもこの状況を正確に把は握あくしている訳ではないので、あまり余計な口は挟はさめないのがちょっと苛いら立だたしい。

　──そもそもこれは、朋とも美みが作り出した状況だ。

　切っ掛けは、スピーカーから理事長が『体育祭をやる』と発表した直後、こちらを見てぽつりと呟つぶやかれた言葉だった。

「まあ……これは、好都合かもしれませんね？」

　その時は意味が分からず、そしてその後に「理事長を捕つかまえるのに協力してくれますか？」と言われた時も、まるで意図は見えなかった。

　そして今──相変わらず分からない。何がどうして、こんな状況が必要なのか。

　朋美に訊きいても「すぐに分かりますよ」とはぐらかされ、むっとしてしまいそれ以上の追及はしなかった。

「体育祭の件なのですが、わたしとフレイムハートさんを別々のチームに組み込んで欲しいんです」

　──だからセルニアは発せられた朋美の言葉を聞いて、ようやく彼女が何を考えているのかを知った。

「ふぁい？　ええと、それは別に構いませんけど……どうしてです？」

「その方が盛り上がると思ったからです。折せつ角かくの体育祭ですし、粛しゆく々しゆくと進み和なごやかに終わるような覇は気きの無いイベントになるのは理事長先生としても不本意ですよね？」

「それは勿もち論ろんですよ〜！　先生、エストーさんとカップリング論争をしていて気付いたんです！　戦いは良くないことかもしれないですけど、人を大きく成長させるものなのですよっ。……あのカップリングに、あんな意外な良さがあるだなんて、感激でした！」

　猛もう然ぜんと立ち上がって、楓かえでは意味不明な言葉を口にする。

　セルニアにはさっぱり分からない。日本語のはずなのに、単語の一つ一つは理解出来るのに、繋つながりがちっとも理解出来ないという不思議な事態が起きている。

「やっぱり基本は友情・努力・勝利ですよね〜。ライバルとの戦いが新たな力を芽生えさせ、そのまま恋も芽生えるのですよ。白はく麗れい陵りようのイベントスケジュールを見たら芸術祭はあるのに体育祭は無いと気づけて、本当に良かったです。資材の発注は良く分からなかったので適当にしちゃいましたけど、深み閑かんちゃんなら上う手まくまとめてくれますしね〜」

「……あの、深閑先生には事前に相談なさいませんでしたの？」

「だって深閑ちゃん、先生が提案することの殆ほとんどを却きやつ下かしちゃうんですよー？　お説教を聞かされている内に私のやる気も無くなっちゃいますし、やると決めたらもう特攻気分でやっちゃうのが一番なのですよー！」

「それはどうかと思いますけど……」

　苦笑混じりの朋美の言葉に、そこだけはセルニアも同感だと頷うなずく。天てん壌じよう慈じ楓が理事長ということに上育科生が誰も異論を挟はさまないのは、深閑という強力なサポート役がいるからだ。そうでなければ歴史ある白麗陵とはいえ、転出希望者が続々と現れていたに違いない。

　そんな影の立て役者が今頃苦労をしているだろうに、楓かえではにこにこと子供みたいな笑顔のまま、

「ですから体育祭は四つのチームに分けて競争心を煽あおるつもりなのですよ。それに楽しむことも大事ですから、面おも白しろい競技もたくさん入れたいですね〜」

「それは期待出来そうですね。わたし達も頑がん張ばって、体育祭を盛り上げる一助になれるよう努めます」

　微笑ほほえみ、座ったまま自然な所しよ作さで頭を下げる朋とも美みの姿に、セルニアはいけ好かない何かを感じて、鼻を鳴らしてそっぽを向いた。




　それから数分間の殆ほとんど無む駄だ話ばなしに近い会話を繰り広げた後、セルニアは朋美と並んで退室し、第二校舎の長い廊ろう下かを歩いていた。

　近くの教室はどれも閉まっていて、人のいる気配はない。廊下の先、そして反対側も誰もいない。

　そこまで確認し、セルニアは廊下の途と中ちゆうで足を止めた。

　すぐに朋美も立ち止まり、不思議そうに振り返って、

「どうしました？　忘れ物でもしたんですか？」

　手ぶらで行ったのを知っているのに、わざわざそんなことを言ってくる。理由なんて分かっているだろうに、ますます気に食わない。

　セルニアはそんな感情を隠かくさず彼女を睨にらみ、

「そろそろ聞かせて貰もらいますわよ。わざわざ楓さんにあんな頼みまでして……一体、どういうつもりですの？」

「あら、分かりませんでしたか？　フレイムハートさんにしては、ちょっと鈍にぶいですね」

「ッ、いいからっ──」

　一々こちらの神経を逆さか撫なでする言い様ようにセルニアが抑おさえていた声を荒げそうになると、

「丁ちよう度どいい機会ですし、体育祭で勝利した方があのチケットを譲ゆずり受けるということにしませんか？」

　微笑ほほえみを残したまま、瞳ひとみに真剣な光を湛たたえて、彩さい京きよう朋美はそう言ってきた。

「都合良く対戦するとは限りませんから、チーム順位が上の方が勝ちということにしましょう。本人の頑張り次第でいくらでも補正は効きますから、なかなか面白い勝負になると思いますけど……どうですか？」

　問い掛けるような口調だけれど、内容は間違いなく挑ちよう発はつだ。そうと悟さとってセルニアは自分の体温が上がるのを感じる。

　それでもなるべく平静を装い、小さく鼻で笑った。

　もう勝負は始まっている。こんな簡単な挑発に乗って取り乱しては、勝てるものも勝てなくなる。

　だからセルニアは答えは出さず、挑ちよう発はつで返した。

「そんな面倒な真ま似ねをせずとも、一対一で片の付く勝負にすればいいじゃありませんの。直接対決では勝ち目無しと理解して、逃げに出ましたの？」

「いいえ、単に面おも白しろそうだと思ったから提案しただけですよ。まあ、確かにフレイムハートさんと身体能力で勝負をすれば、かなり厳しいことになるでしょうけど……」

　いつも自分を小馬鹿にするようなことばかり言ってくる朋とも美みがこちらを認めるような発言をしたことに、セルニアは息を呑のんで驚く。

　──が、すぐにその驚きは塗り潰つぶされた。

　彩さい京きよう朋美の、特に凄すごんでいる訳でもないのに、とても強い意思を感じさせる目。

　それがセルニアを真まっ直すぐに捉とらえ、見み透すかすように笑っていた。

「でも、近頃のフレイムハートさんが相手なら、まず負けることはありませんから。それだと逆につまらないので、団体戦にすれば少しは楽しくなると思っただけですよ」

　──言葉の衝しよう撃げきに、脳が揺さぶられるような感覚がした。

　放心しそうになる意識をセルニアは懸けん命めいに繋つなぎ止め、

「なっ……、何を馬鹿な、勝手な思い込みでっ……」

「そうですか？　まあ、体育祭の結果である程度は証明されるでしょうし、わたしとしてはチケットを手に入れられるのであれば十分です」

「……フン、彩京家の息そく女じよともあろう人が、アミューズメントパークのチケット如ごときにそこまで躍やつ起きになるだなんて。みっともないことですわ」

　それはもう中傷に近いと、言ったセルニア自身も分かっている。少なくとも手を挙げている当人が言うセリフではないと、ちゃんと理解している。

　それでも言ってしまったのは、思考を巡めぐらす余よ裕ゆうがなかったからだ。

　──けれど、

「いえ？　わたしは別に、『トライアクアランド』のチケットなんて特に欲しくありませんよ。貰もらえるのであれば有り難く頂ちよう戴だいしますけど、誰かと競ってまで欲しい物ではありません」

　朋美は意に介かいした様子もなく、妙みような言葉を返してくる。

　明らかに行動と矛む盾じゆんしたその内容に、少しでも劣勢を補おうとセルニアはここぞとばかりに笑みを作り、




「わたしが欲しいのは、『秋あき晴はるくん達と一緒に行くトライアクアランドのチケット』です。何を重視しているかは──これだけ言えば、伝わりますよね？」




　……象かたどるはずの笑みが、見事に固まってしまった。
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　彼女が何を言いたいのか、分からない。いや、分かっているはずなのに、認めてはいけないと頭のどこかでブレーキがかけられている。

　そんなはずはない、と否定して。

　それでも、悟さとってしまった部分は書き換えられなくて。

　袋ふくろ小路こうじで身動きが取れなくなってしまったセルニアは、涼しげに自分を見つめる朋とも美みから目を逸そらさずにいるのが精一杯だった。

「……それなら尚なおのこと、私との勝負で勝てるというのであれば、そうするのが筋ではなくて？　やはり矛む盾じゆんしていましてよ」

「言ったはずですよ？　簡単に勝負が決まるのは、欲しい物が欲しいままに手に入ってしまうのは、つまらないからです。それに、いざとなれば独自にチケットを入手してこちらで日時を合わせれば、同行なんて簡単に出来ますし」

　さらりと裏技を口にするが、セルニアにはちっとも考えられなかった手段だ。

　プレミアチケットとはいえ、彼女が望めばその日の内に手に入るだろう。つまり実現しようとすればいつでも出来るということだ。

　なら──この勝負は何の意味があるというのか？

　そう思った瞬しゆん間かん、セルニアは胃いの底から熱いものが湧わき上がるような感覚に襲われた。

　これは、茶ちや番ばんだ。勝っても負けても意味がない。むきになるのが馬鹿馬鹿しいくらい、何の生産性もない、無価値な勝負だ。

　──そのことが、腑はらわたが煮えくり返るくらい頭に来た。

「……上等、ですわ」

「はい？　何がですか？」

　体を駆かけ巡めぐる熱に押されるまま、セルニアは不思議そうな顔をしている朋とも美みにピンと伸ばした人差し指を突きつけ、

「貴女あなたがそのつもりなら、私からも提案しますわ。勝者はチケットを譲ゆずり受け、敗者は『トライアクアランド』への入場を禁止する──これで、どうですの？」

　手て袋ぶくろの代わりに投げつけた言葉は、つまり決闘の申し出だ。ただし、名めい誉よも何も賭かけられておらず、申し出を跳はねても相手が非難される謂いわれは何一つとしてないという、どこにもプラス要素が見出せないもの。

　それを承知で言ったセルニアに、朋美は困ったように目を伏せて……

　微かすかに口くち端はを上げ、にこりと微わ笑らった。

「ええ、わたしはそれで構いませんよ。その方が面おも白しろそうですし」

「……フン、余よ裕ゆうのつもりですの？　後悔しか残らないことになりますわよ？」

「いいえ、後悔することはありませんよ。フレイムハートさんには分かって貰もらえないかもしれませんが……わたしは、こういう人間なので。全すべてに上う手まく迎合出来るのなら、フレイムハートさんとも争うことなく過ごせていたはずです」

　そう言う朋美の表情に、セルニアは火に油を注がれたような気分になる。

　どこか悪戯いたずらっぽく、それでいて挑ちよう戦はつ的にこちらを見ている瞳ひとみ。

　自信に満ちていて、上品さと可愛かわいらしさを適度に混ぜ合わせた笑み。

　それは中等部の頃からずっと見てきた、そして彩さい京きよう朋美を宿しゆく敵てきと位置づける切っ掛けとなった、無言の挑発だった。

　──決闘を申し込まれていたのは、私の方でしたのね。

　そうと悟さとって、セルニアは笑みで返す。正々堂々、正面から叩たたき潰つぶしながらも優ゆう雅がな勝利を声に出さずに宣告し、歩き出して朋美の前を通り過ぎる。

「──後悔はしないのでしたわね。なら、徹底的に悔くやしがらせてあげますわ」

「ええ、楽しみにしてます。きっと叶かなわないのでしょうけど」

　最後まで皮肉に満ちた内容に、体温は上げるが言葉は返さず。

　三日後の決戦に勝つことだけを考えて、セルニアは前を見み据すえてその場を離れた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




『……というわけで、チーム順位が上の方にチケットを渡すこと。いいわよね？』

「はぁ……」

　携帯電話から聞こえてくる幼おさな馴な染じみの声に、秋あき晴はるはぽりぽりと首筋を掻かきながら生なま返事をしてみた。

　放課後はずっと体育祭に向けて設営準備をしていたので疲れているからっていうのもあるけど、何がどうねじ曲がってそんなことになったのかさっぱり分からないせいもある。

　それに、もう一つ。今の段階ではハッキリしないことがあるので、自分のポジションがどの辺なのかも分からないから、反応に困る。

「……なんだか知らんけど、盛り上がり過ぎて怪け我がしないようにしろよ。まー、お前ならその辺りの調節は出来るだろうけど」

『そうね、二日や三日で筋力アップは出来ないし柔じゆう軟なん性も俄にわか仕込みでどうにかなることじゃないし。コンディションがベストになるよう努めるくらいしかやれることはないかな。種目も良く分からないし……というより、練習する意味がなさそうな種目が用意されてそうだしね。楓かえでさんなら色物ばかり揃そろえそうな気がするもの』

　流石さすがは腹黒、いい読みしてる。秋晴が確認している限りでも、搬はん入にゆうされた中にどう考えてもアホな用よう途とにしか使われないようなものがいくつかあった。深み閑かんが関知していなかったからこその、白はく麗れい陵りようらしくも名門校らしくも無い体育祭になるのはほぼ確定だ。

　よっ、と声を掛けながらベッドに座った秋晴は、その拍ひよう子しに視界に入った大だい地ちの顔に、言おうとしていた言葉を呑のみ込むことにした。じっとこっちを見ているだけで何も言わないけど、あれは間違いなく迷めい惑わくがっている顔だ。同室にいる奴やつが電話していると相手の反応が分からないだけに、ちょっと苛いら々いらするもんだし。

　軽く手を挙げて謝りつつ、とりあえず掛けてきた向こうの用件は終わったみたいなので、

「そんじゃ、俺おれは早朝から作業しなきゃならないからそろそろ寝る準備するわ」

『うん、了りよう解かい。体育祭の前に体力使い果たさない程度に頑がん張ばりなさいよー』

　苦笑混じりに「あいよ」と返して、秋晴は通話を切った。画面で恥ずかしそうな笑顔を浮かべている棗なつめにはもう見慣れたので反応せずに折り畳たたみ、携帯は枕まくらの上へと軽く投げる。

　それから同じように隣となりのベッドに腰こし掛かけている大だい地ちに、朋美から告げられたチケット騒動の現状を伝える。教室では巻き込みそうになって鮮あざやかにかわされたけど、こいつも顛てん末まつは知りたがっているだろうし、特に秘密にしておかなきゃいけない話でもない。

「──とまあ、そんな感じで体育祭の勝敗でチケットの獲得者が決まるらしい」

「景品になった形か……無論、僕はそれで構わないが……」

　構わないとか言いながら、大地はやや渋しぶめの表情になる。

　それが気になった秋晴は単刀直入に、

「構わないけど、なんだよ？」

「仮定の話で大して意味は無いが……もし、どちらかと同じチームに日ひ野のが入ることになった場合、どうする気だ？」

「あー、やっぱそこか」

　秋あき晴はるが懸け念ねんしていたのもそこだった。こういう場合、敵てきにも味方にも回らないのが一番いいはずだけど、四つのチームに分けるというならどちらかと同じチームに入る確率は二分の一だ。どちらに転んでもおかしくないってヤツだ。

　味方をしないと恨うらまれ、敵に回っても恨まれる、と。そんな厄やつ介かいな状況になんか、絶対に陥おちいりたくない。なのに確率は二分の一。それだけでもう泣きたくなる。

「まあ、あれこれ考えてもどうしようもないな。天に運を任せるしかないだろ」

「日ひ野のは、天運に恵まれている方なのか？」

「…………神様には、割と目を付けられている方だな……悪い意味で」

　最後の方は大だい地ちから目を逸そらしつつ言って、秋晴はそっとため息を吐ついた。

　正直、運には自信がない。さらに言うと、人じん災さいには縁が有ありまくって困るくらい恵まれていたりする。

　チームが分かれるといっても、たぶん方法はくじ引きじゃない。あのお気楽事務員が適当に割り振るに違いない。

　……と、なると。

　二分の一どころか四分の三以上の確率で朋とも美みかセルニアと同じチームになるかもしれない不安に駆かられ、秋晴は脱力するがままにベッドへと寝転がった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　体育祭までの三日間は、秋晴達従育科にとって嵐のような三日間だった。

　馬鹿みたいに広い構内で正門とは別の位置にある業者用の門からグラウンドまで資材搬はん入にゆうを行うこと一日、ようやく決まった種目の必要なセットを組むのに半日、ライン引きをしたり機材をセットしたりの設営準備に一日──

　全すべての準備を終えるまで、二日半。単なる経過時間じゃなくて、実働時間だ。仮眠も殆ほとんど取れなくて、流石さすがに皆ぐったりとしながらの開会式参加となった。

　急ピッチにも程ほどがある作業だったけど、よくもまあ無事に乗り切ったもんだ。深み閑かんの指示があったからこそっていうのは大きいんだろうし、一学期の間に極限下で鍛きたえ上げられていたから眠ねむ気けと疲労の超絶コンビネーションにも耐えられたんだと思う。

　……やー、二日間も徹夜すると、太陽が憎にくらしくなるよ。眠気のピークを越すとなんだか色んなことが面おも白しろくなって笑わずにはいられなくなったりもするし、その直後に死ぬんじゃないかってくらいの眠気が襲ってきたりもするし。何だか、とんだハッピー現象を経験したよーな気がする。

　たぶん、四し季き鏡かがみが眠ねむりながら釘くぎを打とうとして金かな槌づちがすっぽ抜けた時が最大の危機だった。あれが直撃したのが轟とどろき以外の人間だったら、今頃大だい惨さん事じになっていたはず。……というか、なんで死人が出てもおかしくなかった一撃を食らって、あの馬鹿は包ほう帯たいを巻く必要すら無くピンピンしてるんだろうな？

　──まあ、何はともあれ、朝食の時間までにはなんとか間に合った。

　寮りように帰って風ふ呂ろに入ったら残り時間じゃほんの少しの仮眠しか出来なかったけど、それでも体の方は少しマシになった。問題はただひたすら眠いってことだけで、轟と三さん家けは椅い子すに座ったまま寝ているし、大だい地ちでさえ欠伸あくびを噛かみ殺して怨おん敵てきを見るような目で壇上にいる理事長を睨にらんでいる。

　秋あき晴はるが眠っていないのは、別に我慢強いからじゃない。ただ、眠気がやや薄うすれるくらい気に掛かることがあるってだけで、本心としては安らかに眠りまくりたい。

「──えー、本日はお日ひ柄がらも良く、絶好の体育祭日和びよりって感じになりました。あんまり暑いとお部屋に戻ってゲームしたくなるので、これくらいの涼しさだと丁ちよう度ど良いですね〜」

　呑のん気きなコメントをしてくれやがる楓かえでを、秋晴は強烈に睨んでやる。自分達がここまで疲労しまくって眠気の大攻勢を受けるまで頑がん張ばったのに、発案者がサボりやがったら確実に暴動起こすぞ。その時はもう立場も何も忘れて暴れるしかない。

　自分だけじゃなくて起きている従育科勢ぜいの殆ほとんどがそう思ったらしく、俄にわかに体育館を目に見えない殺気らしきものが埋うめ尽くす。

「まあ細かい説明は深み閑かんちゃん──じゃなくて深閑先生がしてくれますので、理事長であるところの私が言いたいことは、一つだけです」

　それに全く気付いていないらしい楓は子供っぽい笑顔のまま、

「皆さん、怪け我がしない程度に体育祭を満まん喫きつしちゃって下さい〜！」

　ピースサインを決めながらそう言うと、スキップしながら壇だん上じようから降りていった。あれだけ鈍感だと、かなり長生き出来そーだ。ある意味羨うらやましい。

　対照的に、続いて壇上に上がった深閑は深々と一礼した後、楓の言うところの細かい説明を始めた。従育科生同様二日間の徹夜直後だっていうのに、毅き然ぜんとした態度に曇りはなくて、もう感心するしかない。

　そしてあの様子だと眠っている生徒は確実にチェックしているだろうから、秋晴は目を閉じてしまわないよう、少しでも眠気を飛ばそうと軽く首を回し──

　その拍ひよう子しに、凄すごい勢いでこちらを睨んでいるセルニアを発見してしまった。

　……うーわー、何ですかあれ。まるで親の仇かたきでも見るような目だよ。

　睨む相手が間違ってますよと教えてあげたいけど、たぶん聞いてくれない。理由、あいつがドリルだから。

　ちなみにチケットを巡めぐっての競争相手である朋とも美みは……うん、流石さすがは猫ねこ被かぶり十段。式の最さい中ちゆうはきちんと前を向いて、教師の話をよく聞くという優等生の基本を忘れていない。

　ただ……斜め後ろの位置からでも、ちらっと横顔が見えるだけでも、朋とも美みが楽しそうだっていうのが秋あき晴はるには分かる。表面上は普段通りに振る舞っているつもりかもしれないけど、なんとなく浮かれムードが漂ただよっていた。

　熱の種類は違うのかもしれないけど、二人共かなりやる気だ。

「──ですから、事前にこちらで設定した参加者以外にも立候補する形で参加出来る種目があります。皆さんの自主性に任せますので、各組の代表に参加表明を行って下さい。例外として最終種目の騎き馬ば戦せんは何人出場しても構いませんが、騎馬に乗るのは上育科生に限定されていますので、注意して下さい。他ほかに──」

　アンチョコも無いのに壇上ですらすらと説明する深み閑かんの声を聞きながら、否いや応おうなく巻き込まれるのが確定している秋晴はぐりぐりとこめかみを指で揉もんで、思う。

　──どうにしろ、ハードな一日になりそうだ。




　一通りの説明を終えた深閑が壇上を降りて、式の終わりを告げる挨あい拶さつも済み、秋晴は重い腰こしを上げて立ち上がった。……いや比ひ喩ゆじゃなくて、本当に腰と背せ筋すじが怠だるくて重い。

　凄すごい年寄り臭くさくて嫌いやだけど腰の辺りを手で押してマッサージしつつ、眠ねむそうな顔をして集まる従育科男子連中に話しかけた。

「準備で疲れまくったけど、本番はこれからだな」

「そうだね。でも、あんまり張り切ると倒れちゃいそうだから、皆みんな気を付けてよ？　睡すい眠みん不足って事故の元なんだから」

「せやけど、ナチュラルハイになってもうたオレは止まらへんで！　止まったらその場で寝そうやしな！」

「……声がでかい。苛いら々いらするから、もう少しトーンを落とせ」

　なんというか、見事に四者四様だった。三さん家けは少し顔が青白くなっているし、轟とどろきは馬鹿に拍はく車しやが掛かっているし、大だい地ちは不ふ機き嫌げんそうにしているし。

　秋晴自身はというと、怠だるくはあるけどそうも言っていられない。不満なんていくら言っても解決しないし、吐はき出したらストレス解消するってタイプでもないし。

「まっ、アレや。今日は皆、敵てき同士っちゅうことで、日頃の恨うらみ辛つらみをぶつける勢いでキバろうやないか」

「そうだな。……なんか言い出しっぺのお前が集中砲ほう火か食らう気もするけど」

　目の下に隈くまを作りながらウザ過ぎる笑顔で右手の中指をおっ立ててくれやがる轟に、秋晴も笑顔で『地じ獄ごくに堕おちろ』とジェスチャーを返す。

　そんな心温まるやり取りをしていると、眠ねむたげに目を擦こすっていた三家が、

「それにしても、日ひ野の君はその格好似合ってるね。慎しん吾ご君はちょっとおかしい人にしか見えないし、僕と大だい地ち君はもう少し身長がないと服に着られてる感じだもん」

　続けて「いいなぁ」と呟つぶやいたので、褒ほめられたと思っていいはず。けど、秋あき晴はるとしては素直に喜べない。

　だって今着ているのはいつものモーニングコートの執しつ事じ服じゃなくて、真っ黒な長ランだ。田舎いなかの不良でも着ているかどうか分からない、絶滅危き惧ぐ種しゆな改造学生服ですよ。

　これにチームカラーの鉢はち巻まきというセットは、発案者のお気楽理事長の目もく論ろ見み通り応援団っぽく仕上がっている。けど適当に発注されただけあって微び妙みようにサイズが違ったり裾すそが余あまったりしていた。それを自分達でせこせこと仕立て直すことになったのが、睡すい眠みん不足の原因の一いつ端たんを担になっている。

　ちなみに従育科女子はノースリーブのシャツに青いミニのプリーツスカートという涼しげな格好だけど、これも別に羨うらやましくない。言い方を変えたら普通の服っぽいけど、一言で表せば、あれはチアリーダーのコスチュームだ。両手に持つポンポンを製作している現場を見たけど、朝焼けの中で疲れ果てた表情のまま黙々とビニールを裂さくというのは、とんでもなく切ない光景だった。

　この日の為ためだけにわざわざ発注した楓かえではかなり頭が残念なことになっているよーな気がしないでもないけど、漫画やゲームが大好きな人だから、『イベントといえばコスプレ』みたいな変な固定概がい念ねんがあるのかもだ。

　そして、それに巻き込まれたのは従育科だけじゃなく、当然上育科も──

「ちょっと、日ひ野の秋あき晴はるっ！　何をぼんやりしておりますの、ブリーフィングを始めるのだからさっさと来るがいいですわ！」

　寝不足の頭に響く高い声に眉まゆを顰ひそめつつ秋晴が振り向けば、そこにはセルニアが。

　……ただし、上から鉢はち巻まき、体操服、おまけにブルマという時代遅れなスタイルで。

　これがドリルの趣味だっていうなら、秋晴は「まあ、うん、個人のすることだから……」と目を逸そらしつつ言うしかないけど、一部例外を除いて上育科生全員が同じ格好をしている。理由は簡単、楓が理事長権限で「体育祭ってこんな感じですよね〜？」と着用を強制したからという、どうにも駄だ目め過ぎな経けい緯いがあったからだ。

　──ちなみに、それを知った時の従育科男子の会話を再現すると、




『ひゃぁっほぅ！　ブルマやでブルマ！　古き良き時代に取り残されし勇者の遺い物ぶつが、現代日本の白はく麗れい陵りようにて蘇よみがえるわけや！　くぅぅ、これは寮りようのおばちゃんに言うて赤せき飯はんの準備しといてもらわな！』

『……そこまで喜ぶことかなぁ？』

『喜ぶのが普通やんか！　あの短パンよりもさらに面積が少なく、下着に限りなく近い形状の運動着やで！　そうっ、あんなん穿はいて運動するんやで!?　そら興奮するがな！　男のロマンの総決算やがなっ！』

『……変態だと理解はしていたが、ここまでとは思わなかったぞ。それに、水着に比べれば露出は少ないだろう？』

『別べつ腹ばら！　それとこれとは別腹やって！　同じ好物でも大トロとフィレステーキやったら味も食感も違うやろ?!　水着には水着の、ブルマにはブルマのやなぁ──！』




　──とまあそんな感じで、騒ぎに気付いた深み閑かんが運んでいる途と中ちゆうだったらしいウレタンポールで強制沈黙に追い込まれるまで轟とどろきの熱弁は続いたのでした。

　当然のように三さん家けと大だい地ちはどん引きで、特に大地の醒さめた目ときたら凄すごかった。それを受けて尚なお興奮する轟は本気でヤバかった。

　……ちなみに、秋あき晴はるは終始ノーコメントを貫いた。だって、あの場でちょっといいなと思うとか言っちゃったらこれまで築き上げてきた色々なものが一いつ瞬しゆんで崩ほう壊かいだし。

　まあそんな馬鹿エピソードはともかくとして、問題は目の前にいるセルニアだ。……というか、セルニアの額ひたいに巻かれた、鉢はち巻まきの色。

　四つに分けられたチームの所属を示すそれは、秋晴と同じ赤だった。

　……だっていうのに、どうして敵てきみたいな目で睨にらまれてるんだろーか？

　納得は出来ないけど怖いので降参するように両手を挙げて、秋晴はどぎつく自分を睨んでいるセルニアに歩み寄り、

「ブリーフィングってお前、予定の集合時間までまだ五分くらい残ってるだろ？　あと俺おれは味方、一応チームメイトだから。もう少しフレンドリーにだな……」

「そんな巫ふ山ざ戯けたことを言っている暇ひまがあるなら急ぎなさいなっ」

「いやだから、まだ時間……」

　人の話を聞いているのかこいつはと思いながらセルニアの目を見て……秋晴は言葉を止めた。これは駄だ目めだ、正気を失っている奴やつの目だ。いつものドリルじゃない、妄もう執しつに駆かられて暴走している危ない人になっている。

　ここは大人おとなしくしておくのが良さそうだと大人の判断をした秋晴は、これ以上火に油を注いでしまうことを恐れて黙り込み、セルニアはそれに少しだけ気分を良くしたようで目元をほんのり柔やわらかくし、




「──あら、もう仲間割れですか？」




　……柔らかくなったはずの目が、急転直下で吊つり上がった。

　余計なことを言ってくれやがったのは、優等生演技のまま的確な精神攻撃を加えまくることで極一部に有名な朋とも美みだ。

　見ればこいつも体操服にブルマ姿で、額ひたいには黒い鉢はち巻まきを巻いている。腹黒が黒い鉢巻きってそれ何の冗じよう談だんだよって感じだけど、それがこいつの所属チームだから仕方がないというか、運命なんだろ。

　まあ赤、青、黒、白というチームの分け方はどうなんだって気もするけど、そこは責任者が「赤の反対は青で、白の反対は黒って感じですよね〜？」と軽いノリで決めたことなので、深く突っ込めない。

　ともあれ、朋とも美みは黒チーム。

　つまり──敵てきだ。

　味方にするのも怖いけど敵に回すと何なん乗じようにも怖い腹黒さんは、こっちを見て微笑ほほえんでいる。けどこれはたぶん、早々に攻撃を仕掛けに来たに違いない。現にこいつが姿を見せただけでセルニアは激しくイレ込んでいる。

　プレミアだかなんだか知らないけど、たかがアミューズメントパークのチケット一つの為ために、周到な。まあ結果だけじゃなくて過程を楽しむことも忘れないヤツだから、こうなることは半ば分かっていたけど。

　ただ問題は、賞品を持つ自分がセルニアと同じチームになってしまったことだ。それを朋美がどう思っているのか、秋あき晴はるとしてはかなり気になる。

　だからこそっと朋美に近付いて、

「……なあ、俺おれの身の振り方についてなんだが」

「……多くは語らなくて平気よ。秋晴は秋晴でベストを尽くせばいいわ」

　こちらに合わせて声を抑おさえた朋美は、意外にもあっさり返してきた。

　色々と手の込んだ陰いん謀ぼうを張り巡らせる割に真まっ向こう勝負にはフェアプレイを心掛けるヤツだから、予想外ってわけじゃない。でももう少し、いたぶるというか焦じらすというか、そーいう感じで遊ばれると思っていたのに。いや何もないに越したことはないけど。

　それでも秋晴が不審さに眉まゆを顰ひそめていると、朋美はほんの少しだけ口くち端はを上げて、

「今日は、わたしとフレイムハートさんの勝負なの。だから残念だけど、秋晴にはそんなに構っていられないのよ」

「そうか……」

　……何がどう残念なのか気になるところだけど、薮やぶ蛇へびになりそうなので追及は止やめておく。それにこっちを睨にらんでいるセルニアが、やり手のセールスおばちゃんもダッシュで逃げ出しそうな形ぎよう相そうになりつつあるし。

　秋晴が再び無害をアピールするように両手を挙げつつ朋美からも距離を取ると、

「皆さん、ごきげんよう。どうもフレイムハートさんは意気込み十分のようですけど、今はそのお相手をしている時間は無いんです。ごめんなさいね？」

「だっ──誰が貴女あなたに相手を頼みましたのよっ!?」

　落ち着けドリル、日本語が怪しい。気持ちは凄すごい分かるけど、とりあえず落ち着け。

　……と、秋あき晴はるは心の中でアドバイス。実際に声に出さない理由は、勿もち論ろん自分の身を案じたからだ。

　消極的に見守る中、ヒートアップするセルニアとは対照的に穏おだやかな態度を保った朋とも美みは、舞ぶ踏とう会かいにでもいるのかってくらい優ゆう雅がな足取りで大だい地ちの前へと行き──そこでにこりと微笑ほほえんだ。

「さあ、大地くん。黒チームはもうすぐメンバー決めに入りますよ。事前に三年生代表の方と話をしたいので、一緒に来て貰もらえますか？」

「それは……別にいいが、どうして僕だけなんだ？」

「間違いなくあなたがチームのエースですから、便べん宜ぎを図るのは当然でしょう？　自分の出たい種目を選んで貰もらう為ためにも、会議の前に話を通しておきたいんです」

　そう言ってにこりと微笑む姿に、秋晴は感心する。三さん家けなんかちょっと惚ほうけた感じで見入ってるし、相変わらず見事な猫ねこ被かぶりだ。ドリル程ほどじゃないけど昂たかぶっているんだろうに。

　そんな気配は一切出さず、セルニアを意識する様子もない。もうどこまでも朋美らしい挑ちよう発はつの仕方だ。

　実際、眼中に入れて貰えないセルニアは手が震える程お怒りになられて、今にも金きん髪ぱつがギュルルッと回転し出しそうな雰ふん囲い気きだよ。後で半強制的にパーティーに組み込まれる自分はどれだけの絨じゆう毯たん爆ばく撃げきを食らうことになるんだろうな？

　想像するとなんか怖いので秋晴はそこで思考をストップ、他人の振りをして束つかの間の平へい穏おんを有り難く過ごすことにする。

　けど、視界に入る面々を見ていると、どうしても浮かんでくる感想がある。

　朋美と大地の、額ひたいに着けられた黒い鉢はち巻まき。

　あのとんでもなく厄やつ介かいな奴やつ等らを相手に勝つのは、ちょっとキツそうだ──と。

　本気を出さないとドリルが喧やかましいとか、チケットがどうとか、そんなことは端はしっこに流し込んで。

「……やっぱ、やるからには勝たないとな」

　勝負事が好きなのはお前等だけじゃないんだぞと心の中で呟つぶやいて、秋晴は眠ねむ気けと闘争心で妙みような感じになりつつあるテンションで薄うすく笑った。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　ブリーフィングは何事もなく進行し、特に揉もめることもなく次々と希望の選択種目が埋うめられていった。ちょっと意外な気もしたけど、お嬢じよう様さま方の好こう奇き心しんはやったことはおろか見たこともない妙な種目に疼うずいたらしく、お淑しとやかながらはしゃいだ様子で手を挙げていた。

　高等部三年生で赤組代表になった女生徒は控えめな人で、そこに控えめという言葉とは縁えんのないセルニアが鋭く切り込んでいき、希望者が足りない種目には点が取れそうな人材を推すい薦せんすることで、あっという間に作戦会議は終わってしまった。

「なんかやたら燃えてるな、お前」

　秋あき晴はるがついそんなことを言ってしまう程ほど、今日のドリルは一味違う。野性味って訳じゃないけど、攻撃性が前面に出ているだけじゃなくて、こう、切せつ羽ぱ詰つまった何かを感じる。

　本人はそれに気付いているのかいないのか、それがいまいち分からないので、こうして鋭く先を睨にらんでいるセルニアに訊きいてみた訳だけど……

「私は至って普通ですわよっ！」

　返ってきたのは、敵てき意いを撒まき散らすような視線だった。

　……いやだから怖いよ。味方です、こっちは味方ですから。

「デフォルトでそれなら、お前はどれだけの猛もう獣じゆうなんだよ。いいから落ち着け、もしくは継続してカルシウムを摂とれ」

「それは私に対する侮ぶ辱じよくですのっ?!　いいですわ、彩さい京きようさんよりも先にまずは庶しよ民みん、貴方あなたとの決着を──」

「だからそれおかしい、テンパり過ぎだっての。……ったく、そろそろ第一種目が開始になるっていうのに、そんな調子で大丈夫か？　初しよっ端ぱなの徒競走で靭じん帯たい切ってリタイア、なんて羽は目めになったら流石さすがの朋とも美みでも笑わないぞ。笑えなさすぎて」

「誰もそんなことにはなりませんわよっ！　私は当然一位を取って、赤組を優勝に導く原動力になるのですわ！　彩京さんには負けませんわよっ」

　燃えまくりなセルニアの言葉に、秋晴は少しだけ納得がいった。やっぱチケットがどうこうより、朋美との勝負だから熱が入っているらしい。

　自分が白はく麗れい陵りように来る前から既すでにライバル関係だったみたいだし、きっと色々とあるに違いない。我がの強い二人だからそれも止やむ無しというか。

　何はともあれ、秋晴には立ち入り難にくい領域っぽいので、慣れない着心地の長ランの裾すそを軽く引っ張りながら、

「ま、怪け我がの無いようにな。俺おれもやるからには全力だ、ハンデ付きだろうが何だろうが、負ける気はないし」

「ッ……当然ですわ。絶対に勝ちますわよ」

　ギリ、と奥歯を噛かむ音が聞こえてきそうなくらい険しい表情で、セルニアは俯うつむく。

「……そう、負けられませんわ。彩京さんだけには……」

「ん？　何か──」

「あっ、お二人ともここにいたんですねっ」

　ぼそぼそと呟つぶやく声はしたけどハッキリ聞こえなかったので秋晴が聞き返そうとした矢先、四し季き鏡かがみの明るい声が割って入ってきた。

　相変わらず、どんな空気もさっと自分色に染め変える奴やつだ。まー、重い感じになりそうな雰ふん囲い気きもあったから、ナイスタイミングと言えるかも。

　……ただ、そんな彼女の服装はかなり目に毒なものなので、秋あき晴はるとしては直視しにくい。

　チアリーダーの扮ふん装そうをしているのは従育科女子全員共通だけど、この四季鏡はちょっとだけ違う。サイズを合わせ微調節する時、見事なまでの不器用さを披ひ露ろうして衣い装しようを駄だ目めにしてしまい、予備用にあったワンサイズ小さいものを着用している。

　その結果、スカートは超ミニになっているし、万ばん歳ざいすればおへそがちらっと見えるくらいの長さだったはずの裾すそは初期段階でへそ丸出しになっていて、下へ手たに激しく動いたら捲めくれ上がった拍ひよう子しに見てはいけないとても見たいものが露あらわに──って、健全な体育祭がとんだピンク空間に早変わりだよ。こいつ一人のせいで、興味が薄うすかったブルマとかチア衣装までエロ補正が効いて見えるようになるから、最高に最悪だ。

　そんな両手に持ったポンポンよりも、胸元の薄うすい生地をふわわっと押し上げていて、しかもそのせいで首回りに出来た隙すき間まから覗のぞいているっていうかむしろはみ出しそうな白くて柔やわっこそうな何かの方が気になるよちくしょうって感じの四季鏡も、秋晴達と同じ赤組だった。他ほかには小さすぎる先せん輩ぱいの桜おう沢さわみみなも赤組で、たぶん今頃は人ひと気けの少ないところでこそこそしているに違いない。

　ちなみに他ほかの知り合いは別のチームになっている。朋とも美み達の黒組には四季鏡姉こと沙さ織おりさんとアイシェ＆ヘディエのアーフラム教コンビがいて、三さん家けのいる青組には鳳フオウとピナが、轟とどろきのいる白組には大だい吉きちが組み込まれていた。

　この面子メンツを見ると、やっぱり手て強ごわそうなのは黒組だ。勝たなくちゃいけない相手としてはハードルが高い。

　……まあでも、誰が相手でも負けるつもりなんて無いんだから、関係ないといえばそれまでだけど。それに、敵てきは強い方が燃えるし。

「そろそろ徒競走が始まるみたいですよ。私、精一杯頑がん張ばります！　セルニアさんも頑張りましょうね！」

「当然ですわ。四季鏡さんも、一位を…………いえ、完走目指して頑張りなさいな」

「でもでも私、足は結構速いですよ？」

　途と中ちゆうで激げき励れいの内容を変えたセルニアに四季鏡はちょっと不満げにそう言うけど、秋晴はドリルの心配が分かるから何も言わない。足が速いとか遅いとかじゃなくて、転んでビリになったり誰かを巻き込むような一大事になったりする可能性が、常識という範はん疇ちゆうだと収まらないくらいに高い。というか、頑張れば頑張るだけ酷ひどいことになりそうな気がする。

　けどそんなことはやる気になっている本人に言いにくいし、そもそも言うだけ無む駄だなことなので、秋晴は多くは語らずに軽く腕うでを回し、

「それじゃ、さくっと集合場所に行こうぜ。俺おれ等らは中等部の後だよな？」

「はいっ。しっかり応援しましょうね！」

　そう言うと四し季き鏡かがみはチアリーダーらしく両手を上にあげて、さらに右足を高々と上げ、

「きゃうっ!?」

　……ようとして、見事に転んだ。こんな状況でもこいつはいつも通りで、なんだかちょっと安心する。

　やれやれと苦笑して、秋あき晴はるは起き上がるのに手を貸そうと近寄り──すぐにそれに気付いて、足を止めた。

　尻しり餅もちをついて、へたっと足を投げ出してしまっている四季鏡のスカートはバッチリ捲めくれていて、けどまあチアの衣い装しようなんだから見えてしまったもそこまで問題はないはず、なのに──

「…………なぁ、四季鏡」

「は、はい？　なんでしょう？」

「…………お前、アンダースコートは？」

「はぃ？」

[image: ]

　世の中には水色でストライプ柄がらのアンダースコートだってあるのかもしれないけど、だとしてもこれは違うんじゃないかと思いながら、自分なりの判断をする為ために本能のまま視線を外せずに見ていた秋晴は、

「──分かっているのなら目を離しなさいな、この変態庶しよ民みんっ！」

「がふぉっ……!?」

　背後から理り不ふ尽じんな一撃を後頭部に食らい、頭を抱かかえて蹲うずくまることになった。




　痛む頭をさすりながら観客席で見ていた中等部の徒競走は、なんというか微笑ほほえましい感じで終わった。

　まだまだ線が細い子が多いし、走り方も上品さとか優ゆう雅がさとかに気を取られているのか、女の子らしい走りで、当然だけど遅い。五十メートルに十秒以上かかる子が殆ほとんどだ。

　そんな中で中等部唯一の知り合いのピナは、普通に速度の出るフォームで走り、あっさりと一位を勝ち取っていた。声を出して応援してやりたかったけど、青組のピナが勝つのを他ほかの赤組メンバーが快く思わないかもしれないので、心の中で励ますくらいのことしか出来なかったのがちょいと情けない。

　まあそれはさておき、どのチームもほぼ均等に一位から六位までを分け合う感じで中等部の番は終わり、いよいよ秋あき晴はる達高等部の出番が近付いていた。

　何基準で決まったのか知らないけど出走順が最後になった秋晴は、スタート前の緊張と高揚にはしゃいだ声で話すお嬢じよう様さま方の声を聞きながら、軽く屈くつ伸しんをしてズボンが突っ張らないかをチェックする。生き地じのせいか寝不足のせいか、少し膝ひざ回まわりに違和感があるような気がするけど、まあでも大したことじゃなさそうだ。

　五人と他ほかより一人少ない同じ組に、手て強ごわそうな相手はいない。知り合いは全員違う組だし、一緒に走る中に従育科の女生徒もいるけど、瞬しゆん発ぱつ力りよくなら断然こっちが上だ。

「二十メートルのハンデっつーのはちょっと厳しいけど……まあ、なんとかなるだろ」

　上育科女子が五十メートル走ればいいだけなのに対して、従育科女子は六十メートル、男子は七十メートルを走らなければならない。

　けど、朋とも美み達が相手じゃなければ何とでもなる。これでも足はそこそこ速いし、いくら睡すい眠みん不足で体調が万全でなくったって、普通に走れば問題ないはず。

　ある意味、運が良かった。何でか知り合いは足が速いのが多いから、かち合うとかなりヤバかっただろうし、二位以下になったら漏もれなくセルニアから罵ば詈り雑ぞう言ごんのプレゼントが待ってそうだし。

　初しよっ端ぱなからそんな目に遭あいたくないので、秋晴は眠ねむ気けで靄もやが掛かった頭を少しでもマシにする為ため、準備運動を念入りに始めた。

　別に威圧しているわけじゃないのに周囲の女生徒には明らかに意識されまくって怯おびえられているから、ちょっと気まずくて数歩離れた所で先頭の方がスタートするピストル音を聞いていると、

「まあまあ、薄うすら暑苦しい格好をしている奇き特とくな方がいるので誰かと思えば、旦だん那な様さまではありませんか」

　……指定された服を着ているだけなのに、さらっと罵ば倒とうされた。

　こんなことを言う人物に一人、その側そばで佇たたずむ控えめな麗れい人じんに一人、秋あき晴はるは心当たりがある。どんなカテゴリーの知り合いだよって自分に突っ込み入れたいくらい、ストレスで腹を壊こわしそうな食い合わせのペアに。

　見れば、やっぱりそこにはアイシェとヘディエの中東系とんでも主従コンビが。

　しかもヘディエは体操服を着ているけど肘ひじまである黒手袋と膝ひざ上まである黒いタイツを装着しているし、アイシェの方はいつものチャドルで完全防備だ。

　なんでこんなあり得ない服装な人達にその他少数な格好を弄いじられないといけないんだろーかと沈みかけつつ、しかしそれよりこの二人がこの位置にいることに不安が過よぎって、秋晴は恐る恐る問い掛けた。

「……なあ、もしかしてあんたら、最終組か？」

「いいえ違います全然外れですよ旦だん那な様さま、流石さすがの短たん絡らく的発想ですが残念ながらアイシェお嬢じよう様は最終組の一つ前に走るのです」

「…………そーか」

「ええ、ちなみに残念と言ったのは旦那様の思考力が残念という意味です」

　……わざわざ丁てい寧ねいに、しなくてもいい解説をされた。相変わらず隅すみ々ずみまで行き届いた罵倒で、本当に自分が残念な人に思えてきたよ畜ちく生しようめ。

　朋とも美みとは違ってその場その場でクリティカルに抉えぐってくるヘディエの言葉に、秋晴はつい涙なみだぐんでしまいそうになるけど、もう高校生なので我慢する。

　少しでも気分を変えるべく黙ったまま澄んだ瞳ひとみをこちらへ向けているアイシェへと視線を移すと、やっぱり他ほかの女性陣じんが涼しげな格好をしている中で上から下まで隠かくしまくりの格好は異様に目立っていた。

「戒かい律りつがあるのは分かるけど、その格好だとまた倒れないか？」

　前に花園で倒れた場面も見ているのでそう言うと、アイシェはゆっくりとした動作で頭を下げ、

「──『ご配はい慮りよ有り難うございます』とお嬢様が仰おつしやっています、しかし勘かん違ちがいして調子に乗らないで下さいませこの旦那様」

　そしてヘディエがすかさず通訳＆思いの丈たけをぶつけてくる、と。うん、やっぱ泣きそう。

　しかし秋晴が青空を見上げて涙を堪こらえる前に、ヘディエは何やら誇ほこらしげな笑みを浮かべた。

「第一、お嬢様は普段に比べ本日は薄うす着ぎをしております。制服に比べればこの体操服という衣い装しようはなかなかに通気性が良く肌はだを覆おおう範囲も少ないので、お嬢様もいつもより快適に過ごすことが出来るのです！」

「……え？　その中身、体操服なのか？」

　それは驚きだし、その理屈でいえば普段からチャドルの下には制服を着ているということか。つまり轟とどろきが夢想していた『あの下、実は何も着けとらんっちゅぅのはどうや！』という戯ざれ言ごとは、戯言のままで終わったと。まあ下着つけているのを見たことがあるから、端はなから馬鹿の妄もう想そうとしか捉とらえてなかったけど。

　でも普段と全く変わらない見た目で中身はちょっと違うとか言われても、秋あき晴はるは素直に「そうか」と納得出来ない。

　そんな微び妙みような心情が顔に出てしまっていたのか、アイシェがそっと近寄って来て、

「──『本当ですよ。どうかお確かめ下さい』とお嬢じよう様さまは仰おつしやっていますが……まあ、そうですね、旦だん那な様さまの後ろには誰もいませんので前をはだけるだけならば問題はありませんね。いえ最大の問題は旦那様如ごときに僅わずかでもお嬢様の素す肌はだを晒さらすのは勿もつ体たいなさ過ぎて記き憶おくを忘れるか或いは脳のう漿しようをぶち撒まけるまで殴なぐりたくなってしまうことですが、このヘディエ、私情に駆かられてお嬢様の御意思の妨さまたげになるようなことは断じてしません！　ええ、本心では蠍さそりの毒に侵されてしまえと思っていても、決して邪じや魔まはいたしません」

　何やら一人で早口気味に喋しやべり倒しながら、ヘディエは主人の後ろに回り込み、恭うやうやしい手つきでそっと濃こ紫むらさき色いろのチャドルを摘つまみ上げる。

　どこをどうぐるぐる巻きしているのか分からないけど、一枚の布で上う手まいこと全身を覆おおっているそれを──って、

「ちょっと待て！　何な故ぜ……何故、脱ぬがしているっ?!」

「だから確認作業です、私としてはこのような真ま似ねは反対したい気持ちが無くはないのですがアイシェお嬢様のお言葉が疑われるのは心外というのも事実、ならばこれも致し方ないと思うことにしました。何より、お嬢様の御意思ですし」

「いや……意思って……」

　喋しやべりながらも剥むかれていくチャドルから目を逸そらせない秋晴は、じっと動かずにいるアイシェに見られていることもあって金かな縛しばり状態だ。ヘディエはヘディエで自分達の後ろにいる女子達からは見えないように気を遣つかっているらしく、余計な罵ば倒とうは中断している。

　まるでプレゼントの包装を綺き麗れいに剥はがすように、アイシェを覆おおっていたチャドルは前面から丁てい寧ねいに脱がされていく。

　その様子に、秋晴はつい見入ってしまう。……いやでも、仕方ないよ？　徐じよ々じよに露あらわになる褐かつ色しよくの肌はだとか、下に服を着てるって理解していても凄すごいドキドキ演出だよ。なんかもどかしくて、なのに見ているだけしか出来ないっていうのが、余計に。

　ゆっくりと、勿もつ体たいぶるように濃紫色のチャドルは剥がされていき、そして……

「──ほら、どうですか旦那様？　見ての通りです、お嬢様は戒かい律りつだけでなく学院の規律も守る正しきお方、この様ようにキチンと体操服を着用しています」

「…………」

　誇ほこらしげな従者の言葉に、アイシェはややはにかむような笑みを浮かべる。

　それだけで、秋あき晴はるは脳細胞が吹き飛ばされて口から魂たましいが抜け出すんじゃないかってくらいの衝しよう撃げきを受けていた。

　いや確かにアイシェは神秘的な感じもあるえらい美人さんだけど、元々そうだって知ってたけど……それでも、ここまで破壊力があるとは。

　大体、素顔を見るのも久しぶりだ。たまに会うことはあっても全身防備だし、声だって聞いていない。なのに現在の服装は清せい楚そながら露出の多めな、体操服って……

　こう、ほっそりとしている褐かつ色しよくの足とか、華きや奢しやで滑なめらかな腕うでのラインとか、芸術的なまでに魅力が溢あふれているのは間違いない、けど……露ろ出しゆつ度合いなら他ほかの女生徒と同じだっていうのに、なんかやたらドキドキする……！

　普段隠かくれているのがちょっと露あらわになって、ようやく人並みになっただけだっていうのに、何ですかこの埒らち外がいのパワーは。明らかにチラリズムとは違うし、隠し味とも違うのに……なんだろうこの新感覚。初めてナタデココを食べた時みたいなこの感覚は、

「──お嬢じよう様さま、どうやら時間切れのようです。どなたかこちらへ近付いて来ていますので、今日のところはここまでですね」

　その言葉に秋晴は現実に引き戻されて、ハッとして頭を左右に強く振る。なんだなんだ、今何が芽生えそうになっていた？　たぶんそっちは危険、真まっ当とうな人として覚かく醒せいしちゃいけない、繋つながっちゃいけない回路だ。しっかりしろ、轟とどろきみたいになってもいいのか……！

　そっちは駄だ目めだと自分への戒いましめをしている間に、アイシェはすっかり元通りに目以外は隠れた状態になり、ヘディエは何事もなかった感じで主人の背後で微笑ほほえみ、

「──おや、最終組は随ずい分ぶんと人数が多いのだね」

　そこに現れた爽さわやかなバリトンボイスに、秋晴は一気に正気に戻った。というか、醒さめた。

「……大だい吉きち、お前も最終組か？」

「灯とう一いち朗ろう、と呼んでくれたまえ！　そして君の質問に対する答えは、イエスだよ。人数の都合でね、僕は二回走ることになっている」

「あー、そーかい。ちなみにお前の独り言に対する答えはノーだ。少し考えればそこの二人が男と一緒に走らないことくらい分かるだろ？」

　……まあ、自分も気付かなかったけど、そこは都合良く伝えない方向で。

　説明に頷うなずく大吉は、体操服に短パン、鉢はち巻まきと全すべてが白で、なんか無む駄だに輝いている。

　そして、こんなヤツでも一応は男ということで危険分子と見なしたのか、ヘディエはアイシェを庇かばうようにして距離を取っていた。過保護というか行き過ぎな対応にも思えるけど、うっかり異性に肌はだを見られたら自害してしまうお茶ちや目めじゃ済まない暴走をするアイシェのことを考えれば、止やむ無しなのかもだ。

「もう一回走ったんだよな？　参考までに訊きいておくけど、何位だった？」

「フッ……愚ぐ問もんだよ。この風かざ祭まつり灯とう一いち朗ろう、多少のハンディがあろうとも易やす々やすと婦女子に負けるような美び貌ぼうではないさ」

「いや美貌とか関係ないから。あとその指に挟はさんでる薔ば薇ら、どっから取り出しやがった」

「紳しん士しの嗜たしなみだよ。そして美しい僕に、勝者にも相応ふさわしい花といえる……」

　そう言って薔薇の匂においを嗅かぐようにして目を閉じたナルシストに、秋あき晴はるはもう何も言う気になれなかった。こいつが運動出来るのは知ってるし、ただでさえ眠ねむ気けで体調も精神も不安定なのに、これ以上構ってられるか。

　またどこからともなく手鏡を取り出してうっとりと自分の顔に見入りだした大だい吉きちはスルーして、私語を慎つつしみ順番を待つ。

　徒競走はどうやら順調に進んでいるようで、殆ほとんど一分間かん隔かくで次々と組が消化されていった。

　ほーっとしながら見ていると、知り合いの皆は順当な結果を出していく。朋とも美みやセルニアは当然のように一位を取って、大だい地ちや轟とどろきもハンデを物ともせずに一位になる。惜しかったのは三さん家けで、ハンデの差で鳳フオウに負けて二位。けど青組のワンツーフィニッシュだから、得点的には何ら問題なく落ち着いた。ちなみに四し季き鏡かがみも順当に、僅わずか六十メートルの間に二回も転んでビリになっていた。

　眠ねむいせいか思っていた以上にスムーズに進んで、あっという間にラスト二組になる。

　ようやく緊張感が出てきて、秋晴は足首を交互にぐりぐりしながら前の組のスタートを見守り──やっとで、気付いた。

　六レーンしかないのに、七人いる。理由は簡単、主従コンビが四レーンに二人で立っているからだ。

　その光景に、秋晴は思い出す。確かアーフラム教の貴人は、雑事は全部侍じ女じよにやらせなければならないと。跳とんだり走ったりするのも基本的にはＮＧだと、そんなことを聞いた記き憶おくがぼんやりとある。

　たぶん他ほかの出走者も戸と惑まどっているんだろうけど、それでもピストルを持った深み閑かんが高々と腕うでを上げるのを見て、スタンディングのままやや重心を前に乗せたスタート体勢に入り、

「用意…………スタートです」

　声と共に、パンッと大きな破は裂れつ音おん。

　それに弾はじかれたように、上育科三人、従育科二人の計五人がほぼ同時にスタートを決める。

　そして、ようやくといった感じでアイシェが動き、ヘディエの首に抱だき付くようにして両腕を回した。対してヘディエはお姫ひめ様さま抱っこの要領で主人を抱かかえ、

「ではお嬢じよう様さま、参りますね」

　余よ裕ゆうの挨あい拶さつをしてから、走り出し──

　──そしてトップでゴールラインを越えた。

「…………いや、いくらなんでもそれは反則だろ……」

　秋あき晴はるは思わず呟つぶやいて、呆ぼう然ぜんとしたままゆっくりとアイシェを降ろすヘディエを見る。

　他ほかの連中もざわついている。そりゃそうだ、完かん璧ぺきに出遅れた形で、しかも人一人抱かかえているっていうのに、悠ゆう々ゆう一位を獲得しやがったんだから。いくらアイシェが驚くくらい軽いといっても、あんな、世界記録は無理でも高校の陸上記録くらいなら塗り替えられそうな速さで走るって。

　恐るべしヘディエ。危険なマーダー女ってだけじゃなくて、生まれながらに従者としてトップクラスの教育を受けているのは伊だ達てじゃないってことか。

「フッ……なかなかいい前座だった。舞台は整った、というところかな」

　そしてこの状況をプラスにしか考えていないナルシストが一人いるけど、こんな馬鹿か大物の紙かみ一重ひとえなヤツに構いたくないので、秋晴は白け気味にスタート位置へと向かう。

　あんな次元の違う走りの後だと、やっぱり最終組でも盛り上がりに欠ける。それでもちゃんとあちこちからの拍手で迎えられた。……なんか悲鳴も混じってるけど。たぶん原因は寝不足で隈くまが出来たせいか悪い意味で人相が強化された自分っていうのが哀かなしすぎだ。

　それでもやる気を振り絞しぼりながら、秋晴は一番内側のレーンに立った。ハンデも手伝って最後方からのスタートだけど、距離は三レーン目の大だい吉きちと変わらない。

　深み閑かんのピストルを持つ手が上がるのが見えて、走者一いつ斉せいに構える。女生徒達がスタンディングで構える中を両手をついたクラウチング体勢になるのはかなり恥ずかしいけど、勝つ為ためなのでここは耐えないと。

　耳を澄まして、破は裂れつ音おんと共に動き出せるよう、全神経を集中する。……クスクス笑っている声が、自分が笑われているような気がして背中の方がこそばゆくなるけど、地面を睨にらんでじっと我慢。

「それでは……用意、」

　深閑のスタート直前を告げる声に反応して、腰こしを上げて前を向く。なんか大吉が構えもせずに自分の体を抱だくようなポーズをとっているのが見えて気が萎なえそうに──

「……スタートです」

「──っ！」

　平へい坦たんな声とは対照的に大きな破裂音がした瞬しゆん間かん、秋晴は思考を真っ白にすると同時に、前へ倒れ込むように走り出していた。

　スタートは殆ほとんど完かん璧ぺき。視界の端はしで薔ば薇らが宙を舞うのが見えたけど、それ以外の情報は全部放り捨てて、ただ最速で駆かけられるよう体を動かす。

　いい感じで加速したまま、ちょっと急なカーブを出来るだけスピードを殺さないように走り抜ければ、残りの距離は半分。

　その段階で、もう前を走っている生徒はいなかった。しかも自分は後半に伸びるタイプ、疲れているからあんまり動けないけど、たかが七十メートルを全力で走りきれない程ほどぐだぐだって訳でもない。

　秋あき晴はるは一位を確信し、そのまま一気に──

「なかなかキレのある走りだ！　そうでなくては面おも白しろくない！」

「んだとっ!?」

　ハイテンションな声につい右側を向いてしまうと、そこには驚きよう愕がくの光景が。

　完かん璧ぺきに出遅れていたはずの大だい吉きちが、ほぼ真横に並んでいた。

　このナルシスト馬鹿の馬鹿さ加減を甘あまく見すぎていたと、秋晴は必死に奥歯を噛かみ締めて走る──けど、引き離すどころか、むしろ向こうの体が前に出ている。

　残り二十メートル、十メートルとあっという間にゴールが近付くのに、及ばない。

　絶望的な半歩分の距離に、秋晴は悔くやしさを堪こらえきれずに歯噛みして──

「ふっ……では、フィニッシュだ！」

　そう宣言した大吉は、ほんの少し身を沈め──高々とジャンプした。

「なっ──!?」

　驚きよう愕がくの声を上げてしまった秋晴が見ている中、大吉の体はフィギュアスケートのように華か麗れいなスピンをし、宙を舞ったままゴールラインを割った。

　そして見事な滞空時間の後で着地し、滑すべりながらくるくると回り、Ｙ字バランスを決めながら止まった。

　…………ちなみに。

　物もの凄すごく、気まずいことに。

　大吉が跳とんでいる間に、秋晴は僅きん差さで追い越し先にゴールしていた。

「…………今の……」

「……風かざ祭まつり様さまが……」

「…………見せ場でしたのに……」

「……これだから空気の読めない……」

　そして各所から勝者を讃たたえる、怨えん嗟さの声が。

　……………………どうしよう、今すぐ舌したを噛んで死んでしまいたい……！

　自分が悪い訳じゃないのに針の筵むしろへご招しよう待たい食らった秋晴は、いい仕事しましたと言わんばかりに満足げな大吉の横を小さくなって通り過ぎ、気まずさ爆ばく裂れつのまま一位の列へと並ぶ。周りの『どんな面つらしてそこに並んでんだよ？』と訴えるような視線が痛すぎる。もういっそ視線の刃やいばで死ねたらいいのに……！

『えー、それでは第一種目はこれにて終了ですよ〜。皆さん、ちゃちゃっと自分の席に戻ってくださいねー。それと第二種目はアスレチック競走なので、従育科の皆さんはわくわくゲート前に集合しましょう〜』

　どん底まで沈み込んでいるところに聞こえてきた楓かえでのアナウンスに、秋晴はため息を吐ついて方向転換する。

　わざわざパンダの形にして口の部分をくり抜いて作ったゲートへ向かおうと、重い足取りで進み……

「無ぶ様ざまなレースですわ。直視していられない展開でしたわよ」

「…………く、セルニアか……」

　傷口に粗あら塩じおとチリソースを塗り込むような言葉に、秋あき晴はるは底辺を生きるに相応ふさわしい目でドリルを見やる。別角度から言い返したいところだけど、実際に自分でもそう思うから何も言う気になれない。

　だから、いつものようにただでさえ大きな胸を押し上げるように腕うでを組んだセルニアがどんなに酷ひどいことを言おうと、秋晴は唯い々い諾だく々だくと受け止めるつもりでいた。

　なのに──

「それでも結果として一位をもぎ取ってきたことだけは褒ほめて差し上げますわ。結果以外はまるで褒められないものですけど」

「……は？　それ、どういう……」

「ッ……物わかりの悪い庶しよ民みんですわね！　不ふ甲が斐いないと思うのであれば次で挽ばん回かいなさいと、そう言っているのですわよ！」

　それだけ言うとセルニアはプイッと顔を背そむけて、そのままスタスタと応援席の方へ去って行ってしまった。

　残された秋晴は、ぼんやりしたままの頭で今のやり取りを反はん芻すうして……ぽつりと、呟つぶやく。

「……もしかして今、励まされてた……？」

　いやいやそんな馬鹿な、と否定したい気持ちが溢あふれそうになるけど、客観的に考えればそうに決まってる。

　あのセルニアが──という思いは拭ぬぐえないけど、その一方であれが実はいい奴やつだって理解している。割と情に厚い奴やつだから、敵てき対たいすることが多い普段ならともかく、味方になっているこの状況なら……うん、あり得なくはないな。

「……次で挽回、か」

　つい口元が緩ゆるんでしまうので、それを誤ご魔ま化かすように呟つぶやいて。

　額ひたいの鉢はち巻まきを締め直し、鋭く息を吐はいて、秋晴は集合場所のゲートへ向けて歩き出す。

　あんな風に発はつ破ぱをかけられても奮ふん起きしない、そんな湿し気けった根性は持ち合わせていない。単純過ぎるかもしれないけど、こーいう時はそれでいい。

「お嬢じよう様さまもああ言っていることだし、名めい誉よ挽ばん回かいといくとするか」

　自分に言い聞かせる為ために呟いた言葉に少し体温が上がるのを感じ、秋晴は口くち端はを吊つり上げて笑った。




　──そして、第二種目のアスレチック競走が終わり。

　秋あき晴はるは、さっきよりもさらに気まずい空気の中、眉まゆを怒らせたセルニアと向かい合っていた。

「……あり得ませんわ。あの流れで一位を取れずに戻って来るだなんて、本っ当にあり得ませんわよ」

「……いやー、無理。あれは正直無理です」

　照れるように笑って後頭部を掻かき、茶ちや目めっ気をアピールしてみたものの、ドリルさんの不ふ機き嫌げんはちっとも治る気配無し。むしろ青筋が浮かばんばかりにこめかみ辺りが引くついていて、怒りは増しているっぽかった。

　もうとっくに仕方ないと開き直っていた秋晴は、キレられるのを承知で片手を上げ、弁明をしてみた。

「や、だってお前も見てただろ？　大だい地ちの奴やつ、五メートルの直立した壁を、轟とどろきの頭を踏み台にはしていたけど、殆ほとんどノータッチで越えやがったんだぜ？　そりゃあ縄なわを上って地味に越えることしか出来ない俺おれ等らに勝ち目なんて無くなるっての」

　むしろどさくさに紛まぎれて二位になったことを褒ほめて貰もらいたいくらいだけど、それは言わない。あの流れで一位を取れなかったことに、正直かなり恥ずかしい気持ちもあるし。

　ただ、そんなことなんて知ったこっちゃないセルニアはキリキリとハンカチを捻ひねりながら、

「一位と二位には天と地ほどの差がありましてよっ!?　壁越えはともかく、どうして他ほかの場面で挽ばん回かい出来ないんですの?!」

「だから無理だって。あいつ雲うん梯ていをぶら下がって渡らないで、上を走ったりするんだぜ？　あんなのと勝負出来るの、たぶん深み閑かんとヘディエくらいだ」

「くぅっ……」

　悔くやしげに捻ったハンカチをさらに捻るセルニアだけど、こっちの言い分も間違っていないと理解はしているようで、それ以上の罵ば倒とうは無かった。

　どうやら一段落ついたらしいと、秋晴は小さく息をつく。すると安心感のせいか、急に周りの雑音が良く聞こえるようになった。

　……や、雑音というのはよくないか。だってあれは、仲間を応援する健気けなげな声だ。元お嬢じよう様さま学校だけにぶっ殺せ的な覇は気きはないけど、その分平和で愛らしい励ましの言葉が、あちらこちらから発せられていた。

　秋晴達の赤組だって例に漏もれず、賑にぎやかな応援の声が飛んでいる。今やっている選択種目の有志によるスプーンリレーは見た目にも可愛かわいい感じがあるからか、応援にも熱が入っているようだった。

　……けど、どこよりも声が出ていて、実際にレースでも頑がん張ばっているのは──

「黒組が優勢、か」

「ッ、まだまだですわよ！　まだ序じよ盤ばん、いくらでも逆転は出来ますし、一気に突き放すことだって可能ですわ！」

　声を大にして主張するセルニアだけど、明らかに焦あせっている。その反応で、秋あき晴はるは大体のことを理解した。

　どうやら、こいつも理解しているらしい。徒競走では各組の点数に殆ほとんど差はなかった。第一種目だからってこともあるけど、トータルでみればそれなりに戦力が拮きつ抗こうしているってことだと思っていいはず。

　ならば順位を分けることになる差は、それぞれのやる気だ。

　第二種目以降の、ただ身体能力がどうこうというだけでけりが着く勝負ではなくて、本気でやろう、最後まで頑がん張ばろうという気力が順位に響いてくる。

　赤組も士気は悪くない。中等部は元気だし、高等部も一年は団結している。

　それはたぶん、セルニアがやる気を見せているからだ。学年首席の朋とも美みと双そう璧へきをなすだけの派は手でさと貴族らしい佇たたずまい、それに相反するかのようで融ゆう和わしている火のつきやすい性格で、一年生と中等部の士気を煽あおっているのは間違いない。

　──けど、朋美のいる黒組は、高等部の上級生もやる気に満ちている。

　これはもう、流石さすがは腹黒としか言う他ほかない。何な故ぜなら黒組代表の座にいる四し季き鏡かがみ姉こと沙さ織おりさんを補佐する形で上う手まく操り、全体を煽せん動どうしている。それに比べると赤組は上級生の士気が緩ゆるく、お楽しみ感覚で負けを気にしていないらしかった。

　全体の士気の差は、少しずつ点差に出てきている。

　おまけに、黒組には大だい地ちやヘディエといった化け物クラスの敵てきもいる。

　そりゃあ秋晴にもやる気はあるし他に勝ちたいと思っている生徒も少なからずいるだろうけど……やっぱり、全体的に見ると、この勝負は厳しい。ずらっと並ぶ種目にはパン食い競走や借り物競走といった色物競技がいくつもあるから、羞しゆう恥ち心しんに負けず勝ちに行かないと、実力を発揮せずに終わるはずだ。

　それでも、

「こうなったら……私がやってみせますわ……！」

　ここに一人、周りを延えん焼しようさせるくらい燃えまくっている奴やつがいた。

「一応訊きくけど、どうする気だ？」

「そんなの決まっているでしょう！」

　キッ、と強い視線でそう言われると『いや何も決まってないだろ』とは突っ込めず、秋晴はただ黙ってセルニアの整った顔を見返す。

「百万言を弄ろうするよりも己おのれの存在で周囲に意志を示す──それがフレイムハートの在り方ですわ……！」

「……つまり？」

「次の学年別四百メートルリレーで赤組の皆の目を覚まし、黒組の意気を叩たたき潰つぶしてみせますわっ！」

　いつにも増して強気なドリルは、黒組の固まっているスペースに──恐らくはそこに朋とも美みの姿を映しながら、力強く宣言した。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　第四種目の学年別四百メートルリレーは、高等部一年のみ特別ルールになっていた。

　まず、メンバーは女性限定。そして第一走者は従育科生で、後の三人は上育科生という構成で走らなくてはならない。

　セルニアは当然のようにアンカーに決まった。赤組上育科生の中で学年に関係なく一番足が速く、やる気も十分で、しかも貴族の令れい嬢じようだ。これだけ揃そろえばアンカーにならない方がおかしい。

　そして黒組の方も、当然のように最も相応ふさわしい人物がアンカーに落ち着いていた。

「──意外に早い直接対決になりましたね？」

　勿もち論ろん、そんなことをぬけぬけと言ってくるのは、隣となりに並んで微笑ほほえんでいる彩さい京きよう朋美だった。

　声を聞くだけで胸の内に闘志が渦うず巻まくのを感じながら、セルニアは鋭い視線を彼女に向け、

「意外でも何でもありませんわ。私はこうなると予測してましたわよ」

「あら、そうなんですか。わたしはてっきり、勝ち目が薄うすいからという理由でフレイムハートさんは出て来ないと思ってました」

「なっ……」

　聞き捨てならない言葉に、セルニアが怒りと反論をぶつけようとした矢先、

『はーい、そろそろ高等部一年生のレースを始めますよ〜。選手の人はちゃちゃっと所定の位置に着いちゃって下さいねー』

「ッ……！」

　ハンドマイクで拡張された楓かえでの声に、発言のチャンスを失った。

　ギリ、と奥歯を強く噛かみ締めた後、セルニアはあえて朋美から視線を外した。口でのやり取りで彼女に敵かなわないのは、経験で良く分かっている。

　……これは体育祭だ。口で何を言うより、結果を出して見せつけてやればいい。

　そして──それは朋美にだけではなくて、応援席にいる他ほかの生徒達にもだ。

　頑がん張ばれと言うのは簡単だけれど、言葉だけで全力を出す程ほど、人は簡単な生き物じゃない。八分の力を出して『よくやった方だ』と自己満足する、そんな人間も多くいるとセルニアは知っている。

　だから、貴族である自分は率先してあるべき姿を示す。

　どうすればいいか、どうして貰もらいたいかを伝える為ために──

「……全力を以て、勝ちに行きますわ……！」

　決意を改めて口にし、それから深く呼吸して雑念を意識の外に追いやる。

　トラックが一周二百メートルなので、一人が走るのは半周分。

　その半周で赤組の生徒に、そして彩さい京きよう朋とも美みに自分の意志を強烈に思い知らせるため、セルニアはトラックの内側で出番が来るのを待つ。

　周囲の音が薄うすくなり、自分の心しん臓ぞうが跳はねる鼓こ動どうを徐じよ々じよに大きく感じだす。

　ややあって……第一走者がスタート位置で構え、そしてピストルを持った深み閑かんの手が高々と上がり──

　パン、という音と共に、全すべてが動き出した。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「お、始まったか」

　合図の破は裂れつ音おんと共に走者が一いつ斉せいに走り出したのを見て、秋あき晴はるは応援席の椅い子すから立ち上がった。

　セルニアと朋美が事前に何やら会話していたようだけど、距離がありすぎて内容はさっぱりだ。まあ、どうせ朋美が揺さぶりをかけてセルニアが思おも惑わくに乗っちゃったんだろうけど。

　ただしこれはリレーで、二人ともアンカーだ。第三走者までにほぼ勝負が決まる、っていうのも有あり得る。

　現在どんな風になっているかというと、赤組第一走者の岡おかは他ほかの組を僅わずかに引き離し、トップで第二走者にバトンを渡した。

　秋晴は第二走者の女子の名前を知らなかったけど、リレーに出る割には遅い。上育科の一年生の総数が四十人ちょっとしかいないんだから仕方ないのかもしれないけど、それでも他の組に比べればかなり劣る。次のランナーにバトンが渡るまでに黒組に追いつかれ、続いた第三走者も健闘はしているけど、黒組のランナーにトップを奪われてしまった。

　そして──アンカーは、朋美とセルニア。

　およそ一メートル、時間にして一秒も間を置かずに、二人は最後の百メートルを走り始めた。

　その光景に、秋晴は、

「あー……こりゃ厳しいな」

　セルニアの身体能力は、たぶん朋美よりも高い。上背もあるし、手足も長い。それでいて自分の体の動かし方をちゃんと理解しているから、当然足も速い。

　けど──朋美との間にある、約一メートルの差は、縮まらない。

　昔から朋美のヤツは腹黒かったけど、小学生で男子を押しのけてガキ大だい将しようをやれたのは運動が出来たからだ。とりわけ足は速かったし、鬼おにごっこや缶かん蹴けりみたいな遊びもよくやっていたから、速い走り方を体で知っている。

　そんな朋とも美みだから、純粋に走ることだけでならセルニアに負けていない。それに海の時と違って足場も安定している。

　距離が開くわけじゃないから、勝っているってわけでもないけど……

　この場面なら、負けていないだけで十分だ。

　バトンを受け取るまでに出来た僅わずかなリードを保ち、朋美はゴールラインを駆かけ抜け──わっと湧わいた歓声が勝利を祝福する。

　懸けん命めいに、それこそ必死に追いかけていたセルニアだったけど、僅きん差さのまま追いつくことなく二位でゴールすることになった。

　他ほかの組を寄せ付けない二人の激走に、秋あき晴はるはパチパチと小さく拍はく手しゆを送り……そうしながら、セルニアの横顔を見る。

　頬ほおを上気させ肩かたを弾はずませて、荒い呼吸になっていた。鼻の頭には薄うつすらと汗あせが光っていて、うなじには金きん糸しのような髪かみがいくらかへばりついている。

　それはこいつが全力を尽くした、何よりの証明だった。

　そして表情も──まだ息が整っていないのに唇くちびるをギュッと固く結んで、負けたことが悔くやしいと雄弁に語っている。

　こんなのを見せられてしまうと……

「やれやれだなー……ったく」

　呟つぶやいて、秋晴は後頭部をガシガシと掻かいた。

　元からやる気はあったけど……こうも火を点つけられると、全力で勝ちに行きたくなるな。睡すい眠みん不足で体調不良だとか、敵てきが腹黒いとか万能過ぎるヤツがいるとかそんなことは度ど外がい視しで、絶対に勝ちたくなった。

　だから──

「よ、見事な走りだったな。見直したぞ」

　素直にそう言うと、第四種目が終わっても悔くやしげな表情のまま戻ってきたセルニアは、怒りの目を秋晴に向けてくる。しかもこれはたぶん、自分の不ふ甲が斐いなさに対する怒りっぽい。

「……先さき程ほどの意い趣しゆ返がえしのつもりですの？　随ずい分ぶんと上手じようずな皮肉ですわね」

「拗すねんなって、こっちはマジにそう思ってんだから。……まあ、見直したっていうより、改めて実感したって感じか」

「ちょっと庶しよ民みん、何を言って──」

「セルニアらしい全力疾しつ走そうだった、ってことだ。おかげでこっちも是ぜが非ひとも勝ちたくなった。たぶん、他の奴やつ等らもな」

　言って、周りを見ろと手で促うながす。

　眉まゆ根ねを顰ひそめたセルニアは、渋しぶ々しぶといった感じで周囲へと視線を向け──ハッとしたような顔つきになる。

　そう、秋あき晴はるだけじゃない。

　さっきまで楽しもうというムードだった赤組面子メンツの殆ほとんどが、ある人は頬ほおを赤くして、ある人はちょっと涙なみだ目めになって、勝とうというやる気に満ちた様子に変わっていた。

　そして、そんなチームメイトの目は例外なくセルニアに向けられている。

「結果は二着だったけど、成果はこれ以上無いってくらいだ。これなら十分、勝負になる」

「…………私は……でも……」

「いいから誇ほこれよ。胸張って、ここから絶対巻き返すって威い勢せいでいろ。そうすりゃ皆、お前のやる気に押されて頑がん張ばるはずだ。勿もち論ろん、俺おれもな」

　秋晴の言葉に、皆の視線に、セルニアは戸と惑まどうような仕し種ぐさを見せ……

「──貴方あなた、誰に物を言ってますの？」

　……ただし、それはほんの数秒だけ。

「この私が勝つと言っている以上、絶対に勝ちますわ。誰が諦あきらめようとも自らは諦めず、その姿勢で正しき在り方へと、そして勝利へと導いてこそフレイムハート家の者ですわ！」

　顔を上げたセルニアは、無む駄だな自信と確固たる誇りを前面に押し出しまくった、それはもう完かん璧ぺきにいつも通りのドリルだった。

　眩まぶしいくらい輝いているその姿に、秋晴は口くち端はを上げて笑みを溢こぼし、大きく頷うなずいた。

　これできっと、士気の面では黒組と五分だ。

　あとは朋とも美みの策さく略りやくに注意しないといけないけど……あいつも一年だから、そう大きな動きは出来ないはず。あんまり出しゃばると反感を買うだろうし、精々がその局面に有利な人材を送り出すくらいしかやれない……と、信じたい。

　そうなると──もう勝負は分からない。

「まだ半分も終わってないんだ。ここから、一つずつ勝って行くぞ」

「当然ですわよ。貴方あなたも、少しでも赤組の勝利に貢こう献けん出来るよう努めるといいですわ」

　優ゆう雅がに笑うセルニアに、粗そ野やと言われ慣れた笑みで秋晴は返す。

　これからようやく、第五種目。午前中の種目だけでも、あと三つ残っている。

　まだまだ続く勝負を思いながら、秋晴は黒組の方を見た。

　気のせいかもしれないけど──朋美のヤツも、こっちを見ている気がした。

　敵てきは強くて、狡ずる賢がしこくて、しかも同時に複数を相手にしなくちゃいけない。

　こっちの味方は空回りの多いドリルや小学生みたいな先せん輩ぱいを始めとしたお嬢じよう様さま連中に、うっかりが過ぎるドジメイドを含む従育科生。

　面子メンツだけ見れば、たぶん黒組に劣おとっている。

　それだけに……

「次は中等部の大玉転がしですわね。応援に行きますわよ！」

「あいよ、了りよう解かい。そんじゃ行こうか、フレイムハートのお嬢じよう様さま？」

　さあ──楽しくなってきた。











──つづくっ！
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あとがき




　なんだかんだでもう五巻な『れでぃ×ばと！』を手に取って下さりありがとうございます。近頃、知り合いの作家さんからエロコメ作家扱いを受けるようになった上こう月づきです。 ……違いますって、エロコメじゃなくてラブコメなんですって！

　色んな方にそう主義主張をしているのですが、誰もまともに受け止めてくれません。むしろ失笑が返ってくること多し。味方ゼロってどういうことだろう……




　まあそれはさておき、冒ぼう頭とうでも書いた通り、五巻なのです。デビューシリーズの『カレとカノジョと召喚魔法』は全六巻なので、ああと一巻で並ぶことになりますね。

　…………前の四巻で著作トータル十冊になったのに、ちっとも気付かなかった……！

　以前から「著作が十冊になったらお祝いしよう！　誰が祝ってくれなくてもあとがきで自分賛美でもしてやろう！」とか思っていたのに、いざその時になると忘れているこの現実。うっかりにも程ほどがあります。

　もうデビューして丸三年、四年目に突入しているっていうのに、全然しっかり者になれないなぁ……おかしい、そろそろ安定感が出ていいはずの時期なのに。というか、もうちゃんとした大人おとなな年ねん齢れいのはずなのに、この前は予備校生と間違えられたし。

　……そういえば、数年前にありえない間違え方をされました。

　あれは確か、平日の夕方だったと思います。呑のん気きに家でパソコンをカタカタやっていたところ、電話が鳴ったのです。携帯ではなく、自宅の電話が。

　知り合いからなら携帯に掛かってくるので留る守す電でんに任せて無視するという選択肢しもあったのですが、何となく気分が良かったのと、当時住んでいたマンションで水漏もれがあったのでその件かもしれないと思い、電話に出たのですが──




上月「はい、○○（本名）ですー」

??「あっ、こちら××と申しますが、奥様ですか？」




　……………………いやちょっと待とうか。

　奥様て！　仮にも二十代の男に向かって、奥様て！　電話だから顔は見えないし、確かにこっちも確かにこっちも余よ所そ行ゆきの声を使いはしたけど、奥様て!!

　瞬しゆん時じに真まっ赤かになって「違います！」と応こたえたわけですが、相手の方はそれで僕が男と分かったらしく、なんか微び妙みような声で「……あ、その、奥様はいらっしゃいますか……？」と訊きいてきました。

　その後、家に母親はいなかったのでその旨むねを伝え、通話は終了になりました。なるほど、あくまで『奥様』に用があったから、テンプレ反応したってことですね。……そーいうことにしておきたいと思います。







　さて、そんなかなりどうでもいい話が終わったところで、五巻の内容紹しよう介かいに入ります。ちなみにこの先、盛大なネタバレがありますので、あとがきから読むというタイプの方は緊急回かい避ひして本作を読み終わってから読むことをお奨すすめしますー。




　ではまず、十一話。新キャラ登場なお話です。

　一話でちらっと名前だけ出てきた『エストーさん』こと北ほく欧おうのアキバ系プリンセスのピナが、ここでようやくお披ひ露ろ目めとなりました。これで当初から予定されていたキャラは揃そろったことになるのですが……うん、多いね！　でもまだ増えるかもしれないのが怖いところです。

　ちなみにこの話でピナがコスプレしているアニメも遊び感覚で設定作ってみたのですが、そう考えても深夜枠わくな外角高めスライダー作品になりました。基本的に悪役は一方的にやられる酷ひどい展開です。

　あと、ピナの本名は『ピナ＝スフォルムクラン＝エストー』なのですが、真ん中のスフォルムクランは王族特有の姓せいって感じで、エストーがファミリーネームです。

　セルニアも似たような表記になってますが、ドリルの場合真ん中の伊い織おりはセカンドネームです。極ごく一部の人だけがドリルのことを「伊織」と呼んでいます。




　次、十二話〜。従育科試験にセルニアと鳳フオウが関わってくる話ですね。

　一話から名前だけでなく顔出しもしているのに影が薄うすかった鳳が、少しだけ日の当たるところに出てきました。少しだけ、というのがなんか悲しいところです。本当は過去設定で秋あき晴はると接点があったりするのですが、それが表に出る時は、果たしてくるのか…!?

　ちなみにセルニアさん、この話だとちょいとドリルらしくありません。出て来ていない十一話の頃も、アイドリングストップ状態です。

　それが本格的に突とつ貫かんへ移るのは、次の話なのですが……




　俺おれ達の戦いは、これからだ──！

　……って感じの終わり方をしている十三話は、体育祭の話です。でも途と中ちゅうまでで終わってます。まるで打ち切り漫画のようなー……

　本当は十三話だけで終わらせるつもりが、体育祭という色々とやれるシチュエーションを甘あまくみていた為ため、長くなりすぎて前後編になっていしまいました。

　ハッキリ言って、もろに僕のミスです。さらっと済ませるはずの障しよう害がい物ぶつ競争や借り物競争があんなことになるだなんて、ちっとも想像していなかった……！

　なので次巻に収録される十四話が、体育祭後編ということになります。ドリル大だい活かつ躍やくで、四し季き鏡かがみ姉妹もちょっと頑がん張ばっちゃいます。

　……しかしカレカノの時といい……五巻はそういう巻になる運命なんだろか……？




　六巻はたぶん来年の春に発売になると思うので、それまで待って頂けると幸いです。体育祭後編やその後のデート話とか載のる予定になってます。

　ではでは、また春頃に〜！

















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「上月　司先生」係

「むにゅう先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。











上月こうづき 司つかさ

１９８２年生まれの横浜市民。地元の駅前がようやく本格的に再開発を始めました。この本が出る頃、真っさらになっている写真の場所がどう変わっているのか、かなり楽しみにしています。
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むにゅう

今年の夏はいっぱい食べよう！計画は見事に失敗しました。というかすっかり忘れていてお酒ばっかり飲んでいたような……こ、この冬こそは！
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